
岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

図面番号 タイトル

電気設備

図面番号 タイトル

改修工事特記仕様書_1

改修工事特記仕様書_2

改修工事特記仕様書_3

改修工事特記仕様書_4

A-001

付近見取図・配置図

A-002

１階　平面図

A-003

A-004

A-005

A-006

A-007

A-008

A-009

A-010

A-011

A-012

A-013

A-014

E-01

建築意匠

改修工事特記仕様書_5

A-015

A-016

A-017

A-018

図面番号 タイトル

機械設備

M-01

M-02

M-03

電気設備工事 特記仕様書 機械設備改修特記仕様書

E-02

E-03

E-04

E-05

E-06

（既存）電灯設備　1階　平面図

（既存）電灯設備　2階　平面図

（既存）電灯設備　3階　平面図

（既存）自動火災報知設備　1階　平面図

（既存）自動火災報知設備　2階　平面図

M-04

M-05

M-06

M-07

M-08

M-09

２階　平面図

３階　平面図

屋根　平面図

（参考図）立面図１

（参考図）立面図２

（参考図）矩計図

平面詳細図・展開図１

天井伏図

家具平面図

家具詳細図

油配管保護・改修用ドレン　詳細図

E-07 （既存）自動火災報知設備　3階　平面図

M-10

M-11

M-12

M-13

M-14

M-15

M-16

空調設備撤去・新設機器表

空調設備１階撤去平面図

空調設備２階撤去平面図

空調設備３階撤去平面図

空調設備撤去立面図１

空調設備撤去立面図２

給排水設備　衛生機器表・系統図

給排水設備１階撤去・新設平面図

給排水設備１階撤去・新設詳細図
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改修工事特記仕様書_1

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

スチレンフォーム断熱材3種

※JIS A 9521による押出法ポリ

Ⅰ．工　事　概　要

章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

１．工事場所

・ 適用する

（工事カルテ）

の　登　録

処　理　等

（用途地域 指定なし　　防火地域　指定なし）

工事名

２．敷地面積

３．工事種別

４．工事規模

[1.1.4]

１．適 用 基 準

２．工事実績情報

３．発 生 材 の

）

下記のものを監督員に提出する。

分　類 規　格 撮影箇所数 部　数 備　考

着　工　前

工事施工状況

完　成　時

※サービス版

・ キャビネ版

監督員の指示

による。

（撮影計画を

提出する）

監督員の
※カラー ※サービス版

・ サービス版

取合い

施工範囲

・ 図示した貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

・ 図示した壁、天井の仕上材、下地材の切り込み及び下地材の補強

・ 自動閉鎖装置取付けの箇所の切り込み及び補強

・ 駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイッチ

施工図

設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して、監督員の承諾を受ける。

施工計画書

区　分

調査範囲

調査方法

既存部分の破壊を行った場合の補修方法

・ 図示

施工数量調査

・ 図示

・ 図示

[1.5.3]

11．施工図及び

請負契約に定められている書類

（契約後）

（工事中）

（完成後）

・ 工事工程表

・ 火災保険加入契約書（写）

・ 出来高検査願

・ 工事完成届 ・ 工事完成引渡書（引渡図書目録添付）

・ 製造所等承諾願 ・ 工事総合施工計画書 ・ 現場技術員届

・ 各種工事施工計画書 ・ 各種工事施工図 ・ 工事作業日報

・ 主要資材規格又は品質証明書 ・ 各種試験成績書又は報告書

・ 主要資材搬入検査簿 ・ 技能士合格証明書

・ 完成図（修正設計図） ・ 責任施工保証書

・ 官公署許認可及び検査済書

（契約後）

（工事中）

（完成後）

・ 現場代理人、主任技術者等届

・ 各種届出書等

10．提 出 書 類

改修標仕、特記仕様書等に定められている書類

・ 維持管理取扱書(設備機器説明含む)

施工図及び施工計画書の提出について

※カラー

※カラー

工事施工図の描き方（平成元年）」に準ずるものとする。

図等で原図として提出が出来ないものは、原図に代わるものとしてよい。

に限り発注者に委譲するものとする。

12．完　成　図

完成写真

13．工事

の備品等

[2.4.1]

１．監督員事務所

２．監督員事務所

[2.4.1]

・ 下請調書

・ 請負代金内訳書

(a) 施工図及び施工計画書は、各工種において作成し提出する。

(b) 施工図の記載内容及び記載水準は、建設大臣官房官庁営繕部監修「建築・設備

(C) 本工事に係る施工図及び施工計画書の著作者の権利は、当該建物における使用

(d) 提出部数は、施工図の原図及びその陽画複写図（１部）とする。ただし、製作

14．設備工事との

引渡しを要するもの

※ なし

特別管理産業廃棄物

※ なし

・ あり （

※ 上記以外の発生材は、可能な限り中間処理施設等において再利用・減量化等を図る

ものとし、処理方法等は監督員と協議する。

現場において再利用を図るもの （ ）

※ 現場における分別－保存材は、分別する。

・ 本工事で発生する建設廃棄物のうち、岩手県内の最終処分場（中間処理施設経由を

含む）に搬入される産業廃棄物については、岩手県産業廃棄物税が課税されるので

適正に処理すること。

15．施工調査

[1.8.2]

１．施工数量調査 [1.5.2～3]

[3.2.5]・ 設ける（Ｐ０ＡＳ、Ｐ０ＡＳＩ、Ｐ０Ｄ、Ｐ０ＤＩ、Ｐ０Ｓ、
ＰＯＳＩ、Ｐ０Ｘ工法の場合）

既存保護層の撤去 ・ 行う（範囲　・ 図示　　・ 　　　　　　　　　　　　　　）

・ 行わない

・ 行う（範囲　・ 図示　　・ 　　　　　　　　　　　　　　）既存防水層の撤去

・ 行わない

１．共 通 仕 様

２．特 記 仕 様

○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

○印と※印の付いた場合は、共に適用する。

（２）特記仕様は、○印の付いたものを適用する。

Ⅱ．改 修 工 事 仕 様

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

（　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

図面、特記仕様書及び現場説明事項に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共

ただし、改修標仕に規定されている項目以外は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕

（３）特記仕様書に記載の［　］内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」(平成12年法律第100号)に基づく

５．工事範囲

満たす物品を示す。

図面、本特記仕様書、標準仕様書及び改修標準仕様書に記載のない事項は次の基準による

・

本設計図書における「標準詳細図」他は、次の基準を指す。（最新版）

建築工事標準詳細図（最新版） 国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

適正な技術員を専任又は常駐させること。

建設業法第26条による有資格者を専任又は常駐させる

こと。

現場には下記の現場技術員等を置く。

・ 現場技術員

；

；

[1.3.2]４．現場技術員等

・ 適用する
技術者 [1.3.3]

５．電気保安

[1.6.2]６．技　能　士

・
７．施 工 条 件 [1.3.5]施工順序に制約がある場合

・

その他の施工条件 [1.3.5]

８．建築材料等 (a) 原則として、全ての材料について監督員の承諾を受ける。

(b) 環境への配慮 [1.4.1]

※ 改修標仕 1.4.1 による

工　　法

９．特別な材料の 改修標仕に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する工法とする。

[1.4.2]

[1.5.2]

防水層の種別

・P2A

・P1B

・P2AI

工法 種別 施工箇所

・A-1

・A-3

・B-1

・AI-1

・AI-3

・BI-1

立上り部の保護絶縁用シート

※フラットヤーン

70ｇ/㎡程度

クロス

厚さ0.15mm以上

（材質）

断熱材 Ｇ

ルーフィングシートの種類及び厚さ
改質アスファルトルーフィングシート及び部分粘着層付改質アスファルト

平場の保護ｺﾝｸﾘｰﾄの厚さ
こて仕上げ　　※水下　80㎜以上
タイル張り　　※水下　60㎜以上

※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

・乾式保護材

・窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として板状に押出成形し、オートクレーブ
養生したもの。

・金属複合版：金属板と樹脂を一体化させたもの。

・M4C

脱気装置

・設ける　・設けない
改修用ドレン
・設ける　・設けない

反射率
高日射

防水の
適用 Ｇ

・M3D
・P0D

・D-1

・P0DI

・M3DI

・M4DI

・DI-1

断熱材 Ｇ施工箇所種別工法 備考

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ドレン

・設ける

・設けない

・

・

・

防水層の種別
屋根露出防水

脱気装置の種類及び設置数量

仕上塗装の種類及び使用量

※アスファルトルーフィング製造所の指定による

※アスファルトルーフィング製造所の指定による

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレイン回り及び立上り部周辺の断熱材

の張りじまい位置

※図示

施工箇所

屋内防水

防水層の種別

工法 種別

・ P1E

・ P2E

・ E-1 ・設ける

・設けない

押さえ金物の材質、形状寸法

※ アルミニウム製、Ｌ－30×15×2.0mm程度

屋上排水溝 ・適用する（施工範囲　・図示　・　　　　　　　　　　　　　）

・適用しない

５．改質アスファ

ルトシート

(材質）

・

工法

・Ｓ-Ｆ1

・Ｐ０Ｓ

・Ｓ４Ｓ

・Ｓ-Ｆ2

・Ｍ４ＳＩ
・Ｓ４ＳＩ

・Ｐ０ＳＩ

・Ｓ-Ｍ3
・Ｓ-Ｍ2
・Ｓ-Ｍ1・Ｍ４Ｓ

防水層の種別

※改修標準仕様書3.5.2

※改修標準仕様書3.5.2

(厚さ)・25mm　・ＳI-Ｆ1
・ＳI-Ｆ1

・ＳI-Ｆ1
・ＳI-Ｆ2

施工
箇所

種別 断熱材 Ｇ 備考

・設ける

脱気装置

・設けない

・設ける

脱気装置

・設けない

・設ける・設けない

改修用ドレン

・設ける・設けない

脱気装置

・設ける・設けない

改修用ドレン

・設ける・設けない

脱気装置

Ｇ

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・

・

・

・

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・

・

・

・

仕上塗料

使用量種類

・

・

・

・

・Ｓ３Ｓ

・Ｓ３ＳＩ

８．シーリング

シーリング材の種類、施工箇所

７．塗膜防水

・ＰＯＸ

・Ｌ４Ｘ

・ＰＹ1

・ＰＹ2

工法

※Ｙ－２

・Ｘ－１

※Ｘ－２
・

・

・Ｘ－２

※Ｘ－１

種別

・

下表以外は、改修標仕 表3.7.1による。

施   工   箇   所 シーリング材の種類（記 号）

シーリング材の目地寸法

［※ 簡易接着性試験 ・ 引張接着性試験(部位　　　　　）］・適用する

・適用しない

製　笠木

10．アルミニウム

・建築物解体工事共通仕様書（最新版）　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

[1.3.12]
・ 窯業系パネル－Ⅰ類（寒冷地仕様）

・ 窯業系パネル－Ⅱ類（一般地仕様）

[3.2.3～6]３.既存防水の処理

屋根保護防水

４．アスファルト
防　水

 ［3.3.2～5］[表3.3.3～10]

脱気装置
・設ける　・設けない

反射率
高日射

防水の
適用 Ｇ

断熱材 Ｇ施工箇所種別工法 備考

・

・

防水層の種別

・M4AS ・AS-T2

・AS-J2

・M3AS

・P0AS

・AS-T1

・AS-T3

・AS-T4

・AS-J1

[3.4.2～3][表3.4.1～3]

６．合成高分子系

ルーフィング

シート防水

 [3.5.2～4][表3.5.1～3]

［3.6.2～3][表3.6.1～2]］

シーリング改修工法の種類

・ シーリング充填工法

・ シーリング再充填工法

・ 拡幅シーリング再充填工法

・ ブリッジ工法 ボンドブレーカー張り ・ 適用する　・適用しない

エッジング材張り ・ 適用する  ・適用しない

 [3.1.4][3.7.2～8]［表3.7.1］

表面処理

部材の種類

・オープン形式

既存笠木等の撤去 ・行う（範囲 ・図示　・　　　　　　　　　　）

・行わない

下地補修の工法 ※図示

※図示

板材折り曲げ形笠木の取付方法

・

・

笠木の固定金具の工法

といの材種

・ 硬質ポリ塩化ビニル管 ・ アルミ・ 配管用鋼管

種                 別

・横型 ）・ ろく屋根用

・ バルコニー用

・ バルコニー中継用

（・縦型

ルーフドレン

ルーフドレンの取付け

９．と　い

［3.9.2～3][表3.9.1］

「環境物品等の調達の推進に関する基本方針(平成31年2月変更閣議決定)」に定める判断の基準を

種類： 処理方法：・ あり （ ）

・ 管理技術者又は主任技術者

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

防水工事

石　工　事

タイル工事

木　工　事

屋根・とい工事

金属工事

左官工事

建具工事

（ ・ 鉄筋施工）

（ ・ と　び）

（ ・ 防水施工）

（ ・ 石材施工）

（ ・ タイル張り）

（ ・ 建築大工）

（ ・ 内装仕上げ施工（鋼製下地））

（ ・ 左　官）

・ 全て

・ 全て

・ 全て

・ 全て

・ 全て

・ 全て

・ 全て

・ 全て

・ 全て

・ 全て

・ 全て

・ 全て

（ ・ 左官 ・ 型枠施工）

ブロック・ＡＬＣパネル工事・ＰＣカーテンウォール工事

（ ・ 建築板金 ・ スレート施工）

（ ・ サッシ施工 ・ ガラス施工）

（ ・ ﾌﾞﾛｯｸ建築 ・ ALCﾊﾟﾈﾙ施工 ・ ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工）

（ ・ 造　園）

（ ・ 内装仕上げ施工（床、天井仕上げ等）・表装）

（ ・ 塗　装　・ 樹脂接着材注入施工）

・ 全て

・ 全て

・ 全て

塗装工事

内装工事

植栽工事

技 術 検 定 の 職 種 作 業 の 種 別

仮設工事 （ ・と　び） ・ 全て

・提出図書

・ＣＡＤデータ

※ 監督員の指示による。

※ 監督員の指示による。

・ 行う
・ 行わない

（・ Ｍ４ＡＳ　　・ Ｍ４ＡＳＩ　　・ Ｍ４Ｃ　　・ Ｍ４ＤＩ　　・ Ｌ４Ｘ）

・A-2

・BI-2

・BI-3

bA(スキン層あり)

(厚さ）・25㎜

・D-4

・DI-2
※JIS A 9521による発泡プラスチック断熱

規格に準ずるもの。

材とする。ただし、硬質ウレタンフォーム

断熱材2種1号又は2号で透湿係数を除くJIS

(厚さ）・25㎜　

・ E-2

脱気装置の種類及び設置数量

仕上塗装の種類及び使用量

脱気装置

・

・M3ASI

・M4ASI

・P0ASI

・ASI-T1

・ASI-J1
改修用ドレン

防湿層

・設ける　・設けない

・設ける　・設けない

・設ける　・設けない

(材質）
※JIS A 9521による発泡プラスチック断熱

規格に準ずるもの。

材とする。ただし、硬質ウレタンフォーム

断熱材2種1号又は2号で透湿係数を除くJIS

(厚さ）・25㎜　

※改質アスファルトシートの製造所の指定による

※改質アスファルトシートの製造所の指定による

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

(3)(エ)(b）による

(3)(エ)(ｂ）による

防水の適用

高日射反射率

仕様による

仕様による仕様による

仕様による 仕様による

仕様による 仕様による

仕様による

脱気装置の種類及び設置数量　　※主材料製造所の仕様による

・脱気装置の種類：　　　　、設置数量：　　個/㎡

※改修標準仕様書3.7.3(1)(ア）～(ウ)による。

［3.8.2～3][表3.8.1～4］

11．防水施工保証書 ・ 提出する

・ 提出しない

建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（最新版）」（以下「改修標仕」という。）による。

様書（建築工事編）（最新版）」（以下「標準仕様書」という。）による。

工法とする）

（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1.0　・1.15　・1.3）倍に対応した・ 適用する

備品の種類 数量 備品の種類 数量 備品の種類 数量

机・椅子

書棚

ゴム長靴

工事用ヘルメット

ホワイトボード

黒板又は

雨合羽

懐中電灯

衣類ロッカー

湯沸器

（・ FAX付）

コピー機

最高最低温度計

冷暖房機

消火器

掃除具

台

組

足

個

個

着

個

人用

台

台

台

台

個

台

個

個パソコン（メール付）

電話

・ 設ける

（規模及び仕上げの程度並びに設置する備品の種類・数量等は現場説明書による）

・ 設けない

た場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与え

［2.3.2］仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　　・ 図示　　・ 

仮設間仕切りの種別と材質等

仮設間仕切に設ける仮設扉の材質等

種別

・ せっこうボード（9.5㎜）

防炎シート

下地

・ Ａ種

・ Ｂ種

※ Ｃ種 単管

・ 合板（9㎜）

・ 無し

［表2.3.1］

グラスウール 厚さ　　㎜・ 木

仕上材 （厚さ　㎜） 塗装 充填

・ 片面

材質

※ 木製

仕上げ 塗装 備考

・

・ 既存部分

・ 既存ブラインド、カーテン等
養生の方法（※ ビニルシート等　　・　　　　　）
養生の方法（・ ビニルシート等　　・　　　　　）

保管場所　（・ 図示　　・　　　　　　　　　　）

・ 備品、机、ロッカー等の移動 （・ 図示　　・　　　　　　　　　　）

養　生

・ 既存家具、既存設備等
養生の方法（※ ビニルシート,合板　　・　　　　　）

養生の方法等 [2.3.1]

材料、撤去材等の運搬方法

Ｃ種：利用可能なエレベーター（　　　　　　　　　　）

・ Ｅ種・ Ｄ種・ Ｃ種・ Ｂ種・ Ａ種種別

[2.2.1][表2.2.1]

・ 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライ

ンの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置

方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

Ｄ種：利用可能な階段（　　　　　　　　　　　　　　）

６．足　場　等

７．既存部分の

・ ・ ・片面

・無し※合板張り程度

※ 軽量鉄骨

等の対策
防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲　 ※図示

構内既存の施設

・ 利用できる（ ・ 有償　・ 無償） ・ 利用できない

構内既存の施設

３．工事用水

４．工事用電力

・ 利用できる（ ・ 有償　・ 無償） ・ 利用できない

５.騒音・粉じん ・防音パネル
・防音シート

［2.1.3］

内部足場 ・設置する（※脚立、足場板等　・　　　　）
・設置しない

外部足場 ・設置する（※枠組足場　・単管足場　・　　　　）

・設置しない

防護シートによる養生 ・行う（・工事に必要な範囲　・　　　　　　　）

調査範囲及び方法　　　・ 図示　　・ 

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　　・ 図示　　・ 

調査報告書　　　提出部数：2部

２．改修用

二重ドレン

既存露出防水層表面の仕上げ塗装除去

既存防水層の下地補修

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　　　・ 図示　　・ 

Ｐ０Ｓ工法及びＰ０ＳＩ工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立

上り部等の処置 ※ 改修標準仕様書3.2.6(4)(ウ)(ｇ)①～③による　　・ 

・P1BI

・T1BI

・B-2

・B-3

・AI-2

・50mm

・乾式保護材

（　　　　　　）※図示

・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

・れんが押え

(※JIS R 1250

・　　　　 )

表面材は不燃　耐衝撃性500ｇ　

・C-2

・C-4
・C-3

・C-1

・D-2
・D-3

(種類） ※ 図示

保護層

［表3.3.1、表3.3.10］

防水

・AS-J3 ・設ける　・設けない

改修用ドレン

・50mm

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

押え金物の材質.形状寸法 ※ アルミニウム製、Ｌ－30×15×2.0mm程度

屋根露出防水絶縁断熱工法の防湿用シート　・設置する　・設置しない

・Ｓ-Ｆ１ 

・Ｓ-Ｆ２ 

・Ｓ-Ｍ2

・Ｓ-Ｍ3

・Ｓ-Ｍ1

(厚さ)・25mm　 ・50mm

・50mm

保　護　層

箇所
施工

塗り厚さ ・床塗り工法 ・下地モルタル塗り

平場のモルタル塗り 立上り部の保護
モルタル塗り

・Ｓ-Ｃ1 ・ ・
※7mm以下

・

※改修標準仕様書 ※改修標準仕様書

・

種別

Ｐ1Ｓ工法の

6.15.6(2)(イ)及び(ウ)に準ずる
・

6.15.6(2)(イ)及び(ウ)に準ずる

屋内防水 防水層の種別

絶縁用シートの材質 ※ 発泡ポリエチレンシート

脱気装置の種類及び設置数量　　※ルーフィングシート製造所の指定による

接着工法のＰＣコンクリート下地の目地処理 ・行う(・図示 ）・行わない

ＰＣコンクリート部材の入隅部の増張り ・行う(・図示　）・行わない）

ＰＣコンクリート部材（種別Ｓ-Ｆ1、Ｓ1-Ｆ1の場合）の入隅部の増張り

・行う（※図示 ）　・行わない

機械式固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付けは、建築基準法による

風圧力の（・1.0　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法とする

・ 屋根 

・ 庇

仕上塗料

使用量種類

・製造所の ・製造所の
仕様による 仕様による

・製造所の ・製造所の
仕様による 仕様による

・ ・

・ ・

・

・

・設ける・設けない

改修用ドレン

・設ける・設けない

脱気装置

・設ける

脱気装置

・設けない

・設ける・設けない

保護層

施工箇所
防水の適用 Ｇ

高日射反射率
備考

・図示

シーリング材の接着性試験

材種

・ 改修用　塩ビ

・

・

張掛け幅

・100mm以上　・50mm以上

・100mm以上　・50mm以上

・100mm以上　・50mm以上

・耐酸被覆鋼板 製造所：

多雪地域の軒どい取付け間隔　・適用する　・適用しない

鋼管製といの防露巻き
（施工箇所※ 行う

防露材のホルムアルデヒド放散量 ※規制対象外

竪樋受け金物の取付け ※図示

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法 ※図示

（モルタルの調合は、容積比でセメント１：砂３）

※ 水はけよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタル充填

（・ 押出し 250形

・板材折り曲げ形

・ 押出し 300形 ・ 押出し 350形）

（・オープン形式　・シ－ル形式）

本体幅（　　）mm　 板厚 （※ 2.0　・　　）mm

※改修標準仕様書 表3.8.3による）

種別（改修標準仕様書表5.2.2より）　・　種

着色　・標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　　）

・ 取り外し再取付

・ 建具周囲 ・ MS-2

・庇

・ 外壁改修範囲

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事特記仕様書

岩手県宮古市河南一丁目5番1号

56,636.00　ｍ2

改修

学生寮　1638.68　㎡

天井改修、家具改修、建具改修、内装改修、屋外改修

指示による



工事名称

図面内容 建築意匠

A-002

縮尺

NO SCALE

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
改修工事特記仕様書_2

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

仕上げ外壁）

調査範囲　　　・ 外壁改修範囲　　・ 図示の範囲

調査内容

[1.5.2～3]

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に表

コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

形状寸法等を調査する。

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損部の

錆汁の流出の有無を調査する。

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　　・ 図示

調査報告書の部数　　　・ ２部　　・　

施工数量調査

・ひび割れ部

改修工法

・ 樹脂注入工法

ひび割れ幅

㎜

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

以上 ～ 
　　　 未満

以上 ～ 
　　  未満

以上 ～
未満

以上 ～
未満 ・

・

・

・

注入量

ｍ

・

・ 

・ 

・

・

・

・

・

注入口間隔

㎜

・ ～

・ ～

・ ～

・ ～

工法の種類

エポキシ樹脂 ・ 低粘度形 ・ 中粘度形

抜き取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき１個

・ Ｕカットシール材充填工法

・シーリング材

充填材料 ※１成分形又は２成分形ポリウレタン系

・可とう性エポキシ樹脂

・ シール工法

・パテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

・欠損部改修工法 ※ 充填工法

・エポキシ樹脂モルタル

・ポリマーセメントモルタル

・ひび割れ部

改修工法

[4.3.7][4.2.2][4.1.4]

・ 樹脂注入工法

ひび割れ幅

㎜

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

以上 ～ 
　　　 未満

以上 ～ 
　　  未満

以上 ～
未満

以上 ～
未満 ・

・

・

・

注入量

ｍ

・

・ 

・ 

・

・

・

・

・

注入口間隔

㎜

・ ～

・ ～

・ ～

・ ～

工法の種類

エポキシ樹脂 ・ 低粘度形 ・ 中粘度形

抜き取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき１個

抜取り部の補修方法　　※図示

・ Ｕカットシール材充填工法

・シーリング材

充填材料 ※１成分形又は２成分形ポリウレタン系

・可とう性エポキシ樹脂

・ シール工法

・パテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

・ 樹脂注入工法

ひび割れ幅

㎜

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

以上 ～ 
　　　 未満

以上 ～ 
　　  未満

以上 ～
未満

以上 ～
未満 ・

・

・

・

注入量

ｍ

・

・ 

・ 

・

・

・

・

・

注入口間隔

㎜

・ ～

・ ～

・ ～

・ ～

工法の種類

エポキシ樹脂

抜き取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき１個

・ひび割れ部改修工法

抜取り部の補修方法　　※図示

・可とう性エポキシ樹脂

充填材料 ※１成分形又は２成分形ポリウレタン系

・シーリング材

・ Ｕカットシール材充填工法

[4.1.4] [4.2.2] [4.5.7～8]

・タイル部分張替え工法

接着剤の種類

・ポリマーセメント

－－

工法の種類

アンカーピンの

本数 本 ㎡

注入口の箇所数

箇所 ㎡

一般部 一般部指定部 指定部

※ ※

※ ※ ※

※

※

※ ※

－ －
・・

・ ・ ・ ・

※

※ ※

・・・・

・・

※

※

※

※ ※

・・・・

・・・・

※

※

・アンカーピンニング
部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

・アンカーピンニング

全面エポキシ樹脂注入工法

全面ポリマーセメントスラリー

注入工法

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

ピンニング部分エポキシ樹脂
注入工法

ピンニング全面エポキシ樹脂

ピンニング全面ポリマー

セメントスラリー注入工法

注入工法

※

・注入口付アンカー

－
－

－
－

－
－

－
－

ピンニングエポキシ樹脂

注入タイル固定工法

・タイル部分張替え工法

・タイル張替え工法

－－・ ・

アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径４ の丸棒で全ネジ切り加工をしたもの。

・タイル部分張替え工法

接着剤の種類

・JIS A 5557による一液反応硬化形変性シリコーン樹脂系

・タイル張替え工法

・JIS A 5557による一液反応硬化形変性シリコーン樹脂系

・
注入口付アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径外形６

・行う　・行わない

タイル張りの工法

外装タイル　

・密着張り　・改良圧着張り　・改良積上げ張り

・マスク張り　・モザイクタイル張り

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地

※ポリウレタン系

伸縮調整目地その他の目地

※変性シリコーン系

[4.1.4] [4.5.16]

・目地ひび割れ部改修工法

・伸縮調整目地改修工法

伸縮調整目地の位置及び寸法 ・図示

タイルの種類

施 工 

箇 所
(㎜)

備考

形状

寸法

再生材

用

料の適

ＧＧＧＧＧＧＧ 無釉

役　物 色 耐凍
害性

吸水率に
よる区分

うわぐすり

標準的な曲がりの役物は一体成型とする

試験張り

見本焼き

・ 行う　・行わない

・ 行う　・行わない

（1、コンクリート

打放し仕上げ外壁）

（2、モルタル塗り

（3、タイル張り

仕上げ外壁）

（4、塗り仕上外壁

等の改修）

・既存塗膜等の除去

・所要量の確認

下地処理,下地調整 既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法

工    　法

[4.6.3]

・ひび割れ部改修工法・ サンダー工法

・ 高圧水洗工法

・ 塗膜はく離剤工法

・ 水洗い工法

処  理  範  囲 下地面の補修

・欠損部改修工法

・浮き部改修工法

・下地調整材 [4.6.4]

・仕上塗材、仕上

種    類 呼  び  名

・ 可とう形外装

薄塗材Ｓi

・ 外装薄塗材Ｅ

・ 外装薄塗材Ｓi

薄塗材Ｅ

・ 可とう形外装

・ 防水形外装
薄塗材Ｅ

・ 外装薄塗材Ｓ

・薄付け仕上塗材

・厚付け仕上塗材
・ 外装厚塗材Ｃ

・ 外装厚塗材Ｓi

・ 外装厚塗材Ｅ

・複層仕上塗材
・ 複層塗材ＣＥ

・ 複層塗材Ｓｉ

材ＣＥ
・ 可とう系複層塗

・ 複層塗材Ｅ

・ 複層塗材ＲＥ

・ 防水形複層塗材CE

・ 防水形複層塗材E

・ 防水形複層塗材RE

防火材料

・ 砂壁状

・ローラー塗り）
・ さざ波状

・ ゆず肌状(・吹付け

（・吹付け ・こて塗り）

・着色骨材 砂壁状

・こて塗り）
・ 凹凸状(・吹付け

・ 平たん状

・ 砂壁状じゅらく

・吹放し ・凸部処理

・平たん状 ・凹凸状

・ひき起し ・かき落し

・ゆず肌状 ・凸部処理

・凹凸状

溶媒　※水系　・溶剤系

・弱溶剤系

樹脂　・アクリル系

・つやなし

・メタリック

上塗材

外観　※つやあり　

仕上げの形状及び工法

新規仕上塗材の種類、仕上げの形状、工法

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

[4.2.2][4.1.4]

[4.2.2][4.1.4] [4.4.5～7]

[4.1.4] [4.2.2] [4.5.5～6]

・欠損部改修工法

・浮き部改修工法 [4.2.2][4.1.4]

・目地改修工法

・タイルの形状、

寸法等
[4.2.2]

[4.6.2] [表4.6.1]

[4.1.5][4.2.2][4.6.5]

アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径４ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの。

・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

・タイル張替え工法

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

位置　※改修標準仕様書表4.5.1による

・行う　・行わない

外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整塗材塗りの接着力試験

・有機系接着剤によるタイル張り

シーリング材の種類

※変性シリコーン系

伸縮調整目地その他の目地

※ポリウレタン系

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地

・セメントモルタルによるタイル張り

シーリング材の種類

・有機系接着剤によるタイル張り

工程ごとの所要量の確認　※改修標準仕様書4.6.2及び表4.2.4による

※改修標準仕様書4.6.4の下地調整材 ・ ポリマーセメントモルタル

（表4.2.4）

・可とう形改修用

仕上塗材

・ 可とう形改修
塗材Ｅ

・ 可とう形改修
塗材ＲＥ

・ 可とう形改修
塗材ＣＥ

・ 平たん状 ・ さざ波状

・ ゆず肌状

※耐候形３種耐候性

溶媒　※水系　・溶剤系

・弱溶剤系

樹脂　・アクリル系

・つやなし

・メタリック

上塗材

外観　※つやあり　

・

・

・

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

塗り 種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種

・マスチック塗材
[4.1.5][4.7.2][表4.7.1]

遮音性の等級（・　　）

Ｇ 断熱性の等級（・　　　）

面内変形追随性の等級（　　）

・Ｓ-４（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

・Ｓ-５（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

・Ｓ-６（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ

耐震ドアセット

材料

鋼板

めっき付着量 厚さ

・JIS G 3302
・
※Z12又はF12 ・改修標準仕様書表5.4.2による

・

[5.2.2][5.4.2～4] [表5.4.2]

外部に面する建具の耐風圧性 (表5.2.1）

7、鋼製建具 性能等級

簡易気密型ドアセット (表5.4.1）

・ 適用する　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

・ 適用しない

ガラス　　　※ 複層ガラス　　 

水切り板、ぜん板　　　※ 図示　　 

枠の見込み寸法　　　・ 建具表による　　 

断熱ドアセット・断熱サッシ Ｇ

（建具符号：・ 建具表による　　・　  　　　　）

 適用する　断熱性の等級（・ Ｈ－４　　・ Ｈ－５　　・Ｈ-６ 　・　　　）

防音ドアセット・防音サッシ

（建具符号：・ 建具表による　　・　  　　　　）

　遮音性の等級（・ Ｔ－１　　・ Ｔ－２）

・ C種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）

・ B種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）

・ A種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）外部に面する建具

性能等級

[5.2.2][5.3.2～5]

(表5.3.1～表5.3.3）

６、樹脂製建具

建具

[5.2.2～5]
性能等級

枠の見込み寸法　・建具表による

表面処理

外部に面するアルミニウム製建具

・A種(建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　）

・B種(建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　）

・C種(建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　）

ＧＧＧＧＧＧＧ

（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

断熱ドアセット・断熱サッシ　　断熱性の等級(・　　　　　　）

耐震ドアセット　（面内変形追随性の等級(・　　　　　　）

防音ドアセット・防音サッシ　　遮音性の等級(・　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

被膜等の種類　※改修標準仕様書表5.2.2による

・

被膜等の種類　※改修標準仕様書表5.2.2による

・

結露水の処理方法　　・図示

水きり板、ぜん板　　・図示

網戸等

種類

・ 防虫網 ※ 合成樹脂製

  線径 網目

※ 0.25㎜ 以上

・ ガラス繊維入り合成樹脂製

・ ステンレス（SUS316）製

・

※ 16～18 メッシュ

・

材種

・ 防鳥網 1.5㎜ 網目寸法　15㎜

５、アルミニウム製

ステンレス（SUS304）線材

屋内の建具　　　・ＢＣ-１種　・ＢＣ-２種

外部に面する建具 ・ＢＢ-１種　・ＢＢ-２種

(表5.2.2）

(表5.2.1）

防水材による改修

（5.外壁用塗膜

・所要量の確認

・適用する　適用箇所(・建具表による　・　　　　　　　　　　　）

・適用しない

[5.1.7]

建具見本の製作　　・行う(建具符号：　　　　　　）

・行わない

建具見本の程度　　・工事に使用するものとして、あらかじめ製作する

・納まり等が分かる程度のもの

特殊な建具の仮組　・行う(建具符号：　　　　　　　　　　　）

・行わない

[5.1.5]３、見本の製作等

自動閉鎖機構方式 ・ヒューズ装置連動　・熱感知器連動　・煙感知器連動

[5.1.4]２、防火戸

[5.1.3]

建具の種類 かぶせ工法 撤去工法 適用箇所

・外部

・内部

・鋼製軽量建具

・樹脂製建具

・鋼製建具

・アルミニウム製建具

・ステンレス製建具

－

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・建具表による

・建具表による

・建具表による

・建具表による

・建具表による

・建具表による

１．改 修 工 法

新規に建具を設ける場合
壁部分の開口の開け方　　※図示

新規建具周囲の補修工法及び範囲　　※図示

(溶融亜鉛めっき鋼板）

[表5.2.2]

※コアの抜取りを行う

抜取り部の補修方法　　※図示

シーリング材の上にポリマーセメントモルタルの充填 ・行う　・行わない

・

[4.3.4～6]

注入状況の確認方法 ※コアの抜取りを行う

・行う　・行わないシーリング材の上にポリマーセメントモルタルの充填

－－

工法の種類

アンカーピンの

本数 本 ㎡

注入口の箇所数

箇所 ㎡

一般部 一般部指定部 指定部

※ ※

※ ※ ※

※

※

※ ※

－ －
・・

・ ・ ・ ・

※

－
－

－
－

－
－

－
－

※ ※

・・・・

・・

※

※

※

※ ※

・・・・

・・・・

※

※

・アンカーピンニング
部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

・アンカーピンニング

全面エポキシ樹脂注入工法

全面ポリマーセメントスラリー

注入工法

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

ピンニング部分エポキシ樹脂
注入工法

ピンニング全面エポキシ樹脂

ピンニング全面ポリマー

セメントスラリー注入工法

注入工法

・充填工法

・モルタル塗替え工法

※

・欠損部改修工法
[4.1.4] [4.4.8～9][4.2.2]

・モルタル塗替え工法 ・現場調合材料

既製目地材　・使用する（形状　・図示　・　　　）

・充填工法 ・エポキシ樹脂モルタル ・ポリマーセメントモルタル

仕上厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の処置　※図示

・浮き部改修工法 [4.4.10～15][4.2.2][4.1.4]

注入量

箇所

※

・
※

・

※

※

※

－
－

・

・

・

※

・

注入口付アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径外形６ｍｍ

・エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマーセメントモルタル
・充填工法

・モルタル塗替え工法

仕上厚又は全塗厚が ｍｍを超える場合の処置※図示

既製目地材　　・使用する（形状　　　　　　　　）

モルタル ・現場調合材料

・既調合材料（　　　　　　　　　　　）

・既調合材料 　　　　　　　　　　　）

・ 低粘度形（0.5mm未満） ・ 中粘度形（0.5mm以上）

注入状況の確認方法

注入状況の確認方法 ※コアの抜取りを行う

シーリング材の上にポリマーセメントモルタルの充填 ・行う　・行わない

張替え用材料

・張付けモルタル（・現場調合材料　・既製調合モルタル）

・図示

・セメントモルタルによるタイル張り

・外装タイル　

・マスク張り　・モザイクタイル張り

・密着張り　・改良圧着張り　・改良積上げ張り

タイル張りの種類・工法

・ユニットタイル

下地モルタル塗りのコンクリート素地面の処理

※目荒し工法 ・

[4.5.9～16]

※

・

※

※

※

・

・

・

－
－

※

・

※

・

※

・

注入量

箇所

・ポリマーセメントモルタル

張替え用材料

・張付けモルタル（・現場調合材料　・既製調合モルタル）

タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整材塗りの接着力試験

ユニットタイル

位置　※改修標準仕様書表4.5.1による

伸縮調整目地

・図示

下地モルタル塗りのコンクリート素地面の処理

※目荒し工法 ・

・施釉

・図示

・図示

・図示

・図示

※既存仕上面全体

※既存仕上面全体

※既存仕上面全体

※サンダー工法、高圧水洗工法

塗膜はく離剤工法の処理範囲

以外の既存仕上面全体

・京壁状じゅらく

吸放湿性　・適用する　

・適用しない

上塗材 ・適用する

・適用しない
吸放湿性　・適用する　

・適用しない

・ 防水形複層塗材RS

耐候性 ※耐候形３種

・

※規制対象外

［4.1.5］［4.2.2］［4.8.2］

［表4.2.6］外壁用塗膜防水材

仕上げの形状

・凹凸状

・凸部処理

・ゆず肌状

・さざ波状

下地挙動緩衝材工　法 耐候性 施工箇所

・ローラー

・吹付

・適用しない

・適用する ・図示による

 耐候性1種相当

・JIS A 6906

・

工程ごとの所要量の確認　※改修標準仕様書表4.2.6による

砂壁状、じゅらく状仕上げの模様材の種類　

外壁用仕上塗料の種類
・所用量　　（Kg/㎡）　　　

・所用量　　（Kg/㎡）　　　

・

・

・指定する　適用箇所(・建具表による　・　　　　　　　　　　　）

・指定しない

４、防犯建物部品

着色　・標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　　）

着色　・標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　　）

・

表面色　　　・ 標準色　　・ 特注色

防音ドアセット、防音サッシ
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２. 既存床の撤去、

天井の撤去に伴う取り合い部の壁面の改修

種別(手加工)

モルタルは、4章外壁改修工事による。

製建具

・適用しない

召合せ、縦小口包み板の材質

鋼板の厚さ　・　改修標準仕様書表5.5.1による

・カラー鋼板　　・ステンレス鋼板

（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

面内変形追随性の等級（・　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ 断熱性の等級（・　　　）Ｇ

（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

防音ドアセット、防音サッシ 遮音性の等級（・　　　）

耐震ドアセット

鋼板

簡易気密型ドアセット ・適用する　（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

[5.2.2] [5.5.2～4]性能等級

性能等級

・ 適用する　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

防音ドアセット、防音サッシ 遮音性の等級（・　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ Ｇ 断熱性の等級（・　　　）

面内変形追随性の等級（　　）耐震ドアセット

外部に面する建具の耐風圧性

・Ｓ-４（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

・Ｓ-５（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

・Ｓ-６（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

・ 適用しない

簡易気密型ドアセット

（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

金物の種類及び見え掛り部の材質等

※改修標準仕様書表5.7.3による

樹脂製建具に使用する丁番　　 　

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセント等の取付け位置

・建具表による

マスターキーの製作　　・製作する　・製作しない

[5.7.2～4]

・既存のマスターキーに合わせる

その他の鍵　　　※各室3本1組　　・

鍵箱　　・有り　　・無し

開閉装置

自動ドア

※改修標準仕様書

表5.8.1による

・
・適用する

・適用しない

・行う

(適用箇所

は建具表

による）

・行わない

防錆開閉装置の性能 センサーの種類 凍結防止

[5.8.2～3]

自閉式上吊り引戸装置の性能値

※ 改修標仕 表5.9.1による
引戸装置

[5.9.3]

[5.10.2～3]

ドア セクション材料

開閉形式 ※ 手動式 ・ 上部電動式（手動併用）

耐風圧強度　　　（　　　）N/㎡

[5.12.2～3]

による区分
ガイドレール

の材質

収納形式

による区分

開閉方式

による区分

※溶融亜鉛

めっき鋼板
・スタンダード形

・ ローヘッド形

・ バーチカル形

・ ハイリフト形

※ バランス式

・ チェーン式

・ 電　動　式

耐風圧

区分(Pa)

※ スチールタイプ

・ アルミニウムタイプ

・ ファイバーグラス

タイプ

[表5.13.1][5.13.2～4][3.7.2]

建具の種類

・

・ ガスケット

ガラス留め材

・図示

ガラス留め材及び溝の大きさ

 鋼製及び
鋼製軽量

ステンレス製

アルミニウム製
・ シーリング材

・ シーリング材

・

・ シーリング材

・図示

ガラス溝の大きさ(mm)

[5.13.5]

表面
形状

正方形

呼び寸法
(mm)

・125×125

・250×125

防火性能
曲面積み

外側
※15以下

乳白クリヤ

色調

平積み

※8～15

厚さ
(mm)

・160×160

・200×200

・320×320

・320×160

目路幅(mm) 伸縮調整目地

(mm)

長方形

・80

・95 ・125

・95 ・125

・95

・80

・95

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・15～25
内側

※6以下

・図示

・

※無し

・有り

※6ｍ以下ごとに

曲面積みの曲率半径は、ガラスブロック幅寸法の10倍以上とする。

壁用金属枠及び補強材

・設けない

力骨　　材質　※ステンレス鋼（SUS304) ・

寸法　※径5.5mm ・

・形状　※はしご形状腹筋及び単筋

化粧目地モルタルの色　　・（　　　　　　　　）

金属製化粧カバー 材質　　・ステンレス製　・アルミニウム製

寸法　　・図示

形状　　・図示

・
・

シーリング材の種類　　　・（　　　　　　　　）

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

目地部の力骨の補強方法

※ガラスブロック製造所の仕様による　　・図示

フィルム

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　　・ 図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

※ 壁面より両側 600㎜ 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　・ 図示

※ 既存のまま　　・ 図示

ビニル床シート等の除去 ※ 仕上げ材のみ（接着剤とも） [6.2.2]

・ 下地モルタルとも（・ 図示の範囲　　・ 撤去範囲全て）

コンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及びエポキシ樹脂

３. 既存壁の撤去、

及び下地補修

・ Ａ種

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

下地補修

合成樹脂塗床材の除去工法　　　・ 機械的除去工法　　・ 目荒し工法

[6.3.2]

１．改修範囲 [6.1.3]

改修後の床の清掃範囲　　　※ 図示　　

４．木下地等の

表面仕上げ

・ Ｂ種

・ Ｃ種

９.接着剤
［6.11.4～5］［6.9.3］［6.8.2］［6.5.3～4］

接着剤は可塑剤(揮発性の可塑剤を除く）が添付されていないものとする。難揮発性のものとする。

ホルムアルデヒド放散量

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着材の種別

適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・
10. 防腐、防蟻処理

・ 薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

・ 薬剤の塗布による防腐・防蟻処理

適用部位 保存処理性能区分

・ Ｋ２　　・ Ｋ３　　・ Ｋ４

・ Ｋ２　　・ Ｋ３　　・ Ｋ４

・ Ｋ２　　・ Ｋ３　　・ Ｋ４

適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　）

９．ステンレス

８．鋼製軽量建具

１０．建具用金物

１１．自動ドア

1３．重量シャッター

１２．自閉式上吊り

1５．オーバーヘッド

1６．ガ　ラ　ス

1７.ガラスブロック

1８.ガラス用

・亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板　

※ 改修標仕 表5.7.1及び表5.7.2による

・SSLD-1

・DSLD-1

・タッチスイッチ

・押しボタンスイッチ

・光線(反射)センサー

・熱線センサー

・音波センサー

・光電センサー

・電波センサー

・多機能トイレスイッチ

・図示 ・

・1250

・1000

・750

・500

幅10～25

適用箇所 適用箇所種別(機械加工)

・Ｈ－Ｂ種

・Ｈ－Ｃ種

・Ｈ－Ａ種

[6.5.1][表6.5.1][表6.5.2]

ホルムアルデヒド放散量

積層材 Ｇ

７. 造作用単板

施工箇所
厚さ
(mm)

・

間伐材

適用
等の

※5.5

・

・・

施工箇所 表裏面の状態
による区分

・

・ミディアムデンシティーファイバーボード（ＭＤＦ）

・Uタイプ
・Mタイプ
・Pタイプ

・

８. 床張り用合板等

Ｇ５．製　材

６.造作用集成材 Ｇ

間伐材
等の
適用

・

・

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

・造作用集成材

・

・

・

間伐材等
の適用

・化粧ばり造作用集成材

樹種

樹種
見付け材面の

品質

※１等　・2等

※１等　・2等

※１等　・2等

間伐材
等の
適用

・

・

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

※１等　・2等

※１等　・2等

・１種　・2種

・１種　・2種

ホルムアルデヒド放散量
[6.5.2]

・化粧ばり構造用集成柱

施工箇所
間伐材
等の
適用

含水率

・

・

見付け材
面の品質

化粧薄板の
厚さ(mm)

寸法

（mm）

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

樹種

・

※15%以下

・

※15%以下

・図示

・図示

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成材

施工箇所
間伐材
等の
適用

含水率

・

・

見付け材
面の品質

化粧薄板の
厚さ(mm)

寸法

（mm）

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

樹種

・

※15%以下

・

※15%以下

・図示

・図示

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

施工箇所
間伐材
等の
適用

・

・

・

寸法（mm）樹種 含水率見付け材面の
品質

※15%以下 ・

※15%以下 ・

※15%以下 ・

・図示

・図示

・図示

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

施工箇所
材面の
品質

樹種 寸法（mm）

※2級

含水率

・

※2級

・

保存処理

施工箇所

・造作用針葉樹製材

樹種 寸法（mm）

※上小節

含水率

・

材面の
品質

・上小節

保存処理

・図示

・図示

※2級 ※2級
・図示

・B種・ ・

・間伐材等の適用

※上小節

・ ・B種

・上小節
・図示

施工箇所

・広葉樹製材

樹種

・

※１等

等　級寸法（mm）

・図示

※１等

・

間伐材等の適用 ・

樹種

・図示

・「製材の日本農林規格」以外の製材

施工箇所

造作材の場合
（　　　　　　）

寸法

（mm）

造作材の場合

（※A種　・B種）
・図示

ホルムアルデヒド放散量 [6.5.2]

・下地用針葉樹製材

[6.5.2]

間伐材
等の
適用

防虫処理

・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

表面の化粧加工

・適用する

・適用しない
・

・適用する

・適用しない
・

間伐材
等の
適用

防虫処理

・「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

含水率
（mm）

厚さ
施工箇所

（加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）
・無（等級：　　　　　　　）

※14％以下
・

・適用する

・適用しない
・

（加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）
・無（等級：　　　　　　　）

※14％以下
・

・適用する

・適用しない
・

[6.5.2]

[6.5.2]

・有

・有

［6.5.5］

※鋼板　・ステンレス鋼板　・アルミニュウム合金の押出形材

[5.6.2～5][5.2.2][5.4.2]

ステンレス鋼板 ※SUS 304   ・SUS 430J1L 　・SUS 443 J1  

表面仕上げ ※ ＨＬ仕上げ ・鏡面仕上げ

曲げ加工 ※ 普通曲げ ・ 角出し曲げ

・DSLD-2

・SSLD-2

凍結防止装置　　・適用する　・適用しない

戸の開閉方式　　・建具表による

シャッターの種類

・ 外壁用防火シャッター

・ 屋内用防火シャッター

・ 管理用シャッター

・ 防煙シャッター

耐風圧強度　（　　　　）N/㎡

耐風圧強度　（　　　　）N/㎡

開閉方式の種類 ※ 上部電動式（手動併用） ・ 上部手動式

二重ﾁｪｰﾝ、急降下制動装置、急降下停止装置を設けた電動シャッター ※図示

障害物感知装置を設けた電動シャッター ※図示

屋内防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止機構
・設ける　　※障害物感知装置（自動閉鎖型）

・可動座板式

・設けない

管理用シャッターのシャッターケース　　・設ける　　・設けない

スラット及びシャッターケース用鋼板

鋼板の種類 ・JIS G 3302(溶融亜鉛めっき鋼板）

・JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板）

めっきの付着量　　※Z12又はF12
ガイドレール、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のカバー、雨掛りに用いる

スイッチボックス類の蓋の材質 ・ステンレス鋼板 ・

1４．軽量シャッター [5.11.2～4]

スラットの材質

めっきの付着量（※ AZ90　　・　　　　　）

めっきの付着量（※ Z06又はF06　　・　　　　　　）
・ JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板)

・ JIS G 3322(塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑー亜鉛合金めっき鋼板)

スラットの形状　　　・インターロッキング形

・オーバーラッピング形

障害物感知装置を設けた電動シャッター ※図示

（※SUS304,SUS430JIL,
又はSUS443JI

・　　　　　　）

・ ステンレス鋼板

障害物感知装置を設けた電動タイプ ※図示

・ 合わせガラス

※建具表による

・フロート板ガラス

・ 網入板ガラス及び線入板ガラス

※品質、厚さは建具表による

・型板ガラス　　※品種、厚さは建具表による

品質、厚さ及び網又は線の形状 ※建具表による

・特記仕様書に無き種類・品質・厚さ等は図示（建具表）による

・ 強化ガラス

・フロートガラス ・ フロート強化ガラス

・ 熱線吸収強化ガラス

・ 型板強化ガラス

・ Ⅰ類

・型板ガラス

・ Ⅲ類

ショットバック衝撃特性材料板ガラスによる種類 種類

ショットバック衝撃特性球面衝撃はく離特性、

・Ⅰ類 ・Ⅱ-1類 ・Ⅱ-2類 ・Ⅲ類

構成種類品種

破片の状態及び

品　　種

・ 熱線吸収網入磨き板ガラス ・2種

・1種

性能 色　        調

・ ブロンズ・ グレー・ ブルー・ 熱線吸収フロート板ガラス

・ 熱線吸収板ガラス

・ 複層ガラス

品種

板ガラスの種類及び厚さの組合せ、複層ガラスの厚さは建具表による

乾燥気体の種類日射取得性・遮へい性による区分断熱性の区分

・Ｔ1

・Ｔ2

・Ｔ5

・Ｔ6・Ｔ4
・Ｔ3

・Ｇ ・ Ｓ
・空気

・アルゴン
・断熱複層ガラス

・Ｔ5

・Ｔ6・Ｔ4
・Ｔ3

・Ｇ ・ Ｓ
・空気

・アルゴン

・Ｔ1

・Ｔ2

・日射熱遮へい

複層ガラス

・ 熱線反射板ガラス

・高性能熱線反射ガラス

品種

・熱線反射ガラス

日射 遮へい性

・ 1種

・ 2種

・ 3種

A種

耐久性による区分

・A種・B種

B種

色  調

・ブルー

・グレー

・ブロンズ

・シルバー

反射 被膜面 ・ 内面 ・ 外面

映像調整 ・ 行う ・ 行わない

・ 倍強度ガラス

・ ブロンズ

・ フロート倍強度ガラス

・ 熱線吸収倍強度ガラス ・ グレー ・ ブルー

色　      　調材料板ガラスによる種類 厚さ(mm）

・ グレイジングチャンネル形

・

※建具製造所の仕様による

・図示
※建具製造所の仕様による

※建具製造所の仕様による

・設ける（形状　※図示　）

種類
記号

内貼り用 外貼り用
その他の性能等

・日射調整フィルム Ｇ

・低放射フィルム

・衝撃破壊対応ガラス

飛散防止フィルム

・層間変位破壊対応ガラス

飛散防止フィルム

・ガラス貫通防止フィルム

・ＳＣ-2・ＳＣ-1

・ＬＥ

・ＧＩ-1 ・ＧＩ-2

・ＧＤ-1

・ＳＦ

品質　JIS A 5759による

※ 改修標準仕様書4.4.9によるモルタル塗り
・ 

（塗り厚 25㎜ を超える場合の補強　　※図示）

「製材の日本農林規格」による製材

等級

等級

形　状

形　状

・B種

※A種 

※A種 

※A種 

※A種 

間伐材等の適用 ・

・小節以上
・

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・小節以上
・

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・B種見え掛り面

見え掛り面
以外

・図示

保存処理

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

含水率
材面の
品質

・A種 ・B種

※10％以下 

・A種 ・B種

※10％以下 

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

材面の品質 防虫処理 含水率 間伐材等

の適用

・

・

・A種 ・B種

・A種 ・B種

・

・

（※A種　・B種）

（　　　　　　）

※規制対象外

※規制対象外

施工箇所

施工箇所

見付材面数

寸法（mm） 見付材面数
化粧薄板の

厚さmm） 品質
見付け材面の

施工箇所 樹種

・図示

・図示

寸法（mm）
化粧薄板の

厚さmm） 品質
見付け材面の

※規制対象外

施工箇所
厚さ

（mm）

・有

・無（等級：　　　　　　　）

（加工：・天然木化粧加工
・塗装加工　）

・有

・無（等級：　　　　　　　）

（加工：・天然木化粧加工
・塗装加工　）

表面の化粧加工

・ＣＬＴ（直交集成板）

接着性能
種別品　名施工箇所

曲げ性能
（強度等級） (使用環境）

・図示

樹種
寸法

（mm）

間伐材
等の
適用

・

・図示 ・

・ ※規制対象外ホルムアルデヒド放散量

下地用合板
ＧＧ

処理

防虫

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

※2等以上

・１等

※Ｃ-Ｄ以上針葉樹

広葉樹

板面の品質接着の程度

※１類

・２類

・１類

・２類

単板の

樹種名

・普通合板

曲げ強さ
による区分

・30タイプ ・25タイプ

・5タイプ・15タイプ

接着剤
による区分 による区分

・難燃2

・難燃3

難燃性 厚さ

（mm)

間伐材
等の
適用

・

・

・

・

等級施工箇所 厚さ（㎜）

・ 構造用パネル

・ １級　・ ２級　・ ３級　・ ４級

・ １級　・ ２級　・ ３級　・ ４級

※ 15

施工箇所

・パーティクルボード

表裏面の状態
による区分 による区分

厚さ（mm）
による区分

ＧＧ

耐水性曲げ強さ
による区分

・ ・・※13Ｐ,13Mﾀｲﾌﾟ ※Ｐ又はＭ

難燃性

・ ・ ・

・ ・

・・

・

施工箇所

・特殊加工化粧合板

厚さ
（mm） 樹種名

単板の 接着の

程度

・1類
・2類

・

・

表面性能

・

・

化粧加工の方法 防虫処理

・

・なし

・有り

間伐材
等の
適用

・

・

ＧＧ

施工箇所
厚さ

（mm）

接着の

程度
防虫処理

・特類

・１類

・適用しない

・ 適用する

・ ・

・天然木化粧合板

備考
樹種名

単板の

ＧＧ

・化粧ばり構造用合板

間伐材
等の
適用

・

施工箇所
厚さ

（mm） 樹種名
単板の 接着の

程度

・特類

・１類

・適用しない

・ 適用する

・ ・ ・

防虫処理 備考

ＧＧ

間伐材

適用処理
等の

接着の

程度樹種名 品質

※Ｃ-Ｄ以上

防虫 強度

等級

・適用する
（　　　　）

厚さ
(mm)

・・特類

施工箇所 等級

※2級
以上

・1級
・

・
・1級 ・特類

・
・適用しない

・適用する
（　　　　）

単板の 板面の 保存処理

の適用

・する※12

・

・ ・

※１類

※１類※2級

・構造用合板 ＧＧ

・しない ・適用しない

・ 適用する

・ 適用する

・適用しない

・適用しない

※ 規制対象外

・図示

・ 防腐・防蟻処理が不要な樹種による製材

処理の方法適用部位 薬剤の種類

※JIS K 1571に適合又は同等品

・

※ 改修標準仕様書6.5.5(1)(ｂ)②ア～エによる　

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

工事名称

図面内容 建築意匠

A-003

縮尺

NO SCALE

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
改修工事特記仕様書_3

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事



・ 屋外の軒天井、ピロティ天井等

［6.6.2～4］

屋内 　　※19型　　・25型

野縁等の種類　　屋外　　・ 19型　　※ 25型　　　

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1.0　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応工法

した工法とする

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　　　・ 図示　　 

周辺部の端からの間隔　　　・ 図示　　 

野縁の間隔　　　・ 図示　　 

既存の埋込みインサート　　　・ 使用する　　・ 使用しない

・ 行わない

・ 吊りボルトの間隔が900㎜を超える場合

補強方法　　　※ 図示　　 

・ 天井のふところが1.5m以上3.0mの場合

・ 天井のふところが3.0mを超える場合

補強方法　　　※ 図示　　 

・ 天井下地材における耐震性を考慮した補強

補強方法　　　※ 図示　　 

１１. 軽量鉄骨天井下地

備　考

[6.8.2～3]

下敷き材　　　※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8㎜　　 

施工箇所 工法種別

・ 厚膜型塗床材

弾性ウレタン樹脂系塗床

・ 平滑仕上げ

・ 防滑仕上げ

・ つや消し仕上げ

仕上げの種類

[6.10.2～3]

9.5

9.5（準不燃）

模様（・ 柾目　・ 板目）専用下地材有り

12.5（不燃）　幅 440㎜ 程度

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）

9.5（不燃）

・ 化粧せっこうボード

・ 化粧せっこうボード（木目）

・ せっこうラスボード

・ 強化せっこうボード

・ シージングせっこうボード

・ 不燃積層せっこうボード

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）　・ 

・ 25（ガラスクロス包）　・ 

・ 30　　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

[6.13.2～3]

・ 凹凸タイプ

・ 普通木片セメント板

・ せっこうボード

ロックウール吸音ボード1号

グラスウール吸音ボード 32Ｋ・

・

・ ロックウール化粧吸音板

・ けい酸カルシウム板

・ 硬質木毛セメント板

・ 中質木毛セメント板

・ 硬質木片セメント板

・ 普通木毛セメント板

・25　

種　　類 厚さ (㎜)、規格等ボード及び合板張り

・ 12　　・ 15　　・ 18　　・ 21

タイプ２（無石綿）　　　

・ フラットタイプ

（・ 12（不燃）・ 15(不燃）　・  　）

（・ 9（不燃）・ 12(不燃）　・  　）

・化粧無（下地張り用） 

・化粧有（トラバーチン模様）

12.5（・不燃　・準不燃 ）

錆止め塗料塗りの種別

工程

鉄鋼面 ＥＰ－Ｇ以外

塗装面

※Ｃ種　

※Ａ種　

※Ｂ種　

新規見え掛り

ＥＰ－Ｇ 塗替え

新規見え隠れ

亜鉛めっき鋼面 塗替え ※Ｃ種

塗替え

※Ａ種

新規見え掛り

塗替え

新規見え隠れ

ＥＰ－Ｇ以外

ＥＰ－Ｇ

※Ｂ種　・Ａ種

※Ｂ種　

※Ｂ種　

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

鉄鋼面

木部屋外

※Ｂ種　

※Ｂ種　

※Ｂ種　

※Ａ種　

塗  替  え
塗装面塗装の種類

新　規

※Ａ種　

木部屋内 ※Ｂ種　 ※Ｂ種　　塗り（ＳＯＰ）

　　塗料の種別

　　　※１種　・２種

・クリヤラッカー塗り（ＣＬ） ※Ｂ種　・Ａ種※Ｂ種　・Ａ種

・フタル酸樹脂エナメル塗り（ＦＥ） －－

・耐候性塗料塗り

　（ＤＰ）

鉄鋼面　上塗り等級（　　）級

亜鉛めっき面　上塗り等級（　　）級

・　　

・　　

・　　

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

・ 髙日射反射塗料塗り Ｇ

[7.1.3]

[7.3.2～3]

下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　・ ＲＡ種　　・ ＲＢ種　　・ ＲＣ種

１. 材　料

３. 錆止め塗料塗り

４. 塗装

防火材料 ※ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

・ 次の箇所を除き防火材料とする　（箇所　　　　　　　　　）

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

工　程

・合成樹脂調合ペイント

※Ｂ種　・Ａ種 ※Ｂ種　・Ａ種・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り（ＮＡＤ）

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

※ 改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　　・ 

あと施工アンカーの引抜き試験　　　・ 行う

補強方法　　　※ 改修標準仕様書6.6.4(8)(ア)(イ)による　　・ 

[6.7.3][表6.7.1]

※ 改修標準仕様書6.7.3によるスタッド高さによる区分に応じた種類

スタッドの高さが5.0mを超える場合　　　※ 図示　　 

スタッド、ランナーの種類

※改修標準仕様書6.7.4（5)(6）による・開口部の補強 ・

ﾋﾞﾆﾙ床シート Ｇ

１２. 軽量鉄骨壁下地

１３. ビニル床シート

ゴム床ﾀｲﾙ

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

ビニル床タイル [6.8.2]Ｇ

・視覚障害者用床ﾀｲﾙの種類・形状 (種類：　　　　　　　　形状：　　　　　　　　）

 ビニル幅木 材質　　　　・ 軟質　　・ 硬質

高さ (㎜)　　　・ 60　　・ 70　　・ 100

厚さ (㎜)　　　・ 1.5以上　　・ 

色柄　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）　

寸法(㎜)　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

[6.8.2]

厚さ(㎜)　　　・ 3.0　　・ 4.5　　・ 6.0　　・ 9.0

ゴム床タイル

特殊機能

又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1x10 ～1x10 Ω程度

・ 帯電防止性能評価値（JIS A 1455） 1.2 以上～ 3.2 未満帯電防止

[6.8.2]

下地がセメント系、木質系以外の場合の接着剤の種別

※床材製作所の仕様による

[表6.8.1、表6.8.2]

・ 適用しない

・

※ 6.5

・ ・

※ 6.5

・ ・

※ 6.5

・ タイルカーペット

・ ループパイル

・ カットパイル

・ カット、ループ併用

・ 第二種

・ 第一種

・ 第一種

・ 第二種

・ 第二種

・ 第一種

※ 500×500

・

※ 500×500

※ 500×500

総厚さ (㎜)寸法 (㎜) 備  考 施工箇所種  別

・ 適用する（性能：※ 人体帯電圧 3kv 以下　　・　　　　　　）帯電性

備　考　　（　　　　　　）

厚さ (㎜) （　　　　　　）

・ ニードルパンチカーペット

パイル形状

タイルカーペットの敷き方

・ 市松敷き　　・ 模様流し　　・ 

・ 模様流し　　・ 市松敷き　　・ 

平場

階段部分

見切り、押え金物

・ 

・ 

・ 　　　

・

・ 適用する

（性能：※ 人体耐電圧

・　　　　　）

・ 適用しない

・ 全面接着工法

・ グリッパー工法

・

・

・

・ カットパイル

ループパイル

レベルループパイル

カット、ループ併用

パイル長さ (㎜)

    5～7

    4～6

    4 3kv 以下

・ タフテッドカーペット

パイル形状 工　法 帯電性 備考(参考品番）

※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8㎜　　 

下敷き材（グリッパー工法の場合）

・

１５. 合成樹脂塗床

１８. せっこうボードその他

Ｇ

Ｇ

表面性能（　　　　　　　）タイプ

厚さ（㎜）（　　　　　　）

表面の材種

生地、透明塗料塗り

（※ ラワン程度　　・　　　　　　　　　）

不透明塗料塗り

（※ しな程度　　・　　　　　　　　　）

板面の品質（　　　　　　）

厚さ（㎜）（　　　　　　）

樹種名（　　　　　　）

接着の程度（・ １類　・ ２類）

厚さ（㎜）（　　　　　　）

特殊加工の方法

（・ オーバーレイ　・ プリント　・ 塗装）

接着の程度（・ １類 　・ ２類）

・ メラミン樹脂化粧板

・ ポリエステル樹脂化粧板

・

・ 単板張りパーティクルボード

・ 化粧パーティクルボード

・ ハードボード（素地）

・ ハードボード（化粧）

・ インシュレーションボード

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・ 特殊加工化粧合板 Ｇ

・ 天然木化粧合板 Ｇ

・ 普通合板 Ｇ

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12　　・ 

・ 未研磨板　　・ 研磨板

・ 10　　・ 12　　・ 15　　・ 18　　・ 

・ ・ 塗装

・ 10（難燃）　・ 12（難燃）　・ 

・ 無研磨板

・ 研磨板 （・ スタンダード　　・ テンパード）

（・ スタンダード　　・ テンパード）

・ 内装用　　・ 外装用

・ 2.5　　・ 3.5　　・ 5　　・ 7

・ 9　　・ 12　　・ 15　　・ 18

JIS K 6903 による　厚さ（※ 1.2　・ 　　）

ミディアムデンシティファイバーボード

・ 単板オーバーレイ プラスチックオーバーレイ

接着の程度（・１類　・2類　）

A級（・ 天井仕上　・ 内装仕上　・　　　　）

せっこうボード等の下地は図示による。

遮音シール材 ・ 適用する（・ シーリング材　　・ ジョイントコンパウンド）

・ 適用しない

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

・

施工箇所
壁紙の種類

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

紙 繊維 プラスチック 無機質 その他
防火種別

※ 不燃　・ 準不燃

※ 不燃　・ 準不燃

※ 不燃　・ 準不燃

[6.14.2～3]

備考(参考品番）

１９. 壁紙張り

モルタル・プラスター面の下地調整　　　※ ＲＢ種　　 

コンクリート・ＡＬＣ面の下地調整　　　※ ＲＢ種　 

せっこうボード面の下地調整　　　※ ＲＢ種　　 

材料
２０. モルタル塗り [6.15.3～6]

・ 防水剤の品質・性能

品質・性能項目

防水剤の種別

セメント重量の5％以下

凝結及び安定性

混合割合

建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

（凝結）

・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

色役物

(㎜)

形状
耐凍

寸法
害性

・

・

・

・

有

・

・

無

・

・

有

・

・

無

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・

・

・

・

再生材

の適用

Ｇ

吸水率に

よる区分

うわ

ぐすり
施工箇所

見本焼き　　・ 行う　　・ 行わない

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

備考(参考型番）

タイルの形状、寸法等

・セメントモルタルによるタイル張り

塗り
種類　　　・ せっこう系　　・ セメント系

[6.17.2～3]２２. セルフレベリング材

既調合モルタル　　・適用する（品質等：　　　　　　　）

コンクリート素地面の処理

・MCR工法　・目荒し工法

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　　　・ 行う　　・ 行わない

見本焼き　　　・ 行う　　・ 行わない

タイルの形状、寸法等

・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

色役物

(㎜)

形状
耐凍

寸法
害性

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・

再生材

の適用

Ｇ

吸水率に

よる区分

うわ

ぐすり
施工箇所

・接着剤によるタイル張り

内装壁タイル接着剤張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量

品質 ・※改修標準仕様書表6.17.1による

塗厚（㎜）　・ 

種別

・Ａ種

・Ａ種

※Ｂ種

・Ｃ種　

・Ｃ種　

・Ａ種　

・Ｂ種　

こうボード、その他のボード面）の塗替えの場合のしみ止め

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、モルタル面、プラスター面、せっ

　※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　　

屋内の鉄鋼面

コンクリート面等・つや有合成樹脂

屋内の木部　エマルションペ

　イント塗り

　（ＥＰ－Ｇ） 屋内の亜鉛めっき鋼面

※Ｂ種　

※Ｂ種　

※Ｂ種　

※Ｂ種　

・合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ） ※Ｂ種　

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り（ＥＰ－Ｔ） ※Ｂ種　

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

・オイルステイン塗り（ＯＳ）

・Ａ種

・Ａ種

・Ｃ－1種
・Ｂ－1種
・Ａ－1種

※Ｂ 種　

補強箇所　　　※ 図示　　 

種類の記号

・ FS

色　柄 厚さ(mm)

・ 2.0

・ 2.5

・ 無地

・ﾏｰﾌﾞﾙ柄

・ 柄物

特殊機能

・ 帯電防止

・ 耐動荷重性

・ 防滑性

・ 耐薬品性

施工箇所

目地処理する場合の工法　　　※ 熱溶接工法　　

・

種類の記号

・ＫＴ

・ＴＴ

・ＦＴ

・ＦＯＡ

・ＦＯＢ

色　柄

・ 無地

・ 柄物

寸法 (㎜)

・ 300×300

・ 500×500

・ 450×450

特殊機能

・ 2.5

・ 3.0

・ 2.0

厚さ(mm) 備　考

・ 帯電防止

・ 防滑性

・

Ｇ

・ 柄物

・ 織じゅうたん

色柄等 帯電性 備考(参考品番）

１４. カーペット敷き [6.9.2～3][表6.9.1～2]

・ 無地

・ 適用しない

・ 適用する

（標準品）

・

無地の織じゅうたんの種別 ・ A種 ・ B種 ・ C種

接合方法　　※ヒートボンド工法

・

・ カットパイル

・ ループパイル

カット、ループ併用

パイル形状 織り方

・ ウィルトン カーペット

・ ダブルフェース
カーペット

アキスミンスター・

カーペット

種類（　　　　　　　）

形状等　・図示 ・

材質（　　　　　　　）

・ 厚膜型塗床材

エポキシ樹脂系塗床

・ 平滑仕上げ

・ 防滑仕上げ

・ 薄膜流し展べ工法

・ 厚膜流し展べ工法

・ 樹脂モルタル工法

・ 薄膜型塗床材

塗料のホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外

板幅　 75

・

間伐材等

の適用  

・

・
・

・

板幅　 75

・
・

・

板幅　 75

・
・

単層フローリング Ｇ

種類 工法 樹種 大きさ (㎜) 仕上塗装厚さ(㎜)

・ フローリング

・ フローリング

※ なら

※ なら

※ なら

※ なら

・ 釘留め工法

（根太張り）

・ 釘留め工法

（直張り）

・ 接着工法

・ 接着工法

・ 塗装品

・ 塗装品

・ 無塗装品

・ 無塗装品

15

15

・12以上

303×303

[6.11.2～6]

ブロック１等

ボード１等

１６. フローリング張り

板長さ400以上

板長さ400以上

・8以上

板長さ400以上

間伐材等

の適用種　　類 樹　種工　　法 種別

フローリング

※天然木化粧複合

仕上塗装

防湿処理及び厚さ・大きさ

（ｍｍ）

・

複合フローリング Ｇ

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外 

接着工法の場合の緩衝材　　　※ 合成樹脂発泡シート　　・ 

現場塗装仕上

・ 行う（施工箇所　　　　　　　　　）

※ ウレタン樹脂ワニス塗り

・ オイルステインの上、ワックス塗り

・ 生地のままワックス塗り
・ 行わない

・ A種　・ B種　・ C種　・ D種

[6.12.2]１７. 畳敷き

種別

・ 標準仕様書　表12.6.1による床組

・ ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン　　）Ｇ

・

下地の種類

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極

めて少ない材料を使用したものとする。

（畳床：・ KT-Ⅰ　・ KT-Ⅱ　・ KT-Ⅲ　・ KT-K　・ KT-N）

（トラバーチン模様）

JIS記号

ＨＷ

ＭＷ

ＮＷ

ＨＦ

ＮＦ

0.8ＦＫ

1.0ＦＫ

・6　・8

ＤＲ

ＲＷ-Ｂ

ＧＷ-Ｂ

ＧＢ-Ｒ

ＧＢ-ＮＣ

ＧＢ-Ｓ

ＧＢ-Ｆ

ＧＢ-Ｌ

ＧＢ-Ｄ

ＧＢ-Ｄ

・ 防虫処理 

・ 防虫処理 

・ 防虫処理 

ＨＢ

ＩＢ

※ 規制対象外 

合板類の張付け　　　※ Ｂ種　　・ Ａ種

せっこうボードの目地工法　　　・ 仕上げ表による

ホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外 

・現場調合材料（セメントは改修特記仕様書8-2コンクリート工事による）

・既調合材料（　　　　　　　　　　　　　　）　

既製目地材 ・ 設ける　施工箇所（　　　　　　）　形状（※ 図示　・　　　　）

・設けない

床目地 ・ 設ける（工法：※ 押し目地　　・　　　　　）　・ 設けない

壁モルタル塗りの厚さが25mmを超える場合の下地処理 ・（　　　　　　　　　　　　　　　）

　凝結時間　始発：1時間以上　終結：10時間以内

　収縮性、膨張性のひび割れ及びそりについて観察する。

（安定性）

吸水比

透水比

95％以下

80％以下

曲げ及び圧縮強度比 70％以上

２１. タイル張り [6.16.2～4]
伸縮調整目地の位置

床タイル（※ 縦、横とも4m以内ごと　　・ 図示　・　　　　　　　　）
床タイル以外（・ 図示　　・ 　　　　　　　　）

伸縮目地のシーリング材、目地寸法は改修特記仕様書第3章による

試験張り　　・ 行う　　・ 行わない

備考(参考型番）

※ 規制対象外

※ 規制対象外

ひび割れ

・行う

部の補修

・行う

新　規

※ＲＢ種　

塗替え

木部

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

亜鉛めっき鋼面

モルタル面、プラスター面

コンクリート面（ＤＰ以外）、

鉄鋼面

下地面の種類
下地調整の種別

  ＲＣ種

  ＲＡ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種 　　　－

　　　－

　　　－

　　　－

・行わない

ＡＬＣパネル面 ・行わない

※ＲＢ種　

※ＲＢ種　

※ＲＢ種　

※ＲＢ種　

※ＲＢ種　

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

・ＲＡ種　・ＲＢ種

２. 下地調整 [7.2.1～7]

※ 塗替え面積の 30％　　・ 図示　　 

下地調整

  ＲＡ種

・行う

せっこうボード面、
・ＲＡ種　・ＲＢ種 　　　－

・行わない

その他ボード面
※ＲＢ種　

押出成形セメント板面

コンクリート面（ＤＰ）、

・

・

・

・

・

・

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

・ＲＣ種

・ＲＢ種 ・ＲＣ種

・

　ＲＡ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・ＲＡ種

・行う

・行わない

新規鋼製建具等

新規鋼製建具等

・Ａ種

※Ｂ種

※Ｂ種

・Ａ種

・Ａ種

・Ａ種

・Ｂ種　※Ａ種　

※Ａ種　・Ｂ種　

・Ｃ種　

※Ｃ種　

※Ａ種

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

[7.4.2～7.14.2]

※Ａ種　

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

塗料（・油性　・水性） － －

・Ａ種※Ｂ 種　

・Ａ種※Ｂ種　 ※Ｂ種　・木材保護塗料塗り（ＷＰ）

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種

・Ａ種

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

塗付け量

２種

種類
工程

塗料その他

規格番号 規格名称

・１級

等級

・２級

・３級

塗料製造所の

仕様による
JIS K 5675

（㎏/㎡）

屋根用高日反射

反射率塗料塗料塗り

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・ 900

・ 150

・ 360

シャワー室（男子更衣室）

シャワー室（女子更衣室）

45*45

45*45

※既存に合わせる

ポーチ・スロープ 150*150

工事名称

図面内容 建築意匠

A-004

縮尺

NO SCALE

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
改修工事特記仕様書_4

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

管理人室食堂台所



　　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

施工調査

　　調査範囲（・　　　　　　　　　　・図示　　　　　　　　　　）

[9.1.1～5]

※ 石綿含有建材の事前調査

　　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によって石綿を含有している吹き

１. 石綿含有建材の

　　処理工事

既存舗装の撤去及び再利用　　　※ 図示　　・ 

・

種別 材料 厚さ（㎜）

・ 図示・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・Ｄ種

・ 建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

・ 盛土

路床の材料

路床

・

・ 図示・ 再生クラッシャラン Ｇ ・ クラッシャラン

・切込み砂利

・ 凍上抑制層

・

・ 図示

・

・ 砂

・

・ 砂・ フィルター層

路床安定処理

７. 透水性アスファルト

Ｇ舗装改修工事

[9.7.2～9]

項目 性能

排水層
植物の生育に必要な排水性能を持ち、通気性及び植込み

土壌を支え、流出しない構造をもつこと。

排水層の鉛直方向の排水性能

一般メンテナンス時の上部歩行に際し破壊しないこと。

3×10 N/㎡の載荷重で破損・有害なひずみなど異常がな

いこと。（保水層を有する場合は保水層共）

耐荷重性能

　排水層の許容圧縮強度

透水、排水層等構成材の主要材質
合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるものであること。

（保水層を有する場合は、保水層共）

透水層
目詰まりにより植物の生育に支障を生じることがなく、

植え込み用土を流出させない構造であること。

耐根層

重ね合わせ部を含め、クマザサ等の地下茎伸長力の強い

植物に対して3年以上の耐根性能を有し、かつ、耐腐食

性及び耐久性のあるものであること。

耐根層保護層

材質は、合成樹脂等とし、耐腐食性及び耐久性を有し、

かつ、施工中及び施工後の耐根層を保護するものである

こと。但し、耐根層がこれと同等の性能を有するものと

認められる場合は省略することができるものとする。

（品質・性能）

4

植栽基盤及び材料

屋上緑化軽量システム　　　　・ 適用する　　・ 適用しない

芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　※ 図示　　・ 

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　　※ 図示　　・ 

240L/㎡/ｈ以上

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1.0　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

Ｇ

６. 屋上緑化改修工事 [9.6.1～3]

試験

砂の粒度試験　　　　　　　　　　　・ 行う　　・ 行わない

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　・ 行う　　・ 行わない

路盤

路盤の厚さ　　　・ 図示　　・ 

路盤材料

路床締固め度試験　　　　　　　　　・ 行う　　・ 行わない

現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　　・行う　　　・行わない

砕石

再生材

・　クラッシャラン

・ クラッシャラン鉄鋼スラグ

・　粒度調整鉄鋼スラグ

・　水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

Ｇ

Ｇ

・　粒度調整砕石

Ｇ

種　　　　類

付け材、成形板、建築材料等の使用の有無について調査する。

分析対象

  アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト及び

  トレモライト

分析方法

・箇所数（ 　　　）

材　料　名

・箇所数（ 　　　） ・箇所数（ 　　　）

・箇所数（ 　　　） ・箇所数（ 　　　）

定 性 分 析

・箇所数（ 　　　）

定 量 分 析

・ 分析による石綿含有建材の調査

（JIS A 1481-1又はJIS A 1481-2） （JIS A 1481-3又はJIS A 1481-4）

サンプル数　　１箇所あたり３サンプル
採取箇所　　　・ 図示　　　

測 定 点

処理作業前

測定場所

処理作業室内

調査対象室外部の付近

処理作業室内

測定時期

測定1

測定2

測定3

（各施工箇所ごと）

・

・

・

適用 測定名称

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

測定時期、場所及び測定点

石綿粉じん濃度測定 [9.1.1]

・適用する　・適用しない

・ 計　　点セキュリティゾーン入口測定4・

・ 測定5
集じん・排気装置の排出口

測定8

測定9・

・ 測定7

測定6・

処理作業中

撤去後1週間以降

・

処理作業後 （ｼｰﾄ養生中）

処理作業後シート

調査対象室外部の付近

処理作業室内

処理作業室内

処理作業室外

・施工区画周辺 ・敷地境界

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

（処理作業室以外の場合）

出口吹出し風速1m/sec以下の位置

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

・（　　　　　　　　）

断熱材の種類（JIS A 9521  発泡プラスチック断熱材）

・ 断熱材後張り工法

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

厚さ（㎜）　　・ 25　　・ 30　　・ 

・ Ａ種１　　・ Ａ種１Ｈ

断熱材の種類（JIS A 9526　建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム）　

・ 断熱材現場発泡工法

種　類

Ｇ

・ 断熱材打込み工法

ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材 （スキン層なし）

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

・ フェノールフォーム断熱材

・ ・

・

・

・

厚さ (㎜)

[9.5.2～4]

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

４. ガラス改修工事

５. 断熱・防露改修工事

Ｇ３. 外断熱改修工事 [9.3.2～4]

除去対象範囲　　・ 図示

石綿含有建材の処理

・ 石綿含有吹付け材の除去

除去工法　　※ 9.1.3(2)(ア)による

除去した石綿含有吹付け材等の処分

測定方法

・自動測定器による測定

測定名称 測定方法

粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）パーティクル

イバーモニター）等の粉じんを迅速に測定できる機器
を用いた測定

カウンター、繊維状粒子自動測定器（リアルタイムファ
・測定4
・測定5

・JIS K 3850-1に基ずいた測定

・測定4 ・測定5

測定名称

・測定

・測定

メンブレンフィルタ直径 (㎜) 試料の吸引流量 (l/min) 試料の吸引時間 (min)

5 30

47

25

47

10

10

120

240

・測定

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止処置

※ 湿潤化　　・ 固形化

・ 埋立処分（管理型最終処分場）　　・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・ 石綿含有保温材の除去

除去対象範囲　　・ 図示

除去工法　　・破砕して除去　・手ばらし

除去した石綿含有保温材等の飛散防止

・ 石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

※ 埋立処分（管理型最終処分場）

・ 石綿含有せっこうボード

・ 埋立処分（管理型最終処分場）　　・ 中間処理（溶融施設）

※湿潤化　・固形化

除去した石綿含有保温材等の処分

・ 石綿含有成形板の除去

除去対象範囲　　・ 図示

除去した石綿含有成形板の処分

・ 埋立処分（管理型最終処分場）　　・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

※ 図示による

・ 石綿含有建材除去後の仕上げ工事

・

改修特記仕様書第３章による防水改修工事

２. 断熱アスファルト [9.2.1～3]

断熱材

厚さ (㎜)

・

種　類

・ ロックウール

・

   ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材

　（スキン層なし）

・ 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

・ フェノールフォーム断熱材

・ グラスウール

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

ホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外

外装材

備考

・

種　類 防火性能

工法

通気層の有無　　・ あり（　　　㎜）　　・ なし

不陸等の下地調整　　

外装材の施工　　　・ 外装材製造所の仕様による　　・ 

・外装材製造所の仕様による　　・

断熱材の施工　　　・ 断熱材製造所の仕様による　　・ 

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1.0　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

既存外壁の措置

既存外壁仕上げ材の撤去　　　・ あり　　・ なし

下地面の清掃　　　・ 行う　　・ 行わない

欠損部の改修工法　　　・ 改修標準仕様書4章 外壁改修工事による　　・ 

・

複層ガラス

[9.4.2]

品　類

・断熱複層ガラス

・日射熱遮へい

複層ガラス

板ガラスの種類及び厚さの組合せ、複層ガラスの厚さは建具表による

・

・

・

・

・

・

Ｔ1

Ｔ2

Ｔ3

Ｔ4

Ｔ5

Ｔ6

断熱性の区分

・

・

・

・

・

・

Ｔ1

Ｔ2

Ｔ3

Ｔ4

Ｔ5

日射取得性・遮へい性による区分 乾燥気体の種類

・Ｓ

Ｓ・

Ｇ・

・Ｇ

・

・空気

アルゴン

・

・空気

アルゴン

フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　

厚さ(mm)　 　 ・　　　　　　

既存保護層の撤去　　　・ 行う（・改修標準仕様書3.2.3による　・　　　　　　　　）

・ 行わない

（種類　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　）

かん水装置　　　・ 設置する

新植した芝及び地被類の枯保障の期間 ※引渡の日から1年

・適用する　・適用しない

路床安定処理の方法

種類 ・ 普通ポルトランドセメント　　・ 高炉セメントＢ種

・ フライアッシュセメントＢ種

Ｇ

添加量　　　kg（目標CBR　・ ３ 以上　・　　）

目標ＣＢＲを満足する添加量の確認方法

・ 安定処理土のＣＢＲ試験

・添加材料による安定処理 ・

・路床安定処理用添加材料

・ 生石灰（・特号　・1号）　　・ 消石灰（・特号　・1号）

・　再生クラッシャラン Ｇ

・　再生粒度調整砕石 Ｇ

舗装の構成　　　・図示

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験

・　行う　　　・　行わない

舗装の平たん性　　　※ 著しい不陸がないもの　　 

工事名称

図面内容 建築意匠

A-005

縮尺

NO SCALE

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
改修工事特記仕様書_5

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

濃度測定

９．化学物質の ※適用する

測定時期　　・現場説明書による　・

測定対象化学物質

・ホルムアルデヒド、トルエン、 キシレン、エチルベンゼン、スチレン

　パラジクロロベンゼン

測定方法　　・パッシブ型採取機器による　・　　

測定対象室及び測定箇所　　・仕上表による　・　　

(1.5.9)

内装完了時

管理人台所食堂、寮室



建 築 面 積建 物 名 称

管 理 校 舎 棟

番号

１

便所・運動器具庫

学 生 寮 棟

体 育 館 棟

受 変 電 室 棟

車 庫

ゴ ミ 置 き 場

２

３

４

５

６

12

構　造

ＲＣ造

ＲＣ造

ＲＣ造

ＲＣ造

ＲＣ造

Ｓ造

Ｗ造

階

２

３

１

１

１

１

１

3,177.72

882.18

1,966.03

26.00

39.97

21.88

10.57

延 床 面 積

5,271.81

1,638.68

1,705.92

26.00

39.97

21.88

10.57

1 階 床 面 積 2 階 床 面 積 3 階 床 面 積 ＰＨ 階 床 面 積

1,705.92

26.00

39.97

21.88

10.57

2,747.96

837.68

2,523.85

472.00 314.00 15.00

防 災 倉 庫 1

防 災 倉 庫 2

13

14

プレハブ造

プレハブ造

１

１

9.90

9.77

9.90

9.77

9.90

9.77

物 置

自 転 車 置 場 1

自 転 車 置 場 2

自 転 車 置 場 3

自 転 車 置 場 4

除 雪 機 置 場15

7

8

9

10

11

Ｓ造

Ｓ造

Ｓ造

Ｓ造

Ｓ造

Ｓ造

１ 5.04

１

１

１

１

１

30.24

35.28

40.32

30.24

14.70 14.70 14.70

既存

5.04

30.24

35.28

40.32

30.24

5.04

30.24

35.28

40.32

30.24

2　学生寮棟

講義棟

3　体育館棟

4　受変電室棟

6　便所・運動器具庫

10　自転車置場3

7　物置

図書食堂棟

11　自転車置場4

管理・研究棟

8　自転車置場１

9　自転車置場２

工事名称

図面内容 建築意匠

A-006

縮尺

A1　1:1000

図面

図面

業務番号

区分

番号
A3　1:2000

工事場所：岩手県宮古市河南一丁目5番1号

N

付　近　見　取　図 N

学生寮棟 管理校舎棟

渡り廊下（2）

12　ゴミ置場

1　管理校舎棟

5　車庫

13　防災倉庫1
14　防災倉庫2

改修配置図　1：1000

区分

付近見取図・配置図

工事対象建物

融 雪 剤 置 場16 Ｓ造 １ 2.82 2.82 2.82

15　除雪機置場
16　融雪剤置場

6,302.66 8,893.14 5,568.29 2,995.85 314.00 15.00

24096
岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容

AutoCAD SHX Text
敷地境界線

AutoCAD SHX Text
敷地境界線

AutoCAD SHX Text
敷地境界線

AutoCAD SHX Text
敷地境界線

AutoCAD SHX Text
敷地境界線

AutoCAD SHX Text
敷地境界線

AutoCAD SHX Text
敷地境界線

AutoCAD SHX Text
グラウンド

AutoCAD SHX Text
市道

AutoCAD SHX Text
テニスコート

AutoCAD SHX Text
至る　国道45号線

AutoCAD SHX Text
宮古市街

AutoCAD SHX Text
至る　市内・八木沢地区

AutoCAD SHX Text
磯鶏小

AutoCAD SHX Text
山口小

AutoCAD SHX Text
宮古小

AutoCAD SHX Text
宮古市民

AutoCAD SHX Text
文化会館

AutoCAD SHX Text
(宮古湾)

AutoCAD SHX Text
ﾘｱｽﾊｰﾊﾞｰ宮古

AutoCAD SHX Text
海員学校

AutoCAD SHX Text
宮古水産高

AutoCAD SHX Text
宮古商業高

AutoCAD SHX Text
河南中

AutoCAD SHX Text
ｼｰｱﾘｰﾅ

AutoCAD SHX Text
ﾏﾘﾝｺｰﾌﾟDORA

AutoCAD SHX Text
宮古高

AutoCAD SHX Text
第一中

AutoCAD SHX Text
岩手県立大学

AutoCAD SHX Text
JR山田線

AutoCAD SHX Text
〈上村〉

AutoCAD SHX Text
〈河南1〉

AutoCAD SHX Text
〈小山田1〉

AutoCAD SHX Text
〈舘合町〉

AutoCAD SHX Text
〈宮町〉

AutoCAD SHX Text
〈南町〉

AutoCAD SHX Text
R106

AutoCAD SHX Text
R45

AutoCAD SHX Text
至釜石

AutoCAD SHX Text
至盛岡

AutoCAD SHX Text
至久慈

AutoCAD SHX Text
〈新町〉

AutoCAD SHX Text
〈大通〉

AutoCAD SHX Text
〈末広町〉

AutoCAD SHX Text
〈和見町〉

AutoCAD SHX Text
〈西町〉

AutoCAD SHX Text
〈山口〉

AutoCAD SHX Text
〈藤原上町〉

AutoCAD SHX Text
〈藤原〉

AutoCAD SHX Text
〈磯鶏〉

AutoCAD SHX Text
〈神林〉

AutoCAD SHX Text
宮古署

AutoCAD SHX Text
宮古地方

AutoCAD SHX Text
合同庁舎

AutoCAD SHX Text
小山田トンネル

AutoCAD SHX Text
閉伊川

AutoCAD SHX Text
卍

AutoCAD SHX Text
卍

AutoCAD SHX Text
宮古魚市場

AutoCAD SHX Text
道の駅みやこ

AutoCAD SHX Text
B

AutoCAD SHX Text
E

AutoCAD SHX Text
E

AutoCAD SHX Text
E

AutoCAD SHX Text
宮古短期大学部

AutoCAD SHX Text
〈八木沢〉

AutoCAD SHX Text
宮古駅

AutoCAD SHX Text
〈藤の川〉

AutoCAD SHX Text
磯鶏駅

AutoCAD SHX Text
愛宕小

AutoCAD SHX Text
〈愛宕〉

AutoCAD SHX Text
〈鴨崎町〉

AutoCAD SHX Text
〈泉町〉

AutoCAD SHX Text
〈五月町〉

AutoCAD SHX Text
〈保久田〉

AutoCAD SHX Text
〈沢田〉

AutoCAD SHX Text
〈小山田3〉

AutoCAD SHX Text
〈小山田4〉

AutoCAD SHX Text
 

AutoCAD SHX Text
 

AutoCAD SHX Text
〈西町〉

AutoCAD SHX Text
〈田の神〉

AutoCAD SHX Text
 

AutoCAD SHX Text
 

AutoCAD SHX Text
 

AutoCAD SHX Text
宮古市立

AutoCAD SHX Text
図書館

AutoCAD SHX Text
〈臨港通〉

AutoCAD SHX Text
藤原埠頭

AutoCAD SHX Text
宮古市役所

AutoCAD SHX Text
地名地番名地番地番番

AutoCAD SHX Text
都市計画区域内　区域区分非設定

AutoCAD SHX Text
指定なし（法22条地域）

AutoCAD SHX Text
幅員 10.000ｍ　　接道　9.000　ｍ

AutoCAD SHX Text
敷地面積地面積面積積

AutoCAD SHX Text
建築物及びその敷地に関する事項等

AutoCAD SHX Text
岩手県宮古市河南一丁目5番1号

AutoCAD SHX Text
56,636.00 ｍ2

AutoCAD SHX Text
住居表示居表示表示示

AutoCAD SHX Text
都市計画区域市計画区域計画区域画区域区域域

AutoCAD SHX Text
防火地域火地域地域域

AutoCAD SHX Text
道路路

AutoCAD SHX Text
敷地地

AutoCAD SHX Text
用途地域途地域地域域

AutoCAD SHX Text
指定なし

AutoCAD SHX Text
指定容積率定容積率容積率積率率

AutoCAD SHX Text
指定建蔽率定建蔽率建蔽率蔽率率

AutoCAD SHX Text
200 ％

AutoCAD SHX Text
 70 ％

AutoCAD SHX Text
建築面積築面積面積積

AutoCAD SHX Text
建築面積築面積面積積

AutoCAD SHX Text
建蔽率蔽率率

AutoCAD SHX Text
延床面積床面積面積積

AutoCAD SHX Text
延床面積床面積面積積

AutoCAD SHX Text
容積率積率率

AutoCAD SHX Text
建築物の数築物の数物の数の数数

AutoCAD SHX Text
岩手県宮古市河南一丁目5番1号

AutoCAD SHX Text
主要用途要用途用途途

AutoCAD SHX Text
大学（区分08110）

AutoCAD SHX Text
6,302.66　 ｍ2

AutoCAD SHX Text
11.12 ％

AutoCAD SHX Text
8,893.14　 ｍ2

AutoCAD SHX Text
15.70 ％

AutoCAD SHX Text
12

AutoCAD SHX Text
2009年

AutoCAD SHX Text
2010年

AutoCAD SHX Text
確認申請履歴

AutoCAD SHX Text
1989年

AutoCAD SHX Text
1990年

AutoCAD SHX Text
（西暦）

AutoCAD SHX Text
平成２１年

AutoCAD SHX Text
平成２２年

AutoCAD SHX Text
平成元年

AutoCAD SHX Text
平成２年

AutoCAD SHX Text
年

AutoCAD SHX Text
エレベーター設置

AutoCAD SHX Text
接続廊下増築

AutoCAD SHX Text
建設当初

AutoCAD SHX Text
車庫・物置・自転車置場

AutoCAD SHX Text
内容

AutoCAD SHX Text
第H21確認建築岩手県000706号

AutoCAD SHX Text
第H22確認建築岩手県000460号

AutoCAD SHX Text
第12-20号

AutoCAD SHX Text
第13-7号

AutoCAD SHX Text
確認済証

AutoCAD SHX Text
平成２１年　７月３０日

AutoCAD SHX Text
平成２２年　７月２２日

AutoCAD SHX Text
平成　元年　３月　８日

AutoCAD SHX Text
平成　２年　１月２３日

AutoCAD SHX Text
第H21確済建築岩手県001200号

AutoCAD SHX Text
第H22確済建築岩手県000643号

AutoCAD SHX Text
第4-15号

AutoCAD SHX Text
検査済証

AutoCAD SHX Text
平成２１年１２月　８日

AutoCAD SHX Text
平成２２年　９月２８日

AutoCAD SHX Text
平成　２年　２月１３日

AutoCAD SHX Text
2024年

AutoCAD SHX Text
令和６年

AutoCAD SHX Text
自転車置場等改築

AutoCAD SHX Text
第R6確済建築限定宮古00023号

AutoCAD SHX Text
令和　６年１２月１３日

AutoCAD SHX Text
第R6確更建築限定宮古00004号

AutoCAD SHX Text
令和　６年１０月２４日

AutoCAD SHX Text
第R5確認建築限定宮古00046号

AutoCAD SHX Text
令和　６年　３月　６日

AutoCAD SHX Text
改修内容

AutoCAD SHX Text
- 建築 -

AutoCAD SHX Text
　・天井改修　　　　　機械設備改修に伴う天井改修（範囲は天井伏図に図示）

AutoCAD SHX Text
　・家具改修　　　　　撤去・新設　：洗面所流し台、管理人室キッチン、トイレライニング

AutoCAD SHX Text
　・内装改修　　　　　管理人室：畳表替え、管理人台所食堂：ビニルクロス張替え

AutoCAD SHX Text
　　　　　　　　　　　寮室：ビニルクロス張替え（可動棚取り外し再取付箇所）

AutoCAD SHX Text
- 電気設備 -

AutoCAD SHX Text
　・電灯設備改修　　　配線器具・照明器具改修

AutoCAD SHX Text
　・火災報知設備改修　感知器・発信機・表示灯・ベル改修

AutoCAD SHX Text
- 機械設備 -

AutoCAD SHX Text
　・冷暖房設備改修　　エアコン・冷媒配管改修、FF暖房機撤去

AutoCAD SHX Text
　・給水設備改修　　　屋内給水配管改修

AutoCAD SHX Text
　・排水設備改修　　　屋内排水配管改修

AutoCAD SHX Text
　・給湯設備改修　　　給湯配管改修、油配管改修

AutoCAD SHX Text
　　　　　　　　　　　取外し再取付：居室可動棚

AutoCAD SHX Text
　　　　　　　　　　　撤去　　　　：湯沸室流し台

AutoCAD SHX Text
　・樹木　　　　　　　伐採伐根

AutoCAD SHX Text
　・建具改修　　　　　3階便所シャフトスペース仕切用トイレブース　取り外し再取付

AutoCAD SHX Text
居ながら施工となる為、各種施工の時期については監督員と協議・調整のうえ決定する。基本的には学校夏季休暇期間に重点的に施工を行う。

AutoCAD SHX Text
特に寮室に係る施工については67室を夏季休暇期間に優先して施工を行う。（対象の室は協議をの上決定する。）

AutoCAD SHX Text
　・室内環境測定　　　管理人台所食堂、寮室の計2室

AutoCAD SHX Text
　　　　　　　　　　　　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン

AutoCAD SHX Text
　　　　　　　　　　　　スチレン、パラジクロロベンゼン

AutoCAD SHX Text
　・防水改修　　　　　改修用ドレンキャップ撤去・新設（ストレーナー：アルミダイキャスト製）

AutoCAD SHX Text
　・屋外　　　　　　　油配管保護改修、既存ブラケット部補修



寮室

浴室 脱衣室

洗面所
便所

階段室

廊下

廊下

廊下

脱衣室 浴室 機械室 油庫

洗面所

便所

階段室

談話室

湯沸室

談話室

事務室 玄関

管理人室

台所・食堂

洗面・

玄関

ＵＢ

廊下

ホール

脱衣室

階段室

寮室

渡り廊下

ｹﾞｽﾄﾙｰﾑ

図書・食堂棟学生寮棟

ｷｯﾁﾝﾙｰﾑ

2110 2109 21072108 21052106 21032104 21012102

1120

1119

1118

1117

1116

1115

1114 11061113 1112 1111 11091110 1108 1107 1105 11031104 11011102

303

ゴミ置き場１

ゴミ置き場２

工事名称

図面内容 建築意匠

A-007

縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
１階 平面図

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

BE

BD

BC

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

EXP.J

EXP.JEXP.J

EXP.J

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12 C2 C3 C4 C5

C1

CD

CE

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

既存　１階 平面図

N

便所

ピット範囲を示す。

畳表替え

　・家具改修（家具平面図・家具表参照）
　・管理人室　　　　　畳表替え

　・屋外　　　油配管保護（詳細別図）

　・天井改修（改修範囲は天井伏図参照）

-1階工事内容-

油配管保護

壁紙張替え

　・管理人台所・食堂　壁紙張替え

　・樹木　　　伐採伐根

幹周15cm未満　2本（ツツジ）
幹周40cm程度　1本（マツ）

伐採伐根

CF



工事名称

図面内容 建築意匠

A-008

縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
２階 平面図

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

廊下

廊下

便所洗面所

寮室

便所

廊下

階段室

階段室

階段室

寮室

屋上３

屋上６

屋上４

屋上５

図書・食堂棟学生寮棟

1218

1210 12091211121212131214

1215

1216

1217

1202 12011204 12031206 120512071208

1219

1220

22092210 2208 2207 2206 2205 2204 2203 2202 2201

玄関屋根

玄関庇

BE

BD

BC

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12 C2 C3 C4 C5

C1

CD

CE

EXP.J

RD RD

EXP.JEXP.J

EXP.J

RD

RD

RD

RD

RD

RD RD

RD

RD RD

既存　２階 平面図

N

　・家具改修（家具平面図・家具表参照）
　・天井改修（改修範囲は天井伏図参照）

-2階工事内容-

　・防水改修　改修用ドレン更新　タテ：4か所、ヨコ：8か所



廊下

階段室

廊下

便所
洗面所

階段室

寮室

寮室

屋上２

BE

BD

BC

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

1315

1314 13121313 13101311

1316

1317

1309 1308 13061307 13041305 13021303 1301

1319

1318

1320

工事名称

図面内容 建築意匠

A-009

縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
３階 平面図

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

RD RD

RD

RD

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

C1

C2 C3 C4 C5

N

既存　３階 平面図

　・家具改修（家具平面図・家具表参照）

-3階工事内容-

　・建具改修　便所シャフトスペース仕切用トイレブース　取り外し再取付

トイレブース取り外し再取付
W860×H1850

　・天井改修（改修範囲は天井伏図参照）
　・防水改修　改修用ドレン更新　ヨコ：4か所



屋上１

N

A1 A12

AG

AA

工事名称

図面内容 建築意匠

A-010

縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
屋根 平面図

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

RD

RD

RD

RD

RD RD

RD RD

RD RD RD

既存　Ｒ階 平面図

-屋根工事内容-

　・防水改修　改修用ドレン更新　ヨコ：11か所



C2

CF

C2 CF C2 CF

　・流し台撤去
　　（吊戸棚は既存のまま）

- 撤去 -

　・流し台撤去部分床　：下地調整（セメント系カチオン性アクリル樹脂モルタル）
- 改修 -

　　　　　　　　　　　　ビニル床シートｔ2

　・流し台撤去部分巾木：ビニル巾木 H75

　・流し台撤去部分壁　：下地調整
　　　　　　　　　　　　内装用薄塗材E

既存平面詳細図 既存展開図 A面 B面 C面 D面

AB

AA

C4

台所・食堂

流し台

流し台・コンロ台

戸棚

C4

戸棚

AB AA

エアコン更新
（機械設備工事）

FF撤去
（機械設備工事）

C4

レンジフード

既存：SUS

改修：キッチンパネルｔ3

ABAA

　・木製巾木H100 撤去
　・壁紙 撤去

- 撤去 -

　・巾木　：木製巾木（杉）H100　WP塗装
- 改修 -

　・壁　　：素地調整、ビニルクロス張り

　・既製キッチンセット新設、バックキッチンパネルｔ3張り

　・既製キッチンセット撤去、バックSUS張り撤去

工事名称

図面内容 建築意匠

A-011

縮尺

A1 1:30

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
平面詳細図・展開図１

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:60

湯沸室

湯沸室

台所・食堂

既存平面詳細図

既存展開図

A面 B面

C面 D面

既存：SUS

改修：キッチンボード

戸棚

　　　　　　　　　　　　既存床仕上との取り合い部SUS見切取付



寮室

寮室

対象寮室

1階 1102・1104

2階 1202・1204

3階 1302・1304

対象寮室

1階 1101・1103

2階 1201・1203

3階 1301・1303

寮室

寮室

東棟
BE BD

AA AB
西棟

対象寮室

1階 2101・2103

2階 2201・2203

対象寮室

1階 2102・2104

2階 2202・2204

BE BD

対象寮室

1階 2101・2103

2階 2201・2203

A面のみ D面のみ

BEBD

対象寮室

1階 2102・2104

2階 2202・2204

AA AB

対象寮室

AAAB

対象寮室

1階 1102・1104

2階 1202・1204

3階 1302・1304

1階 1101・1103

2階 1201・1203

3階 1301・1303

　・木製巾木H75 撤去
　・壁紙 撤去

- 撤去 -

　・巾木　：木製巾木（杉）H75　WP塗装
- 改修 -

　・壁　　：素地調整、ビニルクロス張り

　・木製巾木H75 撤去
　・壁紙 撤去

- 撤去 -

　・巾木　：木製巾木（杉）H75　WP塗装
- 改修 -

　・壁　　：素地調整、ビニルクロス張り

A面のみ D面のみ

　・木製巾木H75 撤去
　・壁紙 撤去

- 撤去 -

　・巾木　：木製巾木（杉）H75　WP塗装
- 改修 -

　・壁　　：素地調整、ビニルクロス張り

　・木製巾木H75 撤去
　・壁紙 撤去

- 撤去 -

　・巾木　：木製巾木（杉）H75　WP塗装
- 改修 -

　・壁　　：素地調整、ビニルクロス張り

工事名称

図面内容 建築意匠

A-012

縮尺

A1 1:30

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
平面詳細図・展開図２

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:60

※可動棚取り外し再取付の面のみ、可動棚再取付位置はエアコン配管を避けた位置とする。

※可動棚取り外し再取付の面のみ、可動棚再取付位置はエアコン配管を避けた位置とする。

棚

棚

棚

棚

棚

棚

棚

棚

棚 棚

棚 棚

可動棚（取り外し再取付）

可動棚（取り外し再取付）

可動棚（取り外し再取付）

可動棚（取り外し再取付）

可動棚（取り外し再取付） 可動棚（取り外し再取付）

可動棚（取り外し再取付）可動棚（取り外し再取付）



凡例　

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

LGS19下地 石膏ボードｔ9 捨貼 岩綿吸音板ｔ19 勾配貼 接着併用

LGS19下地 石膏ボードｔ9 捨貼 岩綿吸音板ｔ9 接着併用

LGS19下地 化粧石膏ボードｔ9 直貼

LGS19下地 杉柾化粧石膏ボード目スカシ貼

LGS19下地 フレキシブルボードｔ6 目スカシ貼 V.P(3)

LGS19下地 化粧石膏ボードｔ9 直貼、ベッド廻り 石膏ボードｔ12 直貼下地 ビニルクロス貼

段裏 コンクリート打放シ補修 ダイヤソフト吹付

段裏 コンクリート打放シ補修 V.P(3)

LGS19下地 バスリブ広巾(桧柾)ｔ9

木野縁 耐水ベニヤｔ5.5下地 外装用化粧銘木合板(ピーリング)

コンクリート打放シ補修下地 弾性アクリル系リシン吹付

無機質常温発泡断熱材吹付仕上

硬質ガラスウールｔ50 (64kg/㎡ ガラスメッシュ抑え) 断熱ピン止め(ソノボードS程度)

工事名称

図面内容 建築意匠

A-013

縮尺

A1　1:200

図面

図面

業務番号

区分

番号
A3　1:400天井伏図

24096
岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容

B
ｷｯﾁﾝﾙｰﾑ

B
ｹﾞｽﾄﾙｰﾑ

B
談話室

C
湯沸室

B
談話室

B
玄関

A
ﾎｰﾙ

C
事務室

J
管理人室

C
渡り廊下

B
台所・食堂玄関WCUB

洗面・ B脱衣室
C

C
廊下

C
廊下

C 廊下

L
油庫

M
機械室

I
浴室

I
脱衣室

階段室

H

G
E
便所洗面所

E

階段室

H

GE
便所洗面所

EI
脱衣室

I
浴室

C 廊下

K

K

K

K

K

K

K

K

階段室 H

G

K

寮室
F

1101

F
1102

F
1103

F
1104

F
1105

F
1106

F
1107

F
1108

F
1109

F
1110

F
1111

F
1112

F
1113

F
1114

F
1114

F
1115

F
1116

F
1117

F
1118

F
1119

F
2101

F
2102

F
2103

F
2104

F
2105

F
2106

F
2107

F
2108

F
2109

F
2110

E
便所洗面所

E

E
便所

階段室

G

H

C 廊下

C
廊下

階段室

階段室 G
G

H

C 廊下

K

K

F
1201

F
1202

F
1203

F
1204

F
1205

F
1206

F
1207

F
1208

F
1209

F
1210

F
1211

F
1212

F
1213

F
1214

F
1215

F
1216

F
1217

F
1218

F
1219

F
1220

K

F
2201

F
2202

F
2203

F
2204

F
2205

F
2206

F
2207

F
2208

F
2209

F
2210

C 廊下

C
廊下

K

F
1301

F
1302

F
1303

F
1304

F
1305

F
1306

F
1307

F
1308

F
1309

F
1310

F
1311

F
1312

F
1313

F
1314

K

E
便所洗面所

E

階段室

H

G
F

1315

F
1316

F
1317

F
1318

F
1319

F
1320

304

303

BE

BD

BC

C2 C3 C4 C5

C1１階 天井伏図

２階 天井伏図

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

３階 天井伏図

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

BE

BD

BC

C2 C3 C4 C5

C1

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

N

改修範囲を示す。撤去・LGS下地不陸調整の上、上記記載の仕上にて改修

符号 下地・仕上

改修

有無 改修仕上

化粧石膏ボードｔ9.5

ケイ酸カルシウム板ｔ6 目透かし貼、EP

1階　西側便所、東側便所、廊下

2階　西側便所

3階　西側便所（一部）



工事名称

図面内容 建築意匠

A-014

縮尺

A1 1:200

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
家具平面図

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:400

N

寮室

浴室 脱衣室

洗面所

便所

階段室

廊下

廊下

廊下

脱衣室 浴室

機械室 油庫

洗面所
便所

階段室

談話室

湯沸室

談話室

事務室
玄関

管理人室

食堂

洗面・

玄関ＵＢ

廊下

ホール

脱衣室

階段室

寮室

渡り廊下

ｹﾞｽﾄﾙｰﾑ

ｷｯﾁﾝﾙｰﾑ2110 2109 21072108 21052106 21032104 21012102

1120

1119

1118

1117

1116

1115

1114 11061113 1112 1111 11091110 1108 1107 1105 11031104 11011102

BE

BD

BC

C2 C3 C4 C5

C1１階 家具平面図

便所

廊下

廊下

便所

洗面所

寮室

便所

廊下

階段室

階段室

階段室

寮室

屋上３

屋上６

屋上４

屋上５

図書・食堂棟学生寮棟

1218

1210 12091211121212131214

1215

1216

1217

1202 12011204 12031206 120512071208

1219

1220

22092210 2208 2207 2206 2205 2204 2203 2202 2201

玄関屋根

２階 家具平面図

廊下

階段室

廊下

便所

洗面所

階段室

寮室

寮室

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

1315

1314 13121313 13101311

1316

1317

1309 1308 13061307 13041305 13021303 1301

1319

1318

1320

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

３階 家具平面図

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

BE

BD

BC

C2 C3 C4 C5

C1

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

図書・食堂棟学生寮棟

台所

撤去K-1

取外再取付K-1

取外再取付K-1

撤去新設K-1

撤去新設K-1

撤去新設K-1

撤去新設K-1

撤去新設K-2

撤去新設K-3

撤去新設K-4

撤去新設K-3

撤去新設K-4

撤去新設K-3

撤去新設K-4

撤去新設K-3

撤去新設K-4

撤去新設K-3

撤去新設K-4

取外再取付K-1 取外再取付K-1

取外再取付K-1



レンジフード

正面図 断面図

平面図

平面図

正面図 断面図

平面図

正面図 断面図

工事名称

図面内容 建築意匠

A-015

縮尺

A1 1:30

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
家具詳細図

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:60

符号

数量

位置

名称

特記

1

湯沸室

既製流し台・コンロ台

撤去K-1

撤去

符号

数量

位置

名称

特記

20

寮室

可動棚

取外再取付K-1

取り外し再取付

　エアコン配管を避けた

　位置へ取付とする

符号

数量

位置

名称

特記

4

洗面所

流し台

撤去新設K-1

撤去・新設

既存：SUS

符号

数量

位置

名称

特記

1

台所食堂

既製キッチンセット

撤去新設K-2

撤去・新設

平面図

正面図 断面図

符号

数量

位置

名称

特記

5

便所

ライニングバック

撤去新設K-3

撤去・新設

符号

数量

位置

名称

特記

5

撤去新設K-4

撤去・新設

便所

ライニングバック

撤去：膳板なし

新設：メラミンポストフォームｔ20

撤去：膳板なし

新設：メラミンポストフォームｔ20

下地：防水石膏ボードｔ9.5

仕上：メラミン化粧板ｔ3

正面図 断面図 正面図 断面図

　　　小口メラミン化粧板 　　　小口メラミン化粧板　本体　　両面メラミン化粧パーチクルボードｔ20
　小口　　塩ビシートｔ0.45張り

　流し台　SUSｔ1.0加工

　既製流し台　L1500+600

SUS

下地：防水石膏ボードｔ9.5

仕上：メラミン化粧板ｔ3

対象寮室

1階 1101・1102・1103・1104

2101・2102・2103・2104

2階 1201・1202・1203・1204

2201・2202・2203・2204

3階 1301・1302・1303・1304

レンジフード

正面図 断面図

改修：キッチンボード

正面図 断面図

SUS

撤去

新設

撤去

新設

撤去

新設

撤去

新設

平面図

　本体　　両面メラミン化粧パーチクルボードｔ20
　小口　　塩ビシートｔ0.45張り

　流し台　SUSｔ1.0加工、シンク裏消音材張り

　使用するステンレスはSUS304

　水栓金具・給排水接続は機械設備工事
　仕上・下地・塗料・接着剤及は全て規制対象外建材Ｆ☆☆☆☆を使用する。

　扉　　　両面メラミン化粧パーチクルボードｔ20、スライド丁番、SUS取手

平面図

　LIXIL　GKシリーズ同等
　流し台1500・コンロ台600

　吊戸棚900×2
　レンジフード シロッコファン

　水栓　シングルレバー混合栓

　給排水接続　機械設備工事

　バック　既存：SUS張り　改修：キッチンパネル

下地：防水石膏ボードｔ9.5

仕上：メラミン化粧板ｔ3

正面図 断面図 正面図 断面図

下地：防水石膏ボードｔ9.5

仕上：メラミン化粧板ｔ3



油配管

C1

油配管更新

（機械設備工事）

既存サッシ水切
SUS304ｔ2　曲げ加工

アングルピース L-50×50×4 ℓ100　＠360

既存サッシ水切中間コーナー補強

アングルピース L-50×50×4 ℓ100　＠360

接着系アンカー

廊下

機械室

CON立上

既存建具下枠

油配管

SUS304ｔ2　曲げ加工

アングルピース L-50×50×4 ℓ100　＠360

接着系アンカー

シーリングMS-2　10×10

CON立上

既存建具下枠
中間コーナー補強

アングルピース L-50×50×4 ℓ100　＠360

工事名称

図面内容 建築意匠

A-016

縮尺

A1 1:10

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
油配管保護・改修用ドレン　詳細図

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:20

油配管保護廊下側 2か所 油配管保護機械室側 1か所

平面図 1:10 平面図 1:10

▼タタキ天端

▼タタキ天端

AD -600

詳細図 1:3詳細図 1:3

油配管更新

（機械設備工事）

油配管更新

（機械設備工事）

油配管更新

（機械設備工事）

▼タタキ天端

▼タタキ天端

油配管保護SUS曲げ加工

滑り止め段鼻テープ張り
油配管保護SUS曲げ加工

滑り止め段鼻テープ張り

シーリングMS-2　10×10

シーリング打ち替え　MS-2　10×10

シーリング打ち替え　MS-2　10×10

改修用ドレン更新　ストレーナー：アルミダイキャスト

　　　　　　　　　固定用バネ　：ステンレス

1

1

改修用ドレン更新　ストレーナー：アルミダイキャスト

　　　　　　　　　固定用バネ　：ステンレス

改修用ドレン

ヨコ

タテ
5

5



打継目地

打継目地 化粧縦目地

打継目地

打継目地

化粧縦目地
打継目地

化粧縦目地

打継目地

打継目地

打継目地

化粧縦目地
打継目地

工事名称

図面内容 建築意匠

A-017

縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
（参考図）立面図１

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

既存　東立面図（1）

A1A3'A4A5A7'A9A11A12C2C3C4C5

C1

RSL

最高高さ

2FL

1FL

設計GL

3FL

既存　西立面図（2）

既存　西立面図（1）

A4 A5 A7' A9 A11 A12 C2 C3 C4

C1

RSL

最高高さ

2FL

1FL

設計GL

3FL

A4 A5 A7' A9 A11 A12 C2 C3 C4

RSL

最高高さ

2FL

1FL

設計GL

3FL

A1 A3'

C1

C5

談話室廊下



工事名称

図面内容 建築意匠

A-018

縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
（参考図）立面図２

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

既存　東立面図（2）

既存　南立面図（1） 既存　南立面図（2）

既存　北立面図（1） 既存　北立面図（2）

BE BD BC AG AF AE AD AC AB AA

A1A3'A4A5A7'A9A11A12C2C3C4

C1

RSL

最高高さ

2FL

1FL

設計GL

3FL

RSL

最高高さ

2FL

1FL

設計GL

3FL

RSL

最高高さ

2FL

1FL

設計GL

3FL

AGAFAEADACBEBDBCAGAFAEADACABAA

BC AD

談話室 廊下 寮室 廊下

寮室 廊下

寮室 廊下

渡り廊下



工事名称

図面内容 建築意匠

A-019

縮尺

A1 1:30

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
（参考図）矩計図

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:60

AA

RSL

最高高さ

2FL

1FL

設計GL

3FL

AB AC AD'

BC BD BE

A5

廊下 寮室

廊下 寮室

横引型ステンレスストレーナー

横引型ルーフドレイン圣85

飾桝

SUS 316 (ァ)1.0M/M　既製品

竪樋　

白ガス管φ100　フタル酸樹脂塗料(3)

スラブ下端 梁型

現場発泡ウレタン(ァ)20M/M吹付

床

モルタル塗金ゴテ　長尺ビニールシート(ァ)2.5M/M貼

サッシ廻り

現場発泡ウレタン吹付

床

モルタル塗金ゴテ　長尺ビニールシート(ァ)2.5M/M貼

外部廻り断熱材

現場発泡ウレタン(ァ)20M/M

竪樋

白ガス管φ100

フタル酸樹脂塗料(3)

窓台

木根太耐水9M/Mベニヤ下地

メラミン化粧板貼

外壁

コンクリート打放補修

弾性アクリル系リシン吹付

アルミ片開サッシ1,250×800

硝子ペア－(3+6+3)

一部(型4+6+3)

サッシ廻りポリサルファイド系コーキング

引分木製ガラリ戸　C.L

出窓部分　木胴縁下地石膏ジョイントボード(ァ)12

防炎ビニールクロス貼　

スラブ下端　スタイロホーム板　(ァ)25M/M

ポリエチレンフィルム　(ァ)0.15M/M

砂敷　(ァ)30M/M

基礎廻り

コンクリート打放し補修

アルミサッシ片開

サッシ廻りコーキング

ペア－硝子(型4+6+3)

庇

コンクリートモルタル塗金ゴテ

カラーウレタン塗布防水

ピット内タラップ　16φ　153×153　1ヶ所

ポリプロピレン圧着

各点検口位方

巾木　

防水石膏ボード(ァ)12M/M

防炎ビニールクロス貼

床点検口

600角化粧ハッチ鍵付

床

モルタル塗金ゴテ長尺ビニールシート(ァ)2.5M/M

ピット内

スタイロフォーム板(ァ)25M/M

ピット内

コンクリート金ゴテ仕上

沓摺

ステンレス　SUS 304

枠

ヒバ　110×40　O.P(3)

ピット内連絡開口部

位方現場打合による

天井

軽天下地　フレキシブルボード(ァ)5M/M　目スカシ貼　V.P(3)

建具

榀ベニヤフラッシュ片開戸

額縁

60×30　C.L　杉

枠

100×45　C.L　杉

スラブ下端

防水層　スタイロフォーム板(ァ)25M/M

ポリエチレンフィルム(ァ)0.15M/M

砂敷(ァ)30M/M

天井

軽天下地　化粧石膏ボード(ァ)9M/M直貼
石膏ボード(ァ)9M/M

防炎クロス貼

引出し　

杉製　C.L

窓台

耐水ベニヤ(ァ)9M/M

メラミン化粧板貼

床

モルタル塗金ゴテ　ビニールタイル貼

断熱材(ァ)20　木根太下地

耐水9M/Mベニヤ下地　メラミン化粧板貼

引分木製ガラリ戸(スプールス材方羽根)

W650×1550×2

スチール手摺　27.2φ　1.9

手摺子　21.7×1.9

スチールハシゴ

親柱　34×2.3

踏パイプ27.2×1.9@350　O.P(3)

石膏ジョイントボード(ァ)12M/M下地

防炎ビニールクロス貼

アルミ笠木

ノンシールタイプW=250

壁

グラスウール断熱材(ァ)100M/M充填
両面　石膏ボード(ァ)9M/M + ケイカル板(ァ)6M/M二重貼

防炎ビニールクロス貼

軒下廻り

洗砂利敷(ァ)100M/M

A種歩車道　境界ブロック

150～180×200×600

ベースCON　砕石地業

基礎廻り

コンクリート打放し補修

基礎廻り

コンクリート打放し補修

出窓下端

コンクリート打放し補修

弾性アクリル系リシン吹付

庇

モルタル塗金ゴテ　勾配付

カラーウレタン塗布防水

アルミ引違いアミ戸付窓

硝子ペア－(3+6+3)

アルミ引違いアミ戸付窓　1550×900

硝子ペア－(3+6+3)

サッシ廻り　ポリサルファイド系コーキング

外壁

コンクリート目地切打放し補修

弾性アクリル系リシン吹付

スラブ下端

現場発泡ウレタン吹付(ァ)20M/M

ラワン　75×45
ラワン　75×25

天井

軽天下地　化粧ボード(ァ)9M/M直貼

壁

コンクリート打放し補修　ダイヤソフト吹付

巾木

コンクリート打放し補修　ソフト巾木 H=75

最上階スラブ下端 梁型

現場発泡ウレタン(ァ)20M/M吹付

壁

防水ボード(ァ)12M/M

防水加工ビニールクロス

木下地(ァ)25　SUS(ァ)0.8

配管立上り　

木下地

壁立上り

耐水ベニヤ下地　SUS 0.8

ステンレス

(ァ)0.8‐304 ポリエス合板貼

膳板廻り

シリコンコーキング

便所

壁　防水立上り　H=300

メタルラス　モルタル塗　磁器100角タイル貼

便所

床　均しモルタル塗　ウレタン塗布防水

ワイヤーメッシュ100角×3.2　

豆砂利コンクリート(ァ)50

モルタル塗　磁器　45角タイル貼

100
3

寮室 廊下

寮室 廊下

寮室 廊下

洗面・洗濯

洗面・洗濯

洗面・洗濯

沓摺

SUS 20×40

モルタル充填

庇

モルタル塗　金ゴテ　勾配付

カラーウレタン塗布防水

既存　矩計図



工事名称

図面内容 縮尺 図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号

電気設備

電気設備工事　特記仕様書 No.scale
E-01

電動機出力(Kw）

Ｉ．工事概要

●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

章 項目

○ 風圧力

風速（Ｖｏ＝　　　　　　　　　　　　）

地表面粗度区分（　　　　　　　　　　）

○ 積雪荷重

建設省告示第１４５５号における区域　別表（　　　　　　　　　　　）

国土交通省東北地方整備局自家用電気工作物保安規程を適用する。● 電気工作物保安規定

〇 電気工事士 最大電力５００ｋＷ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を行う。

● 材料・機材の品質等 （１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及

（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の ① から ⑥ すべての事項を満たすものとし、

ただし、製造者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することができ

①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。

②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

● 環境への配慮

アスベスト含有製品 イ）撤去機器、器具等についてアスベスト含有製品調査を行い、監督職員に報告する。

調査範囲

調査方法 型番確認の上、製造者ヒアリング

ロ）下記のアスベスト含有製品の定性分析調査を行うものとし、採取部位及びサンプル数は監督職員

なお、調査にかかる費用は、○ ○

埋戻し及び盛土 種別

完成時の提出図書 工事完成時に下記の図書を監督職員に提出する。なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使

用権は、発注者に譲渡するものとする。

完成図等

● 工事内容

調査 （○ ○ ）

（○ ○

）

）

と協議する。

別途　とする。本工事

び性能を有するものとする。

この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出

して監督職員の承諾を受ける。

る。

電気設備改修工事　特記仕様書

特記事項

一
般
共
通
事
項

一
般
共
通
事
項

一
般
共
通
事
項

〇

　　写真 〇　工事用、完成用ともカラーとし、監督員の指示による。

工
事
内
容

○

○

○

〇

○

○

○

○

〇

○

○

○

〇

〇

○

○

備　　　　　考

〇

○

○

電　灯　設　備

動　力　設　備

電波障害調査

構内通信線路

構内配電線路

建築工事○

　　　　工事○ 機械設備

工　　　　事　　　　種　　　　目

情報表示設備

テレビ共同受信設備

防犯・入退室管理設備

中央監視制御設備

監視カメラ設備

火災報知設備

駐車場管制設備

電　熱　設　備

受　変　電　設　備

電力貯蔵設備

雷　保　護　設　備

誘導支援設備

構内情報通信網設備

映像・音響設備

構内交換設備

発　電　設　備

拡　声　設　備

電気自動車用充電設備

２．工事場所

３．建物概要

建物名称
階数

地上 地下 塔屋
備考構造

４．工事種目（●印の付いたものを適用する。）

５.指定部分 ●なし

〇あり 範囲：

Ⅱ．工事仕様

１．共通仕様

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、●印が付いた

ものを適用する。

●公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）　（以下「標準仕様書」という。）

公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）　（以下「改修標準仕様書」という。）

●公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（最新版）　（以下「標準図」という。）

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

なお、機械設備工事の特記仕様書は（　　／　　）図、建築工事の特記仕様書は（　　／　　）図による。

２．特記仕様

○ 適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

③　安定的な供給が可能であること。

④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。

・分電盤

・高圧交流遮断器

・キュービクル式配電盤

・照明制御装置

・制御盤

・高圧スイッチギア（CW型）

・高圧スイッチギア（PW型）

（パワーコンディショナ及び系統連系保護装置）

・高圧進相コンデンサ

・高圧限流ヒューズ

・高圧負荷開閉器

・中央監視制御装置

・可変速電動機用インバータ装置

・高圧変圧器（特定機器）

・交流無停電電源装置

・太陽光発電装置

・監視カメラ装置

・蛍光灯器具（防爆照明器具及び防災用照明器具を除く）

機　材　名 製造業者等名

仮設工事

○材料、撤去材等の運搬方法（建築工事編２．２．１　表２．２．２による。）

種別 ○ ○ ○ ○ ○Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 Ｄ種 Ｅ種

○ 仮設間仕切り 種別 ○ ○ ○Ａ種 Ｂ種 Ｃ種

○ 既設部分の養生 ○ 行う （〇ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ等　○　　　　　　　） ○ 行わない

（１）設計用水平地震力

機器の重量［ｋｇｆ］に、設計用水平震度を乗じたものとする。

なお、特記なき場合は、設計用標準水平震度は、次による。

設計用標準水平震度

　１．０

○

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階 　２．０ 　１．５ 　１．５

中間階

地階・１階

機器種別

機器

水槽類

屋上

及び塔屋

　０．６　１．５ 　１．０ 　１．０機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

　２．０

　２．０

　２．０

　１．５

　２．０

　１．５

　１．５

　１．０

　１．５

　１．５

　１．５

　１．０

　１．５

　１．０

　１．０

　０．６

　０．４　１．０ 　０．６ 　０．６

　１．０

　１．５

　１．０

　１．０

　１．０

　１．０

　０．６

　０．６

　　特定の施設 ○　　一般の施設

・上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合

は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階とする。

・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

・重要機器は次のものを示す。

〇

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

配電盤

交流無停電電源装置

中央監視装置

発電装置（防災用）

交換機

パワーコンディショナ

直流電源装置

自動火災報知受信機

防振支持の機器

③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含

有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

（１）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく「環境物品等の調達の推進に

関する基本方針（平成28年2月閣議決定）」による特定調達品目の場合は判断の基準等を満た

すものとする。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次

の①から④を満たすものとする。

①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗

料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

②　接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

する。

④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアルデヒ

ド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用した

ものとする。

（３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次の

①又は②該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

①　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒ

②　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

ド発散建築材料以外の材料

● 他工事との取合い 施工範囲　　図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。

〇 耐震措置 耐震措置の計算及び施工方法は、次に示す事項以外、すべて建築設備耐震設計・施工指針（独立行政

法人建築研究所　監修２０１４年版）による。

（２）設計用鉛直地震力

設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

○ ○Ａ種 Ｂ種（ただし、コンクリート管以外の管の周囲は山砂の類）

根切り土

完成図等 〇　改修標準仕様書1.11.2～1.11.3による。　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　電子納品対象書類については、「岩手県電子納品ガイドライン」による。

　　その他書類 〇　監督員の指示による。　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

● 電源周波数 50Ｈｚ

〇 はつり はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告する。

○ 非破壊検査

ロ）範囲は監督職員の指示によるものとし、費用は別途とする。

イ）放射線透過検査等による埋設物の調査　　　

〇 あと施工アンカー イ）あと施工アンカー 接着系アンカー（　接着剤（有機系））

金属拡張系アンカー（　本体打込み式　）

ロ）試験 性能確認試験 ○ 行わない ○ 行う

施工後確認試験 ○ 行う ○ 行わない

撤去跡の補修

支持金物・固定金具

施工に際し既存設備、施設等に損害を及ぼした場合は、原状に復旧する。既存施設等の復旧

機器撤去後の天井、壁及び床等の補修は既存仕上げと同等の補修とする。

ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

屋外機器のアンカーボルトのナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

イ）屋外機器及び屋外の配管に使用する支持金物（ボルト類）はステンレス製（ＳＵＳ３０４）とし、

再使用品の清掃等 再使用する機器類は現場内で清掃の上、絶縁抵抗を測定して取り付ける

〇 既存盤の改修 ○ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する。下記盤類の改修等は、製造者等による作業と

○ 分電盤 ○ 制御盤

〇 盤類の工事完了後に、単線結線図の更新を行う。

○ 盤類の改修完了後に下記資料を監督職員に提出する。

○ システム機能動作確認書 ○ 事前機能確認書 ○ 試験、調整確認書

○ 受変電盤 〇

総合調整 各機器の個別運転後に下記の総合調整を行い、機能確認報告書を監督職員に提出する。

○ 構内交換設備 ○ 構内情報通信網設備

照明装置 ○ 受変電設備 ○ 発電設備

合成樹脂製可とう管 合成樹脂製可とう管はＰＦ管（一重管）とし、温度による分類はタイプ－２５とする。

〇 電線本数、管路など 分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径などは、監督職員

スなどは保温、結露防止の処理を行う。

の承諾を受けて、変更してもさしつかえない。

保温、結露防止 外部に面する壁、天井で建築工事でＰＦ板（スタイロホーム等）打ち込み箇所に取付ける位置ボック

新設する電線類は、図面に「ＥМ-○○」の記載がなくとも、ＥМ電線、ＥМケーブルを使用する。

〇 厚銅電線管 屋外で使用する厚銅電線管のうち特記のないものは「内外面溶融亜鉛めっき（めっき付着量300ｇ/㎡

以上）」仕上とする。

各
設
備

〇 タンブラスイッチ ネーム付とする

○ ОＡ－フロア用配線

器具の蓋
○ アルミ製 ○ 樹脂製

〇 ﾊｰﾈｽｼﾞｮｲﾝﾄ用 OAﾀｯﾌﾟ 特記の無いハーネスジョイント用ОＡタップは次の使用とする。

２Ｐ１５Ａ（接地極付き抜止型）×４　コード３ｍ（マグネット付き）通電表示灯付き

人感センサー用プレート 照明の人感センサー制御を行う部屋には、下記の注意プレートを設置する。

材質：アクリル板 文字：印刷文字

便　所注意プレート設置室：○ ○

その際は再度身体を動かしてください。」

参考文例：「人の動きを検知して点灯いたします。一定時間動きがなければ消灯しますので、

近傍とする。ただし、これによりがたい場合は監督職員と協議する。

ＬＥＤ照明器具

天井内に取付けるターミナルユニット付きリモコンリレーの設置場所は、点滅系統内の第1照明器具

ＬＥＤ照明器具の制御装置記号が特記されていないものは「一般型（ＬＮ）」とする。

照度測定試験 一般照明の照度測定は、明るさセンサが設置される部屋がセンサ１個につき１ヶ所以上（明るさセン

サの設定値共）設置されない部屋は１ヶ所以上の測定を行う。

○

５個以上の場合（ＰＦ２２）を２本、天井まで立上げる。

〇

埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合（ＰＦ２２）を１本、

分電盤の分岐回路に使用する配線用遮断器及び漏電遮断器は、ＪＩＳ協約形の１Ｐサイズ（

１００Ｖ２Ｐ１Ｅ、２００Ｖ２Ｐ２Ｅ）とする。

制御盤等で配管ボンドとなる負荷には接地端子を設けない。動力設備○

分電盤〇

規約効率

三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の値以上とする。

規約効率(％）

電動機出力(Kw）

規約効率(％）

0.4

86.0

0.75

88.5

1.5

92.0

2.2

93.0

3.7

94.0

5.5

94.0

7.5

94.5

11.0

94.5

15.0

95.0

18.5

95.5

22.0

95.5

30.0

95.5

37.0

95.5

45.0

95.5

備考

（1）規約効率は、JEM－TR245「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

（2）規約効率は、JIS C 4212「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V,IP4X,6極50Hz

の電動機を駆動した時の値とする。

〇 受信調査

〇 インバータ装置の

〇標準仕様書の受信調査を行う。(チャンネル数　　　）

注）天井高さ３,０００ｍｍ以上の場合及び上記取付け高さにおいて機器の使用に支障が生じる場合は、監督職員と協議する。

地上～窓中心

測　　　点

鏡上端～中心

床上～中心

壁掛形制御盤

力
開閉器箱

動

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

ブラケット（一般）

ブラケット（踊場）

ブラケット（鏡上）

床上～中心

床上～中心

コンセント（和室）

コンセント（一般）

スイッチ（一般）

スイッチ（和室）

コンセント（台上）

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

機　　　　　器

取引用計器

コンセント（車椅子用） 床上～中心

スイッチ（車椅子用）

天井～上端 　　　２００機器収容箱

テレビ端子（一般）

テレビ端子（和室）

都市ガス用検知器（重質）

都市ガス用検知器（軽質）

液化石油ガス用検知器

　１，１００

　１，３００

　　　９００

　１，５００

発　信　機

機器収容箱

表　示　灯

警報ベル

受　信　機

副受信機

床上～上端

天井～上端

床上～上端

　　　１５０

床上～操作部

床上～操作部

床上～操作部

床上～操作部

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　２，３００

　２，１００

８００～１，５００

８００～１，５００

　　　３００

８００～１，５００

８００～１，５００

壁付アッテネータ

壁付形スピーカ

ベル，ブザー，チャイム

壁付押しボタン（一般）

壁付アウトレット（一般）

壁付インターホン（一般）

　　　１５０

壁付発信機

　１，３００

　１，２００

　　　３００

壁掛形親時計

壁付子時計

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　１，３００

　１，３００

　２，３００

　１，３００

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心 　１，３００

取付高（ｍｍ） 機　　　　　器 測　　　点 取付高（ｍｍ）

　１，５００床上～中心機器収容箱（ＥＰＳ）

　　　９００

テレビインターホン（親機） 床上～中心 　１，４００テレビインターホン（親機） 床上～中心

テレビインターホン（子機） 床上～中心 約１，３５０

身
　
障
　
者
　
用

火
　
災
　
報
　
知

テ
レ
ビ

イ
ン
ター

ホ
ン

表
示
等

電
　
　
　
　
　
　
灯

時
計
拡
声

電
　
　
　
　
話

共
　
　
　
通

表２「機器取付高さ」

１，８００～２，０００

分　電　盤 １,５００（上限１,９００以下）

コンセント（厨房）

コンセント（車庫）

コンセント（機械室）

コンセント（屋外） 地上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　１，３００

８００～１，０００

５００～１，０００
１,０００～１,３００

台上～中心

　　　１５０

　　　１５０～２００

２,１００～２,３００

２,０００～２,５００

制御用スイッチ

１,５００（上限１,９００以下）

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　１，３００

　１，１００

　１，３００

呼出しボタン
(多機能トイレ用）

廊下表示灯（復旧ボタン付）

壁付インターホン（親機）

床上～中心 ４００

壁付インターホン（玄関子機）

集合保安器箱 天井～上端

端子盤（ＥＰＳなど）

端子盤（廊下、室内） 床上～下端

床上～中心 　１，５００

　　　３００
　　　２００

壁付電話機

壁付アウトレット（一般） 床上～中心 　　　３００

床上～中心壁付アウトレット（和室）

床上～中心 １，３００

　　　１５０

１,５００（上端１,９００以下）
天井高×０,９

天井高×０,９

天井高×０,９情報表示盤

　１，３００

　　　１５０

　　　３００

　　　３００

記　　　号

Ｄ共　同　接　地

Ｄ　種　接　地

Ｃ　種　接　地

Ｂ　種　接　地

Ａ　種　接　地

雷保護用接地

雷保護用接地

Ｅ

Ｅ

Ｅ ｔ

Ａｔ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

接地の種別

Ｅ

Ｅ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

ＬＡ

ＬＡ

Ｅ ＥＡ共　同　接　地

Ｅ ＥＡ

１００Ω以下

　１０Ω以下

　１０Ω以下

　１０Ω以下

　　　Ω以下

　１０Ω以下

　　　Ω以下

　　　Ω以下

接地抵抗値

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×　連－　組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

接地極の規格、数量

　１０Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組Ｅ Ｄ

１００Ω以下

　１０Ω以下

１００Ω以下

　１０Ω以下

　　　Ω以下

　１０Ω以下

　１０Ω以下

　１０Ω以下

　　　Ω以下

　　　Ω以下○

○

○

○

○

○

○

〇

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ＬＨＥ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

ＬＨ

ＬＬ

Ｏ

Ｅ ＭＤ

　１０Ω以下

　１０Ω以下

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

１００Ω以下１００Ω以下

　１０Ω以下

　１０Ω以下

○

○

拡声増幅器

防犯装置用 Ｅ

Ｅ

Ｓ

１００Ω以下

　　　Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組　　　Ω以下

１００Ω以下

構内交換機（陽極用）

本配線盤の保安装置

電話引込口の保安器

漏電遮断器回路

Ｃ

E E Ｌ

１００Ω以下

５００Ω以下

Ｌｔ

　　　１０Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

アンテナ保安器 Ｅ Ｌｔ １００Ω以下

Ｄｔ

表１「接地極一覧表」

接地極の種別は下記を標準とし、ＥＢの長さは１，５００ｍｍとする。ただし、Ｄ＝１０は１，０００ｍｍ、

Ｗ＝３０は１，２００ｍｍとする。又、装柱機器及び屋外灯用接地極の埋設標は不要とする。

避雷器用（低圧用）

避雷器用（高圧用）

避雷器用（モデム用）

測定用補助設置極

ＥＰ×２

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×２

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

防護シート ○ ○設置する 設置しない

足場その他

● 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

○ 本工事で設置する。

設けない。

○ 設ける。（規模及び仕上げの程度、設置する備品等の種類及び数量は工事補足説明事項書による。）

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に　

当たっては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立等に関する基準」

における２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。

○ Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 ○ Ｅ種

○ Ｇ種○ Ｆ種

内部足場 種別○

○ 種別 ○ ○ ○ ○ ○外部足場 Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 Ｄ種 Ｅ種

○ Ｆ種

１．工事名称

●

●

〇

〇

〇

※建築工事による

※建築工事による

※建築工事による

ＲＣ

〇 電線本館、管路など 分電盤、制御盤、端子盤などの2時側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径などは、監督職員の

承諾を受けて変更しても差し支えない。

○ インサート 床版で断熱材打込み部分は、断熱材用インサートとする。

○ 呼び線 長さ１ｍ以上の入線しない管路には、１．２ｍｍ以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。

フラッシプレート 金属製（ステンレス、新金属も含む）

○ フロアプレート

〇 樹脂製

○ アルミ製

発電機回路用コンセ 発電機回路に接続されるコンセントは、回路種別が識別できるものとする。

ント

○ 銅合金製 水平調整付プレート（空転防止リング付）とする。

〇 接地極の種別及び位 図面に特記なき場合は、表１「接地極一覧表」による。

置表示

○下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

（○ ○ ○

○ 塗装 居室に設置する分電盤は指定色塗装を施す。○

居室 ）○

機器取付高さ

する。

図面に特記なき場合は、表２「機器取付高さ」による。ただし、表によりがたい場合は監督員と協議

施工条件● 執務並行改修 〇 なし ● あり

　（施工業者が執務者に配慮等しながら施工を行うことを前提とする。）

●  本工事は、建物を使用しながらの工事であること。作業時間等は別途打合せによる。

岩手県宮古市河南一丁目5番1号

０ ０

・ＬＥＤ照明器具

●

●

●

●

●

○

○
●

● (建築工事の部）特記仕様書による。

監督職員事務所●

●

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

●

●

○

○

●

○

○ ○

○

●

● 自動火災報知設備

〇

〇

● 電線・ケーブル

●

● ●

〇 ﾀｰﾐﾅﾙﾕﾆｯﾄ付きﾘﾓｺﾝﾘﾚｰ

○

○

○

・照明器具の取外し再取付

・コンセントの取外し再取付

・自動火災報知設備 総合盤、感知器の更新

・コンセントの増設、撤去

３ １，６３８．６８㎡学生寮

学生寮
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既存　１階 平面図

N

BE

BD

BC

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12 C2 C3 C4 C5

C1

CD

CE

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

廊下

廊下

工事名称

図面内容 縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

電気設備

ET

既設回路より分岐

立下り部はﾒﾀﾙﾓｰﾙ(MMA)にて保護

露出ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×1,ET付

撤去

撤去

撤去

撤去

サイズ記入なき配管配線、凡例その他は下記による｡

天井内ｺﾛｶﾞｼEM-EEF1.6-3C 新設

ｷｯﾁﾝ灯 ｷｯﾁﾝ流し更新に合わせ取外し再取付

ET

撤去

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2,ET付 ｷｯﾁﾝ流し更新に合わせ取外し再取付

既設ｺﾝｾﾝﾄ

（既存）電灯設備 １階 平面図 E-02

寮室立下り部参考展開図

FL

天井窓側

撤去

既設ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ
既設のまま

既設のまま
既設ｺﾝｾﾝﾄ

F1.6-3C（既設ﾒﾀﾙﾓｰﾙ）

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ 新設
既設配線切り離し、配線を新設する事

新設
EM-EEF1.6-3C（MMA）

寮室（2101,2102,2103,2104）

図面表記の立下り部ﾒﾀﾙﾓｰﾙ(MMA)のﾙｰﾄ変更
立下り部ﾒﾀﾙﾓｰﾙ(MMA)のみ既設撤去、新設
詳細は右記、展開図を確認の事。

図面表記の立下り部ﾒﾀﾙﾓｰﾙ(MMA)のﾙｰﾄ変更
立下り部ﾒﾀﾙﾓｰﾙ(MMA)のみ既設撤去、新設
詳細は右記、展開図を確認の事。

寮室（1101,1102,1103,1104）

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2 流し台更新に合わせ撤去
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既存　２階 平面図

N

BE

BD

BC

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12 C2 C3 C4 C5

C1

CD

CE

廊下

工事名称

図面内容 縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

電気設備

既設回路より分岐

立下り部はﾒﾀﾙﾓｰﾙ(MMA)にて保護

露出ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×1,ET付

撤去

撤去

サイズ記入なき配管配線、凡例その他は下記による｡

天井内ｺﾛｶﾞｼEM-EEF1.6-3C 新設

撤去

既設ｺﾝｾﾝﾄ

（既存）電灯設備 ２階 平面図 E-03

寮室立下り部参考展開図

FL

天井窓側

撤去

既設ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ
既設のまま

既設のまま
既設ｺﾝｾﾝﾄ

F1.6-3C（既設ﾒﾀﾙﾓｰﾙ）

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ 新設
既設配線切り離し、配線を新設する事

新設
EM-EEF1.6-3C（MMA）

図面表記の立下り部ﾒﾀﾙﾓｰﾙ(MMA)のﾙｰﾄ変更
立下り部ﾒﾀﾙﾓｰﾙ(MMA)のみ既設撤去、新設
詳細は右記、展開図を確認の事。

図面表記の立下り部ﾒﾀﾙﾓｰﾙ(MMA)のﾙｰﾄ変更
立下り部ﾒﾀﾙﾓｰﾙ(MMA)のみ既設撤去、新設
詳細は右記、展開図を確認の事。

寮室（2201,2202,2203,2204）

寮室（1201,1202,1203,1204）

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2 流し台更新に合わせ撤去
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既存　３階 平面図

BE

BD

BC

AG

AF

AE

AD
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AB

AA

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

C1

C2 C3 C4 C5

廊下

工事名称

図面内容 縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

電気設備

既設回路より分岐

立下り部はﾒﾀﾙﾓｰﾙ(MMA)にて保護

露出ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×1,ET付

撤去

撤去

サイズ記入なき配管配線、凡例その他は下記による｡

天井内ｺﾛｶﾞｼEM-EEF1.6-3C 新設

撤去

既設ｺﾝｾﾝﾄ

E-04

寮室立下り部参考展開図

FL

天井窓側

撤去

既設ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ
既設のまま

既設のまま
既設ｺﾝｾﾝﾄ

F1.6-3C（既設ﾒﾀﾙﾓｰﾙ）

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ 新設
既設配線切り離し、配線を新設する事

新設
EM-EEF1.6-3C（MMA）

図面表記の立下り部ﾒﾀﾙﾓｰﾙ(MMA)のﾙｰﾄ変更
立下り部ﾒﾀﾙﾓｰﾙ(MMA)のみ既設撤去、新設
詳細は右記、展開図を確認の事。

寮室（1301,1302,1303,1304）

（既存）電灯設備 ３階 平面図

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2 流し台更新に合わせ撤去
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既存　１階 平面図

N

BE

BD

BC

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12 C2 C3 C4 C5
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2110 2109 2108 2107 2106 2105 2104 2103 2102 2101

寮室

事務室

管理人室

台所・食堂

洗 面
脱衣室

寮室

廊下

階段室

脱衣室
浴室

機械室 油庫
1115

1116

1117

1118

1119

1120

脱衣室

ER 自動閉鎖装置　ラッチ式

光電式スポット型感知器 ３種

個

個

定温式スポット型感知器 １種

定温式スポット型感知器 １種 防水

Ｓ

個

光電式スポット型感知器 ２種Ｓ 個

個

定温式スポット型感知器 特種

差動式スポット型感知器 ２種

個

個

函体は存置とする。ﾍﾞﾙ更新後はﾌﾗｯﾄ型とする。

総合盤（ﾍﾞﾙ、発信機、表示灯）埋込型
3 面

下記、機器は全て撤去後、新設とする。 数量

工事名称

図面内容 縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

電気設備

（既存）自動火災報知設備 １階 平面図 E-05

消 火 栓

火災報知 機

1

2
3

4

筐　体

ベル（盤内） φ150

表示灯 φ92

発信機 φ140

存置

撤去後、新設

撤去後、新設

撤去後、新設

名　　　称 工事区分番号

1

2

3

4

既設総合盤姿図

更新済み

Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ER

ER

ER

2

4

7

8

3

4

41
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図書・食堂棟学生寮棟
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26,0005,000 5,400

1,500 3,500 2,600 2,600 2,6002,600 2,6002,600 2,6002,600 2,6002,600

300 6,700 3,300 15,000

1,700 5,000

46,700

36,400 300 10,000

6,700 3,3002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,600 2,6002,600

2
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1
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EXP.J

RD RD

EXP.JEXP.J

EXP.J

RD

RD
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RD

RD

RD RD

RD

RD RD

既存　２階 平面図

N

BE

BD

BC

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12 C2 C3 C4 C5

C1

CD

CE

階段室

寮室

寮室

2210 2209 2208 2207 2206 2205 2204 2203 2202 2201

1217

1218

1216

1215

1219

1220

工事名称

図面内容 縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

電気設備

（既存）自動火災報知設備 ２階 平面図 E-06

消 火 栓

火災報知機

1

2
3

4

筐　体

ベル（盤内） φ150

表示灯 φ92

発信機 φ140

存置

撤去後、新設

撤去後、新設

撤去後、新設

名　　　称 工事区分番号

1

2

3

4

既設総合盤姿図

Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ER

差動式スポット型感知器 ２種 個

函体は存置とする。ﾍﾞﾙ更新後はﾌﾗｯﾄ型とする。

総合盤（ﾍﾞﾙ、発信機、表示灯）埋込型
面

下記、機器は全て撤去後、新設とする。 数量

2

30

ER 自動閉鎖装置　ラッチ式

光電式スポット型感知器 ３種

個

個Ｓ

光電式スポット型感知器 ２種Ｓ 個6

4

1
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,
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1
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3
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5
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46,700

36,400 300 10,000

6,700 3,3002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,600 2,6002,600

N

既存　３階 平面図

BE

BD

BC

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

C1

C2 C3 C4 C5

寮室

階段室
1315

1316

1317

1318

1319

1320
寮室

階段室

工事名称

図面内容 縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

電気設備

（既存）自動火災報知設備 ３階 平面図 E-07

Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ER

差動式スポット型感知器 ２種 個

函体は存置とする。ﾍﾞﾙ更新後はﾌﾗｯﾄ型とする。

総合盤（ﾍﾞﾙ、発信機、表示灯）埋込型
面

下記、機器は全て撤去後、新設とする。 数量

1

消 火 栓

火災 報知 機

1

2
3

4

筐　体

ベル（盤内） φ150

表示灯 φ92

発信機 φ140

存置

撤去後、新設

撤去後、新設

撤去後、新設

名　　　称 工事区分番号

1

2

3

4

既設総合盤姿図

20

ER 自動閉鎖装置　ラッチ式

光電式スポット型感知器 ３種

個

個Ｓ

光電式スポット型感知器 ２種Ｓ 個5

4

1



ニ）油管、油用通気管（一般） 既設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（黒） 改設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（黒）

（地中） 既設 ○ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ外面被覆鋼管 改設 ○ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ外面被覆鋼管

既設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白） 改設 ○ 耐熱性塩ビライニング鋼管

Ⅰ．工事概要

Ⅱ．工事仕様

印の付いたものを適用し、　印の付いたものは適用しない。

適用区分

風速（Ｖｏ＝　　　　　ｍ／ｓ）

地表面粗度区分（　　　　　　　　　　　）

建設省告示第１４５５号における区域　別表（　　　　）

風圧力

積雪荷重

なし 有り

再使用品の特別な清掃等

再使用品の状態及び

性能・機能確認

材料・機材の品質等

章 項　目 特　記　事　項

耐震措置 耐震措置の計算及び施工方法は，次に示す事項以外，すべて建築設備耐震設計・施工指針（国土交通省

（１）機器の据付け及び取付け

設　　計　　用　　標　　準　　水　　平　　震　　度

設　置　場　所 特　定　の　施　設 一　般　の　施　設

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階、屋上及び塔屋

　２．０ 　１．５ 　１．５ 　１．０

中間階

１階及び地下階

　２．０ 　２．０ 　２．０ 　１．５

　２．０ 　１．５ 　１．５ 　１．０

機　　器

防振支持の機器

機器種別

　１．５ 　１．０ 　１．０ 　０．６

　１．５ 　１．５ 　１．５ 　１．０

　１．５ 　１．０ 　１．０ 　０．６

機　　器

防振支持の機器

　１．０ 　０．６ 　０．６ 　０．４

　１．０ 　１．０ 　１．０ 　０．６

　１．５ 　１．０ 　１．０ 　０．６

機　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

水　　槽　　類

水　　槽　　類

○ 設計温湿度

%

%

外気条件

夏季

冬季

屋内（調整目標）

一般系統 　　系統

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)
℃ % ℃

℃ % ℃

ばい煙濃度計○ 取付箇所は図示による。
○ 煙突 ○ 別途 ○ 本工事（鋼板厚 ｍｍ、高さ ｍ以上） 既存再使用
○ 煙道

○ ダクトの区分 既設 ○ 低圧ダクト 改設 ○ 低圧ダクト

空
気
調
和
設
備

○ 長方形ダクトの工法 既設 改設○ アングルフランジ工法 ○ コーナーボルト工法（共板又はスライド）
○ 風量測定口
○ 防煙ダンパー イ）復帰方式 ○

ロ）復帰動作 ○ 順送り
○ 配管材料 イ）冷温水管

ロ）冷却水管

ハ）蒸気管（給気管）

（還水管）

既設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白） 改設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白）

既設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白） 改設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白）

既設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（黒） 改設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（黒）

既設 ○ 圧力配管用炭素鋼鋼管(黒)(Sch40) 改設 ○ 圧力配管用炭素鋼鋼管(黒)(Sch40)

ヘ）空調用排水管 既設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白） 改設 ○

ト）冷媒管 既設 ○ 断熱材被覆銅管 改設 ○ 断熱材被覆銅管

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ＶＰ）

○ 弁類 ○ ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ ○ ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ
○ 鋼管用伸縮管継手

○ ベローズ形 ○ スリーブ形
○ 温度計
○ イ）止水コック付とする。（瞬間流量計 ○ 着脱形 ○ 固定形）

○ １００Ａ用 ○ ２５０Ａ用 を付属する。
○ チャンバー イ）内貼チャンバー類の寸法表示は、外形寸法とする。

○ 保温

○ 不要 ○ 要（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）

ニ）外気取り入れダクト及びチャンバーボックスの保温 ○ 要 ○ 不要

居室露出部 ○ 保温化粧ケース（樹脂製） ○

屋外 ○ 保温化粧ケース（樹脂製） ○ 保温化粧ケース（ＳＵＳ製）
○ 塗装 下記の部位に使用するダクトには塗装を行う。　　　　　　　　　

○ 図示○

○ 準拠事項 ［ 空気調和設備の当該事項に準ずる。］
○ ダクトの区分 ○ ○ チャンバー長方形ダクトの工法 ○ 塗装○ 風量測定口 ○ 防煙ダンパー

○ ○ 既設 ○ 新設（ ○ ○

○ 厨房用排気ダクト アングルフランジ工法ダクトとする。

既設 ○ 亜鉛鉄板 ○

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板(SUS304) (板厚は衛生器具表空調1の厨房排気ﾀﾞｸﾄの板厚表による)改設 ○ 亜鉛鉄板 ○

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板(SUS304) (板厚は衛生器具表空調1の厨房排気ﾀﾞｸﾄの板厚表による)

○ 厨房用排気フード 既設　材質（天幕とも） ○ ステンレス鋼板（ＳＵＳ３０４）
○ 有 ○ 無

○

改設　材質（天幕とも） ○ ステンレス鋼板（ＳＵＳ３０４） ○

○ 取り付ける ○ 取り付けない

改設　フードコック ○ 取り付ける ○ 取り付けない
○ 多湿箇所の排気ダクト

水抜き管 ○ ○

○ 保温

換
気
設
備

別途 本工事　）

要 不要

機械設備改修工事特記仕様書

１．共通仕様

図面及び特記仕様に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書（

修標準仕様書に記載されていない事項は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）

２．特記仕様

建築基準法に基づき定まる風圧及び積雪荷重の算定は次の条件による。

第１７９３号（最終改正　昭和６２年建設省告示第１９１８号）による。

次に示す設計用標準水平震度と地域係数を乗じたものとする。地域係数は、昭和５５年建設省告示

設計用水平地震力は，機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量）に、

取付箇所は図示による。取付面は監督職員の指示による。

ホ）膨張管、空気抜き管、膨張タンクよりボイラー等への補給水管

ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

円形指示計とする。

ロ）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系統で消音内貼りし

たチャンバーには、点検口を設ける。なお、大きさは図示による。

イ）建物内の空気抜き管の保温は空気抜き弁までとし(空気抜き弁も含む)、仕様は冷温水管の項による。

ハ）還気ダクトの保温

ヘ）冷媒管の保温外装

ホ）排気ダクトは外壁開放部より１ｍ程度を保温する。（チャンバーボックスを含む）

遠隔式（電気式（定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下））

改設　フード周囲の天幕（フード面から天井面まで）

既設　フード周囲の天幕（フード面から天井面まで）

厨房系統、浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統のダクトのシールは標準図のＮシール＋Ａシール+Ｂシールとする。

空気調和設備の当該事項による他、全熱交換器の給気ダクトの保温を行う。

建　物　名　称 構　　造
階数

備　考
地上 地下 塔屋

延面積（㎡）
別表第１の区分

消防法施行令

工　　　　　　　　　事　　　　　　　　　種　　　　　　　　　別

工事種目

空気調和設備

換気設備

排煙設備

自動制御設備

衛生器具設備

給水設備

排水設備

給湯設備

消火設備

厨房機器設備

ガス設備

建物別及び屋外

５.指定部分

６．設備概要　（　　印の付いたものを適用する。）

方　　　　　式 設　　　備　　　概　　　要

空気調和方式

排水方式

給湯方式

消火設備方式

ガス設備方式

中央方式

個別方式

（１）

（２）

雑排水

汚水放流先

建物内の汚水と雑排水［既設］

［既設］

［既設］

自動制御方式

給水方式

直接暖房

［既設］

［既設］

［既設］

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ・ﾀﾞｸﾄ併用方式 ［改設］

［改設］

［改設］

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ・ﾀﾞｸﾄ併用方式

ルーム型空気調和機

［既設］
［既設］

［改設］電気式 電子式電気式 デジタル式
水道直結方式 高置タンク方式 高置タンク方式水道直結方式［改設］

分流式

［改設］

［改設］

［改設］

下水道直放流 下水道直放流

下水道直放流 下水道直放流

浄化槽

浄化槽

浄化槽

浄化槽

スプリンクラー設備

屋内消火栓設備

［既設］

［既設］

［既設］

［改設］

［改設］

［改設］

湿式

湿式

窒素連結送水管

都市ガス（種別 、高位発熱量 MJ/m3(N) 低位発熱量 供給圧力MJ/m3(N)、 Ｐａ）

供給事業者名 液化石油ガス

機械設備工事編）（最新年版）」（以下，「改修標準仕様書」という。）及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境

課監修「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（最新年版）」（以下，「標準図」という。）による。ただし，改

（最新年版）」（以下，「標準仕様書」という。）による。

電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合，電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

なお、電気設備工事の特記仕様は（　／　）図，建築工事の特記仕様は（　／　）図による。

（1）本工事に使用する材料・機材等は設計図書に定める品質及び性能を有するもの、又は同等のもの

とする。ただし、製造業者等が記載されている場合で同等品を使用する場合は、あらかじめ監督

職員の承諾を受ける。

（2）別表に示す材料・機材等を使用する場合の製造業者等は次の１）から６）すべての事項を満たす

ものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す

書面を提出して監督職員の承諾を受ける。

６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。（なお、システムとして機能するものに

５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

３）安定的な供給が可能であること。

１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

あっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。）

別　表　（品質及び性能に該当する材料・機材等）

ﾏﾝﾎｰﾙふた･弁桝ふた

電気集じん器

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ消火ｼｽﾃﾑ

斜流送風機

厨房ｼｽﾃﾑ

全熱交換器(回転形､静止形)

軸流送風機

自動制御ｼｽﾃﾑ

FRP製ﾊﾟﾈﾙﾀﾝｸ

横形遠心ﾎﾟﾝﾌﾟ

自動巻取形ｴｱﾌｨﾙﾀｰ

遠心送風機(多翼形送風機)

消音ﾎﾞｯｸｽ付送風機

立形遠心ﾎﾟﾝﾌﾟ

衛生器具ﾕﾆｯﾄ

泡消火ｼｽﾃﾑ

ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式空気調和機

風量ﾕﾆｯﾄ(定風量･変風量)

ｴｱﾌｨﾙﾀｰ(ﾊﾟﾈﾙ形､折込み形､袋形)

水中ﾓｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ(汚水用､雑排水用､汚物用)

不活性ｶﾞｽ消火ｼｽﾃﾑ

密閉形隔膜式膨張ﾀﾝｸ(空調用､給湯用) ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製ﾊﾟﾈﾙﾀﾝｸ(溶接組立形､ﾎﾞﾙﾄ組立形)

真空式温水発生機(鋼製･鋳鉄製)

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ及びｶｾｯﾄ形ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ コンパクト形空気調和機

ユニット形空気調和機

鋼製小型ボイラー

小形吸収冷温水機ユニットチリングユニット

遠心冷凍機

鋼製ボイラー

鋳鉄製ボイラー

パッケージ形空気調和機

冷　　却　　塔

直だき吸収冷温水機

鋼製簡易ボイラー

○ 機材の承諾図
○ 環境への配慮

機械設備工事機材承諾図様式集（最新年版）によるほか、監督職員の指示による。

1）国等による環境物品等の推進等に関する法律に基づく特定調達物品等に関する判断の基準は、「環

境部物品等の調達の推進に関する基本方針」による。

①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボー

ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上

塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図

書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

②　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

ない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデデヒド、

③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有し

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

に該当する材料を指し、同区分｢第三種｣とは次の③又は④に該当する材料を指す。

②　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④　建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

①　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド

発散建築材料以外の材料

3）設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの放散量｣の区分において、｢規制対象外｣とは次の①又は②

○ ○ ○ ●技能士の適用 配管施工（配管工事）

冷凍空気調和機器施工（チリングユニット，パッケージ形空気調和機の据付け及び整備）

建築板金施工（ダクト製作及び取付け） 熱絶縁施工（保温工事）

○ 仮設工事

●

● 足場その他

○ 本工事で設置する。

別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に　

当たっては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立等に関する基準」

● ○設けない 設ける（規模及び仕上げの程度、設置する備品等の種類及び数量は補足説明事項による）

監督職員事務所

 (建築工事の部）特記仕様書による。

における２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。
○ 種別 ○ Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 ○ Ｅ種 ○○ Ｆ種 Ｇ種外部足場

防護シート ○ 設置する ○ 設置しない
○ 種別 ○ Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 ○ Ｅ種 ○ Ｆ種内部足場
○

○ Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 ○ Ｅ種

材料、撤去材等の運搬方法　（建築工事編２．２．１　表２．２．２による。）

種別

Ｃ種●Ｂ種○Ａ種○種別○ 仮設間仕切
○ 既設部分の養生 ○ 行う ○ 行わない

○ 火気の使用 建築物内での火気の使用は原則として行わない。
● 施工調査 公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）によるほか下記による。

事前調査 ● 本工事 ○ 別途

調査項目 ○

調査範囲 ○ 図示 ○

調査方法 ○ 図示 ○

電動機○

○ 完成時の提出図書

○ 電源周波数 ５０Ｈｚとする。

工事完成時に下記の図書を監督職員に提出する。なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使
用権は、発注者に譲渡するものとする。

完成図等 ○

写真 工事用、完成用ともカラーとし、監督員の指示による。

完成図等

電子納品対象書類については、「岩手県電子納品ガイドライン」による。

その他書類 監督員の指示による。　　　　　　　　　　

改修標準仕様書1.8.2～1.8.4による。　　　　　　　　　　　　　　

容量等の表示 イ）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

ロ）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は原則として表示された数値以下とする。

● 埋戻し及び盛土 種別 〇 Ａ種 ● Ｂ種（ただし、コンクリート管以外の管の周囲は山砂の類）

ハ）下記の撤去資機材等については定性分析調査を行うものとし、採取部位及びサンプル数は監督職員
○と協議する。なお、調査にかかる費用は、 本工事○ 別途　とする。

○ 熱源機器

調査方法（ ○ 型番確認の上製造者ヒアリング ○ ）

ロ）下記の撤去資機材等についてはアスベスト含有製品調査を行い監督職員に報告する。

調査範囲（ ）○

配管接合材(石綿ジョイントシート） ダクトパッキン(石綿テープ）

煙道用パッキン(煙道伸縮部：石綿ロープ）保温外装材(アスベストセメント）

煙道用パッキン(壁貫通部：アスベスト）保温外装材(特殊石綿板）

たわみ継手保温材(石綿入りけいそう土保温材1号）

○ イ）下記撤去部位は、石綿含有製品が使用されており、原則、調査不要とする。

国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修２０１４年版）による。

○ 溶接部の非破壊検査 対象配管系統 ○ 冷温水 ○ 冷却水 ○ 消火（水用） ○ 油 ○ ガス
○ 支持及び固定 標準仕様書記載以外の天井吊形､ｶｾｯﾄ形､天井隠ぺい形の機器の支持は､吊り用ﾎﾞﾙﾄで行い､振れ止めを施したものとする｡
○ 支持金物・固定金具 イ）ポンプ、屋外機器及び屋外の配管・ダクトに使用する支持金物はステンレス製（ＳＵＳ３０４）と

し、屋外機器のアンカーボルトのナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

ハ）冷水及び冷温水管の吊バンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使用する。

地中埋設標等 地中埋設標（図示の位置） 埋設表示テープ
○ はつり 既存コンクリート部の床・壁の配管貫通部等の穴開けは原則としてダイヤモンドカッターによる。
○ 非破壊検査 イ）放射線透過検査等による埋設物の調査 ○ 行わない ○ 行う

ロ）範囲は監督職員の指示による。
○ あと施工アンカー 接着系アンカー（接着剤は有機系とする） ○ 金属拡張系アンカー（※本体打込式）

イ）性能確認試験

ロ）施工後確認試験

● 行わない ○ 行う

○ 既設インサート他 既設インサート及びアンカーボルト ○ 使用しない ○ 使用する
● 配管の試験 既設配管系統の試験 給　水

排　水

冷温水

冷却水

〇 行わない ● 行う
○ 行わない 行う
○ 行わない ○ 行う
○ 行わない ○ 行う

試験方法 給　水

排　水

冷温水

冷却水

●

○

○

ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

注1）上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合

は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階とする。

注2）中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

一般の施設 ○ 特定の施設）とする。イ）本施設は（

ロ）１００ｋｇ以下の軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものを除く）においても耐震を考慮し、

据付又は取付を行うものとするが、前記指針の方法によらなくてもよい。

ハ）重要機器は次のものを示す。

給水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　）

排水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　）

換気機器

空調機器

熱源機器

防災設備

監視制御設備

危険物貯蔵装置

火を使用する設備

避難経路上に設置する機器

○ 冷媒（フロン系）回収 冷凍機等の撤去に伴う冷媒回収方法は次による。

ただし、冷媒回収の費用は（ ○ 本工事 ○ 別途）とする。

電線類

○ 塗装

保温外装

● 他工事との工事区分 衛生機器表による

○ 絶縁継手取付箇所

○ 建物導入部配管の変位 図示の箇所に施工する。施工方法は下記による。

標準図 ○

○ ○

吸収 （ａ）　）

（ｂ） （ｃ）　）

● 弁等のサイズ 特記されていない弁等のサイズは機器付属品を除き接続配管のサイズと同じとする。

○ 総合調整 ○

○

風量調整
○ 室内気流及びじんあいの測定

● 水量調整
○ 騒音の測定 ○ 飲料水の水質の測定

○ 室内外空気の温湿度の測定

（２）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とする。

各機器の個別運転調整後に下記の総合調整を行い、測定報告書を提出する。

工事対象部位の個別試運転調整を行い、下記の測定報告書を提出する。

施工４（

図示による。

施工５（

ただし、配管・ダクト・機器等の天井つり下げ用アンカーには、接着系アンカーを使用しない。

行わない ○ 行う●

屋内露出の保温外装は、ステンレスラッキング仕上げとする。

保温を行わない居室・便所・湯沸室及び屋外の露出配管（鋼管）、ダクトには塗装を行う。

図示による

電線及びEМケーブルは標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。

（１）冷媒の回収の方法は、改修標準仕様書第3編2.4.3により、次の書類を監督職員に提出する。

イ）フロン回収工程管理表の写し

ロ）特定家庭用機器廃棄物管理表（家電リサイクル券）の写し

○

○ 図示による。

煙道径３００ｍｍ以下は鋼板厚３．２ｍｍ、３００ｍｍを超えるものは４．５ｍｍとする。

煙道径４００ｍｍを超えるものには、掃除口に蝶番を取り付ける。

○

ロ）着脱形の流量指示部（ ４０Ａ用○ 個、 個、 個）

ロ）屋外露出管（弁、フランジを含む）の保温は、標準仕様書第２編（表２．３．５　ｅ２・（ハ）

）とし、厚さは呼び径２５ｍｍ以下は５０ｍｍ、呼び径３２ｍｍ以上は４０ｍｍとする。

制気口ボックス内面（居室・便所の見えがかり部）

○ ダクト 既設 亜鉛鉄板 ○ 普通鋼板（厚１．６㎜以上）

普通鋼板（厚１．６㎜以上）○亜鉛鉄板改設 ○

○ 排煙口の形式 既設

改設

○

○

○

スリット形

スリット形

○

○

パネル形

パネル形

○

○

ダンパー形

ダンパー形
○ 排煙口の開放装置 既設

改設
○ 排煙風量測定方法

○ 中央監視制御装置 ○ ○ ○ ○

○ 中央監視制御装置の

構成・機能

イ）中央監視制御装置の構成・機能は別紙による。

ロ）中央監視装置のソフト追加、変更及び機能変更 ○ ○

○ 計装用配線 電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第４編１．５．１表４．１．１１による。

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。
○ 電動弁 開閉状態の遠方表示用接点を ○ ○

○ 弁耐圧 ○

○ 大便器洗浄方式 既設 ○ ○

改設 ○ ○

○ 小便器自動洗浄 既設 ○ ○

改設 ○ ○

○ 器具付属水栓 固定こま式（節水こま式）とする。
○ 自動水栓 電源供給

手動スイッチ

○ ＡＣ１００Ｖ ○ 乾電池 自己給電
○ 要 ○ 不要

○ 温水洗浄便座
○ 紙巻器 ワンハンドカット機能 ○ 要 ○ 不要

量水器 ○ ○

○ ○ ○ ○○

○ 〇 〇 ○○

○ ○ ○ ○○

量水器桝 既設　親メーター用 ● 水道事業者指定品 ○ 標準図

既設　子メーター用 ○ 標準図 ○ 水道事業者指定品

改設　親メーター用 ○ 水道事業者指定品 ○ 標準図

改設　子メーター用 ○ 標準図 ○ 水道事業者指定品
● 配管材料 イ）一般配管

ロ）屋外地中用

既設

既設

既設

● ﾎﾟﾘ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（

ﾎﾟﾘ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（ＰＤ）

●

硬質塩化ビニル管（○

● 弁類 イ）水道直結部分 ● ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

ロ）その他の部分 ○ ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ ● ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ
○ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

不凍水栓柱 化粧ケーシング（ アルミニウム合金製 ○ 合成樹脂製　）
● 給水栓 イ）屋内（ 一般水栓 〇 耐寒水栓）屋外（ 耐寒水栓 ○ 一般水栓）耐寒水栓はＪＷＷＡの認証品とする。

ロ）既設水栓再使用とする。

埋設深さ イ）一般敷地内（ ０．６ ｍ以上）

ロ）敷地内車両道路（ ０．６ ｍ以上）
● 保温

○ イ）呼び径６０ＳＵ以下 ＳＡＳ３２２（一般配管用ステンレス鋼管の管継手性能基準）を満足した継手による接合

ロ）呼び径７５ＳＵ以上 ○ 溶接接合 ○ ハウジング形管継手による接合 ○ フランジ接合

配管材料 イ）屋内汚水配管 既設 ○ 鉛管 ○

改設 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ＶＰ） ○ 排水用鉛管 ○

ロ）屋内雑排水管 既設 ○ 鉛管 ○

改設 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ＶＰ） ○ 排水用鉛管 ○

ハ）通気管 既設

改設 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ＶＰ） ○

ニ）屋外汚水、雑排水管

○ 満水試験継手 図示の位置に取り付ける。
○ 台所流し等の排水管 台所流し等の床上露出部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。

ヘ）ポンプアップ管（雑排水・湧水系）

ホ）ポンプアップ管（汚水系）

既設 ○ コンクリート管 ○

改設 ○ ビニル管（ＲＳ－ＶＵ） ○ ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）

既設 ○

改設 ○ 排水用塩ビライニング鋼管（圧送ＭＤ） ○

既設 ○

改設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白）（圧送ＭＤ）

○ 配管材料

既設 ○ 銅管 ○ 耐熱性塩ビライニング鋼管 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白） ○

改設 ○ ステンレス鋼管(SUS304) ○ 耐熱性塩ビライニング鋼管 ○

○ 弁類 給水設備の当該事項による。
○ 湯沸器の排気筒 厚さ０．５ｍｍ以上のステンレス鋼板製とする。
○ 保温

○ ステンレス管の接合方法 　イ）呼び径６０ＳＵ以下 ＳＡＳ３２２（一般配管用ステンレス鋼管の管継手性能基準）を満足した継手による接合

　ロ）呼び径７５ＳＵ以上○ 溶接接合 ○ ハウジング形管継手による接合 ○ フランジ接合

○ 配管材料 イ）一般

ロ）地中埋設部

既設 ○ 外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ） ○ 外面被覆鋼管（ＳＴＰＧ－３７０ ＶＳ）

改設 ○ 外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ） ○ 外面被覆鋼管（ＳＴＰＧ－３７０ ＶＳ）

既設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白） ○ 圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）

改設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白） ○ 圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）

○ 屋内消火栓種別 既設 ○ 易操作性１号消火栓 ○ ２号消火栓

改設 易操作性１号消火栓○ ○ ２号消火栓
○ 屋内消火栓開閉弁 ○ ＪＩＳ１０Ｋ ○ ＪＩＳ２０Ｋ
○ 保温 イ）充水タンクの保温 既設 ○ 有 ○ 無

改設 ○ 要 ○ 不要

ロ）消火配管の保温 屋内消火栓 既設 ○ 有 ○ 無

改設 ○ 要 ○ 不要

スプリンクラー ○ 有 ○ 無

改設 ○ 要 ○ 不要

ハ）屋外露出管については給水管に準ずる。

○ 熱調理器の熱源

既設

既設 改設○ ○ ○ ○

○ 厨房機器類

○ 配管材料 イ）一般 既設 ポリエチレン被覆鋼管○ ○ ガス事業者の規定による

改設 ○ ○ポリエチレン被覆鋼管 ガス事業者の規定による

ロ）地中埋設部 既設

改設

○ 配管用炭素鋼鋼管（白） ○ ガス事業者の規定による
○ ガス用ポリエチレン管 ○ ガス事業者の規定による

○ 親メーター 既設 改設○

○ ガスボンベ 貸与品（ ○ ５０ｋｇ ６本）

イ）集合装置 ○ 本組

ロ）転倒防止等 ○ ○（ａ） ○ （ｂ））
○ 容器固定具をＧＬ＋３００に追加設置する。

○ バルクタンク ○ ○

○ ガス漏れ警報器 ○ 本工事（図示の箇所に取り付ける）（○ 分離形 ○ 一体形） ○ 別途工事

○ 埋設深さ イ）一般敷地内（ ｍ以上）

ロ）敷地内車両道路（ ｍ以上）

有り（ 新設 既設） 無し

有り 無し

設ける 設けない。

Ｍｐａ

洗浄タンク方式 洗浄弁方式（不凍結節水弁付）

洗浄タンク方式 洗浄弁方式（不凍結節水弁付）

個別感知方式とする。（ 小便器一体型 小便器分離型）

個別感知方式とする。（ 小便器一体型 小便器分離型）

既設　親メーター 直読式 パルス式 貸与品（隔側メーター 有 無）
既設　子メーター 直読式 有 無）パルス式 買取り（隔側メーター

直読式 パルス式 貸与品（隔側メーター 有 無）
直読式 有 無）パルス式 買取り（隔側メーター

改修　親メーター

改修　子メーター

ＰＤ ＰＢ）
ＶＰ

ビニル管（ＶＰ）

ガス 電気 ガス 電気

ガス事業者の貸与品 ガス事業者の貸与品

有 無

ステンレス管の

接合方法

排
煙
設
備

自
動
制
御
設
備

衛
生
器
具
設
備

給
水
設
備

排
水
設
備

RRHIVP）

ガ
ス
設
備

消
火
設
備

給
湯
設
備

膨張管及び補給水タンクよりボイラー等への補給水管を含む。

湯沸器の給排気筒（二重管）のいんぺい部保温を行う。

イ）仕様・性能等は図示による。機器の寸法は概略寸法とする。

外部出力端子　（ 有 ○○ 無）

○

○

電気式（遠隔操作機能 ○ 有 ○ 無）

電気式（遠隔操作機能 ○ ○要 不要）

建築設備定期検査業務基準書平成20年版（（一財）日本建築設備・昇降機センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

加熱方式は ○ 瞬間式 ○ 貯湯式

イ）屋外露出管（弁、フランジを含む）の保温は、標準仕様書第２編（表２．３．５　ｅ２・（ハ）

）とし、厚さは呼び径２５ｍｍ以下は５０ｍｍ、呼び径３２ｍｍ以上は４０ｍｍとする。

（保温の種別は標準仕様書第２編３．１．５表２．３．５のｈ・（イ）・Ⅸとする）

広範囲型２号消火栓

ロ）厨房機器据付け要領は、標準図施工７４による。

標準図施工７２による

標準図施工７３（

３．建物概要

１．工事名称

２．工事場所

● 印のついたものが対象工事）４．工事種目（

●

○

○

○

●

○

○

○

無し

有り　　範囲：
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●
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○

合流式 分流式 ○ 合流式
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○

○

○

●

●

●

ルーム形空気調和機

●

●

●

● ●

●

〇

工事期間中停止させない機器

2）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の①

から④までを満たすものとする。

アスベスト含有製品調査

●○ 適用する●○ 工事実績情報の登録(工事ｶﾙﾃ)

換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は製造者規格による標準品としてもよい。

ハ）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

開放形湯沸器用排気フード
厨
房
機
器

設
備

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

岩手県宮古市河南１丁目５番１号

学生寮  RC造
３

屋　外

○ 中央方式 個別方式 ○ 中央方式 個別方式

〇

○

○

通水試験

○

〇

●

〇〇

19.0

28.0 45

45

〇

○ ●

○

1623.68㎡

●
水圧試験（一部通水試験）

A1　N.S.
A3　N.S.

〇量水器

施設内各衛生器具（給水管の夜間・休日の切替工事時を除く）

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管（ＤＣＩＰ）

改修 水道配水用ポリエチレン管

水道配水用ポリエチレン管

硬質塩化ビニル管（○ ＶＰ RRHIVP）

●

地下重油ﾀﾝｸ内面FRPﾗｲﾆﾝｸﾞ工事

一部２

※取外し・再取付

●

●

●

●

●

屋　内
●

●

○

●

● ●

●

●

●

●

● ●

● ○

○

○

●

●

●○

●

●

○ ○ ○

○

●

●

〇

●

●

● ●

●

●

●

●

○ ○ ○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

〇

○○

〇

○

●

●

●

●

●

●

●

● 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ＶＰ）

● 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ＶＰ）

● 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ＶＰ）

工事名称

図面内容 機械設備

M-01

縮尺 図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
機械設備　特記仕様書

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事



記 号 品 名

＜ 冷 暖 房 ＞

仕 様
φ Ｖ

電 力

ｋｗ

撤去　空調機器表

冷房 暖房/

形式　・　型番備 考台数

記 号 品 名

＜ 冷 暖 房 ＞

仕 様
φ Ｖ

電 力

ｋｗ

新設　空調機器表

冷房 暖房/

形式　・　型番（参考）備 考台数

ACR22 100 861冷房能力＝2.2kW 暖房能力＝ 2.5kW 0.78kWComp：インバータ式床置型　冷暖房兼用タイプ /0.44 0.45ルーム型空調屋外機 RAC-SV22Y壁掛架台共

WR22 冷暖房能力＝2.2/2.5kW壁掛型　冷暖房兼用タイプ ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟ、ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ、付属品共ルーム型空調室内機 86

ACR50 200 11冷房能力＝5.0kW 暖房能力＝ 6.0kW 1.8kWComp：インバータ式床置型　冷暖房兼用タイプ /1.81 1.66ルーム型空調屋外機 壁掛架台共

ルーム型空調室内機 1WR50 冷暖房能力＝5.0/6.0kW壁掛型　冷暖房兼用タイプ

工事名称

図面内容 機械設備

M-02

縮尺 図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号

空調設備撤去・新設機器表

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

屋外機基施工参考図　1/25

5
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1
0
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鉄筋：D10＠200ﾀﾃﾖｺ

捨コン

砕石

1
5
0

5
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2
5
0

200

650

330

ＧＬ

100

1
5
0

ACR22 1001冷房能力＝2.5kW 暖房能力＝ 2.8kW 0.65kWComp：インバータ式床置型　冷暖房兼用タイプ /0.71 0.65ルーム型空調屋外機

WR22 冷暖房能力＝2.2/2.2kW壁掛型　冷暖房兼用タイプルーム型空調室内機

ACR71 2001冷房能力＝7.1kW 暖房能力＝ 8.5kW 1.9kWComp：インバータ式床置型　冷暖房兼用タイプ /2.78 2.93ルーム型空調屋外機

ルーム型空調室内機WR71 冷暖房能力＝7.1/8.5kW壁掛型　冷暖房兼用タイプ

RAC-SV50Y

ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ、付属品共

ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟ、ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ、付属品共

ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ、付属品共

86 RAC-AJ25R

1 RAC-AJ71R2

86

1

RAS-SV22Y

RAS-SV50Y

RAS-AJ25R

RAS-AJ71R2

平架台、二段置台、ｺﾝｸﾘｰﾄﾍﾞｰｽ共

平架台、ｺﾝｸﾘｰﾄﾍﾞｰｽ共

※建築工事とする。

A1　N.S.
A3　N.S.

FF1 FF型石油暖房機 床置型　灯油タンク内蔵タイプ 暖房能力：1.59～5.65kw 4 ゲストルーム、談話室、管理室×2 FF473CTLM

※冷媒管長に留意すること。

R410A

R410A

R32

R32



4,
52

5
60

0

2,200 2,600 3,000 3,000 3,200 4,500 2,300

20,800

2,600 2,600 2,200 2,600 3,000

13,000

60
0

4,
40

0

寮室

浴室 脱衣室

洗面所
女子便所

階段室

廊下

廊下

廊下

脱衣室 浴室 機械室 油庫

洗面所

女子便所

階段室

談話室

湯沸室

談話室

事務室 玄関

管理人室

台所・食堂

洗 面

玄関

ＵＢ

廊下

ホール

脱衣室

階段室

寮室

渡り廊下

ｹﾞｽﾄﾙｰﾑ
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ｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝ
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作業台

壁付収納
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1114 11061113 1112 1111 11091110 1108 1107 1105 11031104 11011102

303
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ゴミ置き場１

ゴミ置き場２

工事名称

図面内容 機械設備

M-03

縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
空調設備１階撤去平面図

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事
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C1

CD

CE

21
,0

00
10

,0
00

7,
00

0
3,

00
0

2,
40

0
2,

60
0

4,
00

0
4,

00
0

4,
00

0
4,
00

0

16
,0

00

26,0005,000 5,400

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

1,500 3,500 2,600 2,600 2,6002,600 2,6002,600 2,6002,600 2,6002,600

300 6,700 3,300 15,000

1,700 5,000

既存　１階 平面図

N

便所

撤去台数

GL＋4500程度

R1×4 R1×2

GL＋4500程度

ACR

22 × 8

WR

22 × 8

WR

22 × 8

ACR

22 × 8

WR

22

ACR

22

WR

22 × 2

WR

50

WR

22

WR

22 × 6

WR

22

WR

22

WR

22 × 4

ACR

22 × 2

ACR

50

WR

22 × 4

ACR

22 × 6

ACR

22 × 4

ACR

22

WR

22

ACR

22

WR

50

ACR

50

…

…

…

…

36台

1台

30台

1台

OT

1

OT

1

冷媒管凡例

記号 ガス管(φ) 液管(φ)

9.5 6.4

12.7 6.4

R1

R2

屋外化粧ケース凡例（樹脂製）

記号

100×70100

※記載無きﾄﾞﾚﾝ管（枝管）はVP16とし全て撤去とする。

ﾄﾞﾚﾝ管

記号

25φD25

40φD40

D40

D40
D40 D40 D40 D40

D40

D40

D4
0

D40

D40
D40

D40D40

D40

D40

D4
0

D4
0

D40

R2+100

D25

D40 D40 D40

※記載無き配管はR1とし、屋外化粧エルボ共撤去とする。

FF

1

FF

1

FF

1

FF

1

FF

1
… 4台

…天井取外し・再取付（建築工事）

53.5ｍ2 12.7ｍ2

18.6ｍ2 12.7ｍ2

※壁掛架台共撤去とし、撤去跡はシーリングをすること。（建築工事）



工事名称

図面内容 機械設備

M-04

縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
空調設備２階撤去平面図

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

4,
52
5

廊下

60
0

20,800

2,300

廊下

便所

3,000

洗面所

3,0002,6002,200 4,5003,200

寮室

60
0

13,000

2,6002,2002,600 2,600 3,000

便所4,
40

0

廊下

階段室

階段室

階段室

寮室

屋上３

屋上６

屋上４

屋上５

図書・食堂棟学生寮棟

1218

1210 12091211121212131214

1215

1216

1217

1202 12011204 12031206 120512071208

1219

1220

22092210 2208 2207 2206 2205 2204 2203 2202 2201

玄関屋根

玄関庇

BE

BD

BC

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

31
,0

00

3,
50
0

1,
50
0

2,
40
0

3,
00

0
2,

60
0

2,
60

0
2,

60
0

2,
60

0
2,

60
0

2,
60
0

1,
50
0

3,
50
0

26,0005,000 5,400

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

1,500 3,500 2,600 2,600 2,6002,600 2,6002,600 2,6002,600 2,6002,600

300 6,700 3,300 15,000

1,700 5,000

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12 C2 C3 C4 C5

46,700

36,400 300 10,000

6,700 3,3002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,600 2,6002,600

C1

CD

CE

21
,0

00
10
,0
00

7,
00
0

3,
00

0
2,

40
0

2,
60

0

4,
00

0
4,
00

0
4,

00
0

4,
00
0

16
,0

00

EXP.J

RD RD

EXP.JEXP.J

EXP.J

RD

RD

RD

RD

RD

RD RD

RD

RD RD

既存　２階 平面図

N

機械設備

WR

22 × 8

ACR

22 × 8

ACR

22 × 8

WR

22 × 8

ACR

22 × 4

WR

22 × 4

ACR

22 × 4

WR

22 × 4

WR

22 × 6

ACR

22 × 6

ACR

22 × 2

撤去台数

WR

22

ACR

22

…

…

30台

36台

ACR

22 × 4

冷媒管凡例

記号 ガス管(φ) 液管(φ)

9.5 6.4

12.7 6.4

R1

R2

屋外化粧ケース凡例（樹脂製）

記号

100×70100

ﾄﾞﾚﾝ管

記号

25φD25

40φD40

D40

D40

D40

D4
0

D4
0 D40

D40
D40

D40 D40

D40

D40

D40

D4
0

D40

D40

D40
D40

D40 D40

D40D40

D40

D40

D40

D40 D40

D40

D40 D40

D40 D40 D40

※記載無きﾄﾞﾚﾝ管（枝管）はVP16とし全て撤去とする。

※記載無き配管はR1とし、屋外化粧エルボ共撤去とする。

…天井取外し・再取付（建築工事）

18.6ｍ2 12.7ｍ2

10.1ｍ2

53.5ｍ2

※壁掛架台共撤去とし、撤去跡はシーリングをすること。（建築工事）



機械設備

空調設備３階撤去平面図

機械設備

M-05

20台

20台

D40

D40

D40

D4
0

D4
0

D40
D40

D40 D40 D40 D40

D4
0D40

D40D40D40

冷媒管凡例

記号 ガス管(φ) 液管(φ)

9.5 6.4

12.7 6.4

R1

R2

屋外化粧ケース凡例（樹脂製）

記号

100×70100

ﾄﾞﾚﾝ管

記号

25φD25

40φD40

※記載無きﾄﾞﾚﾝ管（枝管）はVP16とし全て撤去とする。

※記載無き配管はR1とし、屋外化粧エルボ共撤去とする。

…天井取外し・再取付（建築工事）

53.5ｍ2

10.1ｍ2

※壁掛架台共撤去とし、撤去跡はシーリングをすること。（建築工事）

廊下

4,
52
5

階段室

廊下

3,000

60
0

便所
洗面所

2,6002,200

階段室

寮室

寮室

屋上２

BE

BD

BC

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

26,0005,000 5,400

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

1315

1314 13121313 13101311

1316

1317

1309 1308 13061307 13041305 13021303 1301

1319

1318

1320

工事名称

図面内容 縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

RD RD

RD

RD

1,500 3,500 2,600 2,600 2,6002,600 2,6002,600 2,6002,600 2,6002,600

31
,0

00

3,
50
0

1,
50
0

2,
40
0

3,
00

0
2,

60
0

2,
60

0
2,

60
0

2,
60

0
2,

60
0

2,
60
0

1,
50
0

3,
50
0

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

C1

C2 C3 C4 C5

46,700

36,400 300 10,000

6,700 3,3002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,600 2,6002,600

N

既存　３階 平面図

ACR

22 × 8

WR

22 × 8

ACR

22 × 8

WR

22 × 8

WR

22 × 4

ACR

22 × 4

撤去台数

WR

22

ACR

22

…

…



工事名称

図面内容 機械設備

M-06

縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
空調設備撤去立面図１

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

既存　南立面図（1）

既存　南立面図（2）

既存　北立面図（1）

O

冷媒管凡例

記号 ガス管(φ) 液管(φ)

9.5 6.4R1

屋外化粧ケース凡例（樹脂製）

記号

100×70100

※壁掛架台共撤去とし、撤去跡はシーリングをすること。

ﾄﾞﾚﾝ管

記号

25φD25

40φD40

D40

（建築工事）

※記載無き配管はR1とし、屋外化粧エルボ共撤去とする。

GWH

1 × 3

再使用

ACR

22 × 12
ACR

22 × 8

ACR

22

D40 D40

D20



工事名称

図面内容 機械設備

M-07

縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
空調設備撤去立面図２

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

既存　北立面図（2）

既存　東立面図（1） 既存　東立面図（2）

既存　西立面図（1） 既存　西立面図（2）

O

O

GWH

1

O O

GWH

1 × 3

ACR

22 × 12

ACR

22 × 24

ACR

22 × 2

ACR

50

ACR

22 × 2

ACR

22 × 24

冷媒管凡例

記号 ガス管(φ) 液管(φ)

9.5 6.4R1

屋外化粧ケース凡例（樹脂製）

記号

100×70100

※壁掛架台共撤去とし、撤去跡はシーリングをすること。

ﾄﾞﾚﾝ管

記号

25φD25

40φD40

（建築工事）

※記載無き配管はR1とし、屋外化粧エルボ共撤去とする。

D
2
5

再使用

再使用

ACR

22

D40 D40

D20

R1+100+D20 R1+100+D20×2



4,
52

5
60

0

2,200 2,600 3,000 3,000 3,200 4,500 2,300

20,800

2,600 2,600 2,200 2,600 3,000

13,000

60
0

4,
40

0

寮室

浴室 脱衣室

洗面所
女子便所

階段室

廊下

廊下

廊下

脱衣室 浴室 機械室 油庫

洗面所

女子便所

階段室

談話室

湯沸室

談話室

事務室 玄関

管理人室

台所・食堂

洗 面

玄関

ＵＢ

廊下

ホール

脱衣室

階段室

寮室

渡り廊下

ｹﾞｽﾄﾙｰﾑ

図書・食堂棟学生寮棟

WD
101

ｷｯﾁﾝﾙｰﾑ

ｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝ

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

作業台

壁付収納

2110 2109 21072108 21052106 21032104 21012102

1120

1119

1118

1117

1116

1115

1114 11061113 1112 1111 11091110 1108 1107 1105 11031104 11011102

303

304

ゴミ置き場１

ゴミ置き場２

工事名称

図面内容 機械設備

M-08

縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
空調設備１階新設平面図

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

BE

BD

BC

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

31
,0

00

3,
50

0
1,
50

0
2,

40
0

3,
00

0
2,

60
0

2,
60

0
2,

60
0

2,
60

0
2,

60
0

2,
60

0
1,

50
0

3,
50

0

EXP.J

EXP.JEXP.J

EXP.J

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12 C2 C3 C4 C5

46,700

36,400 300 10,000

6,700 3,3002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,600 2,6002,600

C1

CD

CE

21
,0

00
10

,0
00

7,
00

0
3,

00
0

2,
40

0
2,

60
0

4,
00

0
4,

00
0

4,
00

0
4,
00

0

16
,0

00

26,0005,000 5,400

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

1,500 3,500 2,600 2,600 2,6002,600 2,6002,600 2,6002,600 2,6002,600

300 6,700 3,300 15,000

1,700 5,000

既存　１階 平面図

N

便所

ACR

22 × 24

WR

22 × 8

WR

22 × 8

ACR

22 × 18

WR

22

ACR

22

WR

22 × 2

WR

71

WR

22

WR

22 × 6

WR

22

WR

22

WR

22 × 4

ACR

22 × 2

ACR

71

WR

22 × 4

ACR

22 × 12

ACR

22 × 8

ACR

22

OT

1

OT

1

R1×2+140

R1×2+140R1×2+140

R1×2+140

R1×4+140×2

R1×4+140×2

R1×4+140×2

R1×4+140×2

R1+100 R1+100 R1+100

ACR

22 × 12

ACR

22 × 6

ACR

22 × 2

D40
D40

D40D40

D40

D4
0

D4
0

D40
D40 D40 D40 D40

D40

D4
0

R2+100

冷媒管凡例

記号 ガス管(φ) 液管(φ)

9.5 6.4

12.7 6.4

R1

R2

…上段室外機

屋外化粧ケース凡例（樹脂製）

記号

100×70

140×80

100

140

R1×4+140×2

R1×4+140×2

R1×4+140×2

※室内機までのﾄﾞﾚﾝ管（枝管）は20φとする。

D40D40D40

D40

D40

R1×2+140

D25

断熱ﾄﾞﾚﾝ管

記号

20φD20

25φD25

40φD40

R1×2+140

※記載無き配管はR1とし、屋外化粧ケースは100とする。

…天井点検口450□　×７（建築工事）



機械設備

M-09空調設備２階新設平面図

機械設備

R1×2+140

R1×2+140

R1×2+140

R1×2+140

R1×2+140

R1×2+140

R1×2+140

R1×2+140

R1+100

R1+100
R1+100

R1×2+140

R1×2+140

R1×2+140

R1×2+140

R1×2+140

R1×2+140

R1×2+140

R1×2+140

R1+100

R1×2+140

R1+100

R1×2+140

R1+100

R1×2+140

R1+100

R1×2+140

R1+100

冷媒管凡例

記号 ガス管(φ) 液管(φ)

9.5 6.4

12.7 6.4

R1

R2

屋外化粧ケース凡例（樹脂製）

記号

100×70

140×80

100

140

※室内機までのﾄﾞﾚﾝ管（枝管）は20φとする。

断熱ﾄﾞﾚﾝ管

記号

20φD20

25φD25

40φD40

D40D40

D40 D40
D40

D40

D40

D40

D40
D40

D40

D40
D40

D40

D40

※記載無き配管はR1とし、屋外化粧ケースは100とする。

工事名称

図面内容 縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

4,
52
5

廊下

60
0

20,800

2,300

廊下

便所

3,000

洗面所

3,0002,6002,200 4,5003,200

寮室

60
0

13,000

2,6002,2002,600 2,600 3,000

便所4,
40

0

廊下

階段室

階段室

階段室

寮室

屋上３

屋上６

屋上４

屋上５

図書・食堂棟学生寮棟

1218

1210 12091211121212131214

1215

1216

1217

1202 12011204 12031206 120512071208

1219

1220

22092210 2208 2207 2206 2205 2204 2203 2202 2201

玄関屋根

玄関庇

BE

BD

BC

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

31
,0

00

3,
50
0

1,
50
0

2,
40
0

3,
00

0
2,

60
0

2,
60

0
2,

60
0

2,
60

0
2,

60
0

2,
60
0

1,
50
0

3,
50
0

26,0005,000 5,400

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

1,500 3,500 2,600 2,600 2,6002,600 2,6002,600 2,6002,600 2,6002,600

300 6,700 3,300 15,000

1,700 5,000

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12 C2 C3 C4 C5

46,700

36,400 300 10,000

6,700 3,3002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,600 2,6002,600

C1

CD

CE

21
,0

00
10
,0
00

7,
00
0

3,
00

0
2,

40
0

2,
60

0

4,
00

0
4,
00

0
4,

00
0

4,
00
0

16
,0

00

EXP.J

RD RD

EXP.JEXP.J

EXP.J

RD

RD

RD

RD

RD

RD RD

RD

RD RD

既存　２階 平面図

N

WR

22 × 8

WR

22 × 8

WR

22 × 4

WR

22 × 4

WR

22 × 6

…天井点検口450□　×７（建築工事）



廊下

4,
52
5

階段室

廊下

3,000

60
0

便所
洗面所

2,6002,200

階段室

寮室

寮室

屋上２

BE

BD

BC

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

26,0005,000 5,400

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

1315

1314 13121313 13101311

1316

1317

1309 1308 13061307 13041305 13021303 1301

1319

1318

1320

工事名称

図面内容 機械設備縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

RD RD

RD

RD

1,500 3,500 2,600 2,600 2,6002,600 2,6002,600 2,6002,600 2,6002,600

31
,0

00

3,
50
0

1,
50
0

2,
40
0

3,
00

0
2,

60
0

2,
60

0
2,

60
0

2,
60

0
2,

60
0

2,
60
0

1,
50
0

3,
50
0

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

C1

C2 C3 C4 C5

46,700

36,400 300 10,000

6,700 3,3002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,600 2,6002,600

N

既存　３階 平面図

空調設備３階新設平面図

機械設備

M-10

WR

22 × 8

WR

22 × 8

WR

22 × 4

R1×2+140

R1×2+140

R1×2+140

R1×2+140

R1×2+140

R1×2+140

R1×2+140 R1×2+140

R1+100 R1+100 R1+100 R1+100

冷媒管凡例

記号 ガス管(φ) 液管(φ)

9.5 6.4

12.7 6.4

R1

R2

屋外化粧ケース凡例（樹脂製）

記号

100×70

140×80

100

140

※記載無き配管はR1とし、屋外化粧ケースは100とする。

※室内機までのﾄﾞﾚﾝ管（枝管）は20φとする。

断熱ﾄﾞﾚﾝ管

記号

20φD20

25φD25

40φD40

D40
D40

D40

D40

D40

D40

…天井点検口450□　×４（建築工事）



工事名称

図面内容 機械設備

M-11

縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
空調設備新設立面図１

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

既存　南立面図（1）

既存　南立面図（2）

既存　北立面図（1）

打継目地

打継目地

打継目地

打継目地

化粧縦目地
打継目地

化粧縦目地
打継目地

O

ACR

22 × 12

ACR

22

200 15
0

4,350

65
0

2,250

65
0

2F系統

1F系統

基礎参考図

ACR

22 × 8

O

GWH

1 × 3

ACR

22 × 12

冷媒管凡例

記号 ガス管(φ) 液管(φ)

9.5 6.4

12.7 6.4

R1

R2

屋外化粧ケース凡例（樹脂製）

記号

100×70

140×80

100

140

GWH

1

R1×2+140型

D40 D40 D40

R1+100型

R1×2+140型

R1+100型

R1+100型

D20

R1+100型

既設ｽﾘｰﾌﾞ再使用

R1+100型

断熱ﾄﾞﾚﾝ管

記号

20φD20

25φD25

40φD40

□ …ブロックベース

150

2,250 2,250 2,250 2,250

65
0

※基礎工事は建築工事とする。



工事名称

図面内容 機械設備

M-12

縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
空調設備新設立面図２

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

新設　北立面図（2）

新設　東立面図（1） 新設　東立面図（2）

新設　西立面図（1） 新設　西立面図（2）

4,050

1F系統2F系統3F系統 3F系統 2F系統 1F系統 1F系統2F系統3F系統 3F系統 2F系統 1F系統

新設　西立面図（3）

ACR

22 × 18

ACR

22

ACR

22 × 2

ACR

71

ACR

22 × 2

ACR

22 × 24

ACR

22 × 6

GWH

1 × 3

GWH

1

O

O O

O

3F系統 2F系統 1F系統3F系統 2F系統 1F系統3F系統 2F系統 1F系統3F系統 2F系統 1F系統

O

R1+100

R1×2+140

R1+100

R1×2+140

R1+100

R1×2+140

R1×2+140

D40D40

R1+100型

雨水管

D20

R1+100

R1×2+140 R1+100 R1×2+140

R1+100

R1×2+140

D40

D25

冷媒管凡例

記号 ガス管(φ) 液管(φ)

9.5 6.4

12.7 6.4

R1

R2

屋外化粧ケース凡例（樹脂製）

記号

100×70

140×80

100

140

断熱ﾄﾞﾚﾝ管

記号

20φD20

25φD25

40φD40

□ …ブロックベース

15
0

6,500

65
0

100150

5,000

65
0

150 100

3,300

65
0

200150

150 200
6,500

65
0

150 200

1,150

65
0

FF排気筒

※基礎工事は建築工事とする。



洋 風 大 便 器

名 称 改　修　内　容

衛生器具表・機器表

東
側
浴
室
・
脱
衣
室

合
　
　
計

混　合　水　栓

手 　 洗 　 器

流　し　台

S　K

水　抜　栓

シャワー水　栓

洗面化粧台（水栓共）

給　水　栓

工事名称

図面内容 機械設備

M-13

縮尺 図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

給排水設備　衛生器具表・系統図

東
側
１
階
ト
イ
レ

東
側
１
階
洗
面
室

西
側
１
階
ト
イ
レ

西
側
１
階
洗
面
室

東
側
２
階
ト
イ
レ

西
側
浴
室
・
脱
衣
室

西
側
２
階
ト
イ
レ

西
側
２
階
洗
面
室

西
側
３
階
ト
イ
レ

西
側
３
階
洗
面
室

給　湯　器

工　事　区　分

取外し・再取付

取外し・再取付

取外し・再取付

取外し・再取付

取外し・再取付

取外し・再取付

取外し・再取付

取外し・再取付

取外し・再取付

取外し・再取付

機械設備工事

機械設備工事

機械設備工事

機械設備工事

機械設備工事

機械設備工事

機械設備工事

機械設備工事

機械設備工事

建築工事

流　し　台（付属品共） 撤　去 建築工事

流　し　台 撤去・新設 建築工事

洋 風 大 便 器 撤去・新設 機械設備工事

管
　
理
　
室

洗　濯　パ　ン（ﾄﾗｯﾌﾟ共） 取外し・再取付 機械設備工事

３

２

１

１

３

４

２

１

６

屋
　
　
　
外

１

２

１

給
　
湯
　
室

１

１

７

１

１

床　上　掃　除　口 取外し・再取付 機械設備工事

GV20 撤去・新設 機械設備工事

GV32

４

撤去・新設 機械設備工事

１

１ ３

３

２

１

１

４

４

２

１

６

１

２

１

１

４

１

１ ２

１

３

２

１

６２

３

４

２

１

６

１

２

１

１

２

４

２

１

６

１

２

１

１

２

３

２

１ １ １ １２

1F

2F

3F

RF

洗面所 トイレ 浴　室脱衣室 機械室階段室

階段室トイレ洗面所

階段室トイレ洗面所

浴　室脱衣室洗面所トイレ

トイレ

共用廊下

西棟 東棟

CH

CH

Ｍ

ピット ピット

凡例

給水管

汚水・雑排水管

15

１

４

10

５

40

18

６

６

11

８

４

1

1

９

８

1

残置管

A1　N.S.
A3　N.S.

配管切断・再接続箇所

GV50 新設 機械設備工事

共
用
廊
下

１ １



4,
52

5
60

0

2,200 2,600 3,000 3,000 3,200 4,500 2,300

20,800

2,600 2,600 2,200 2,600 3,000

13,000

60
0

4,
40

0

寮室

浴室 脱衣室

洗面所
女子便所

階段室

廊下

廊下

廊下

脱衣室 浴室 機械室 油庫

洗面所

女子便所

階段室

談話室

湯沸室

談話室

事務室 玄関

管理人室

台所・食堂

洗 面

玄関

ＵＢ

廊下

ホール

脱衣室

階段室

寮室

渡り廊下

ｹﾞｽﾄﾙｰﾑ

図書・食堂棟学生寮棟

WD
101

ｷｯﾁﾝﾙｰﾑ

ｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝ

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

作業台

壁付収納

2110 2109 21072108 21052106 21032104 21012102

1120

1119

1118

1117

1116

1115

1114 11061113 1112 1111 11091110 1108 1107 1105 11031104 11011102

303

304

ゴミ置き場１

ゴミ置き場２

工事名称

図面内容 縮尺

A1 1:100

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:200

BE

BD

BC

AG

AF

AE

AD

AC

AB

AA

31
,0

00

3,
50

0
1,
50

0
2,

40
0

3,
00

0
2,

60
0

2,
60

0
2,

60
0

2,
60

0
2,

60
0

2,
60

0
1,

50
0

3,
50

0

EXP.J

EXP.JEXP.J

EXP.J

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12 C2 C3 C4 C5

46,700

36,400 300 10,000

6,700 3,3002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,6002,600 2,6002,600

C1

CD

CE

21
,0

00
10

,0
00

7,
00

0
3,

00
0

2,
40

0
2,

60
0

4,
00

0
4,

00
0

4,
00

0
4,
00

0

16
,0

00

26,0005,000 5,400

A1 A3' A4 A5 A7' A9 A11 A12

1,500 3,500 2,600 2,600 2,6002,600 2,6002,600 2,6002,600 2,6002,600

300 6,700 3,300 15,000

1,700 5,000

既存　１階 平面図

N

便所

GWH

1

機械設備

M-14給排水設備１階撤去・新設平面図

OT

1

OT

1

O

O

GWH

1 × 3

GWH

1 × 3

(再使用)

(再使用)

(再使用)

20A

20
A

Ｍ

ﾌﾟﾗｸﾞ止め

ﾌﾟﾗｸﾞ止め

配管は撤去のみとする。（SGP)

…配管切断・接続箇所

詳細図参照

詳細図参照

メーター廻り参考図

Ｐ再使用以降改修

50A

50
A

20A

更新後は20Aとする。

（GV共）

8φ×4

O

流し台撤去（建築工事）

＜撤去管　凡例＞

＜改修管　凡例＞

保護用SUSカバー3ヶ所

建築工事

以降再使用

以降再使用

※

GV50

東側浴室等を施工する際はゲストルームを仮設浴室とする。※

管理人室立上給排水改修

線種 名　称 管　種

O

給水管

給湯管

油　管

ﾎﾟﾘ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

耐熱性塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

配管用炭素鋼鋼管

立上り部：銅管

線種 名　称 管　種

O

給水管

給湯管

油　管

ﾎﾟﾘ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

耐熱性塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

密着一層型ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管

立上り部：銅管



工事名称

図面内容 縮尺

A1 1: 50

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:100

機械設備

M-15給排水設備１階撤去・新設詳細図

…配管切断箇所

浴室 脱衣室 洗面所 女子便所

60
0

4,
40

0

2,600 2,600 2,200 2,600

洗面所

2,600 2,200

更新概要

1.排水管はﾋﾟｯﾄ内で切断・接続とする。

2.浴室洗い場給水・給湯はﾋﾟｯﾄ内で
　切断・接続とする。

浴室 脱衣室 洗面所 女子便所

60
0

4,
40

0

2,600 2,600 2,200 2,600

洗面所

2,600 2,200

洗面所 女子便所 階段室 脱衣室 浴室

2,200 2,600 3,000 3,000 3,200

＜撤去管　凡例＞

3.水栓類は再使用とする。

…配管切断箇所

＜改修管　凡例＞

2,200 2,600

洗面所 女子便所 階段室 脱衣室 浴室

3,000 3,000 3,200

GWH

2

4.給湯器は再使用とする。

GWH

2

GWH

2

GWH

2

西側1F浴室等詳細図

40,100,20,65,65

D

20

20

2020

20

20
20

20
D

20

75 20

20
50

40

40
20

50

50

20

20

32

40

50

32
25

65

40

40

50

6575

50

10
0

10
0

20

65

10
0

25

東側1F浴室等詳細図

20
20

D
25

20

20

給湯バイパス図

20

20

20

20
2020

40,100,20,65,65

D

20

20

2020

20

20
20

20
D

20

75 20
20

50
40

40
20

50

50

20

20

32

40

50

32
25

65

40

40

50

6575

50

10
0

10
0

20

65

10
0

25

東側1F浴室等詳細図

20
20

D
25

20

20

給湯バイパス図

20

20

20

20
2020

75,20D,65,65,100

D

20

20

65

32

20

20

20

32

20

40

65

40 40

40

10
0

32
25

50

50

50

50

40

50

50

40

40

25
D

65 75

10
0

32 25

10
0

75

75

20
D

25 32

20

20

線種 名　称 管　種

O

給水管

給湯管

排水管

通気管

油　管

ﾎﾟﾘ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

耐熱性塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

硬質塩化ビニル管

配管用炭素鋼鋼管

硬質塩化ビニル管

O

O

O 20

20

20

8φ×4（銅管）

O 20

線種 名　称 管　種

O

給水管

給湯管

排水管

通気管

油　管

ﾎﾟﾘ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

耐熱性塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

硬質塩化ビニル管

密着一層型ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管

硬質塩化ビニル管

GWH

1 × 3

GWH

1 × 3

（再使用）

（再使用）

（再使用）

GWH

1 × 3

8φ×4（銅管）

75,20D,65,65,100

D

20

20

65

32

20

20

20

32

20

40

65

40 40

40

75

75

10
0

32
25

50

50

50

50

40

50

50

40

40

25
D

65 75

10
0

32 25

10
0

75

75

20
D

25 32

20

20

O

O20

20

GWH

1 × 3

（再使用）

75 75

75

75

（再使用）

（再使用）
（再使用）

（再使用）

撤去図
改修図

西側1F浴室等詳細図



工事名称

図面内容 縮尺

A1 1:50

図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

24096
区分

番号
給排水設備２,３階撤去・新設詳細図

岩手県立大学宮古短期大学部学生寮冷暖房設備等改修工事

A3 1:100

廊下

便所洗面所

26002200

2600

便所

廊下

機械設備

M-16

便所洗面所

26002200

廊下

OR

1

GWH

2 GWH

2

OR

1

＜撤去管　凡例＞

1.水栓類は再使用とする。

O

O

O

O

廊下

便所洗面所

26002200

2600

便所

廊下

便所洗面所

26002200

廊下

OR

1

GWH

2 GWH

2

OR

1

＜改修管　凡例＞

O

O

O

O

2.給湯器・ｵｲﾙﾘﾌﾀｰは再使用とする。

D

40,100,20,65,65

65,20,65,100,40

20

40

20

20

20

25

25

25

50

50

75
75

75

10
0

65

65 65

40

50

50

50
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西側2F洗面・トイレ詳細図
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8φ×2（銅管）

8φ×4（銅管）

8φ×2（銅管）

線種 名　称 管　種

O

給水管

給湯管

排水管

通気管

油　管

ﾎﾟﾘ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

耐熱性塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

硬質塩化ビニル管

銅管（化粧ケース（75×63)）共

硬質塩化ビニル管

撤去図 改修図

40

40

50

40
50

50
50

65

65

40

65,20,65,100,40 65,65,20,100,40

D

40,100,20,65,65

65,20,65,100,40

20

40

20

20

20

25

25

25

50

50

75
75

75

10
0

65

65 65

40

50

50

50

40

40 20

25

20

40

東側2Fトイレ詳細図
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8φ×2（銅管）

8φ×4（銅管）

8φ×2（銅管）

線種 名　称 管　種

O

給水管

給湯管

排水管

通気管

油　管

ﾎﾟﾘ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

耐熱性塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

硬質塩化ビニル管

銅管（化粧ケース（75×63））共

硬質塩化ビニル管
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